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　　　序　章







　この物語の中には一〇〇個の『謎なぞ』が隠れています。

　ただし、『謎』がどこにあるか明示される事はありません。子供向けのクイズ番組ではありませんからね。

　皆様にはこの『謎』がどこにあるか、そしてその答えが何であるかを探していただきます。

　質問もその答えも、全て物語の中に記されています。

　登場人物が明確に疑問を口にする場合もあれば、心の中で思う場合もあるでしょう。

　物語の根幹に直接関わるとても重要な『謎』もあれば、知らなくても結末に辿たどり着くのに問題ない些さ細さいな『謎』もある事でしょう。

　指折り数えるもよし、メモや筆記用具を用意するもよし。

　万全の準備を整え、物語に挑んでください。

　それでは。

　あなたが一〇〇個の『謎』と、その答えを見つけてくださる事を切に願っております。





青あお行灯あんどんより









　　　第？章　全滅村へいらっしゃい







　　　　１（陣じん内ない忍しのぶ）




「う……みゅ……」

　わずかな揺れを感じて、俺は目を覚ました。目を覚ましてから、自分が今まで眠っていた事に気づかされる。ここは観光バスの中で、乗員乗客のほとんどはクラスメイトと担任教師で占められていた。例外はバスガイドと運転手ぐらいだ。

　観光バスが走っているのは高架上の高速道路だが、道路沿いに背の高い防音板が張り巡らされているため、外の景色はほとんど分からない。走行は滑らかで、時速八〇キロをキープしているとは思えなかった。

　そう、そうだ。

　確か九月に入ってすぐ、学校行事の旅行で……。

「ねえねえ、忍クン」

　隣となりの座席の変人美少女惑まど歌かちゃんが何か言ってきた。

　別にラブラブ空間発生中な訳ではなく、相も変わらずクラスから浮いている女子生徒が、学級委員こと俺の隣に押し付けられただけなのだが。

「何で忍クンって、居眠りすると隣に座っている子に抱き着く訳？」

「はぐぅわ!?」

　慌てたように惑歌から離はなれる。

　……い、色々事情はあるのだよ惑歌さん！　ていうか個人の癖くせって家庭環かん境きようが深く関わって形成されると思います。

　一方の惑歌はさして気に留めている様子もなく、

「面倒臭いよね。旅行って言っても行き先はインテリビレッジだし。技術交流の一環だっけ？」

「まー学校行事だからイベントも全部お堅い先生が決めたもんだろうし、ラブホの出番がやってくるような旅行にはならんと思うのは同感だがなー」

　そもそも二泊三日ってのが弾丸過ぎる。実際には一ヵ所でのんびりくつろぐ時間より、方々を移動する時間の方が長くなるんじゃなかろうか？

　と、その時だった。

　俺の前の座席から、にょっきりとクラスメイト（野郎）の頭が伸びてきた。まるで塀の上から覗のぞき込むような格好になっているのは、俺達の間では『恋こい王おう』なんて呼ばれているヤツだった。

「陣じん内ない、そういやそろそろ見所満載ゾーンだぞ」

「あん？　思いっきり高速道路だろ。テメェはサービスエリアでお土産の山を買い込むダメ学生か」

「間もなく四よツ山やまだぜ。トンネルを抜けたら景色が変わるのだ」

　恋こい王おうは割とお高そうなミラーレス一眼のデジカメを軽く振りながら、

「でっかいジャンクションがあるらしくてさ、ビルとか工場とか大好きな人には人気なんだと」

「……すっげーコアな層を狙い撃うちな訳だが」

「いやいや馬鹿にすんなって。スポーツ選手とかも趣しゆ味みにしているんだぞ。広く認知されているって訳」

　有名人がやっているからって何だって言うんだろう……と反論すると泥沼になりそうなので、ここはスルーしておく。

「実際問題かなり大掛かりで、しかも珍しいみたいだよ。名前の通り、ジャンクションの四方は山とトンネルに囲まれていて、それぞれのトンネルに車を流すためのもんらしい。ま、ジャンクションの根元は高速の出口にもなっているっぽいから、馬ば鹿かデカい半導体工場のためにジャンクションが作られたって噂うわさもあるみたいだがね。真相はどうなんだろ？」

「……、」

　恋王との話が進むと、隣となりの惑まど歌かは退屈そうに窓の外へ目をやった。それもそのはず、恋王はさっきから俺としか言葉を交わしていないからである。

　微妙にギスギス。

　惑歌は惑歌で、完全に慣れてしまっているのか、全く傷ついている様子はない。今も動物の形をしたチョコレートを携帯電話で撮さつ影えいしていた。どうやら全部揃そろえるつもりのようだが……あと何が残っているんだっけ？　ボトルキャップ人形の招き猫シリーズは全二〇種類、と全然関係ないデータが脳裏をよぎる。

　そうこうしている内に、観光バスはトンネルへと入っていった。

　朱す雀ざく山やま、だったっけ？

　高速道路の割にトンネルは狭い。ありがちなオレンジ色の照明もなく、入った途端に真っ暗になってしまった。エンジン音が壁かべに反はん響きようするのか、ぐわんぐわんとした音の塊に包まれていた。

　それほど長いトンネルじゃない。

　ほんの数分も経たてば、出口の白い光が見えてきた。

「……どうでも良いけどよ。トンネル出た後も防音板が並んでたら、景色なんて撮とれねえんじゃね？」

　返事はなかった。

　周りがうるさいので聞こえなかったのかもしれない。

　大して気にせず、軽くあくびをしていると、観光バスは早くもトンネルを抜ける。

　一いつ瞬しゆん、太陽の強い光に目が眩くらんだ。

　それもすぐに収まる。

　べったりとした霧きりの水分を頬ほおに受け、突っ立ったままの俺は強い光から目を守るように片手を顔の前にかざす。

　……そして、妙な事に気づいた。

「あれ……？」

　何で俺は『立って』いるんだ。さっきまで定員いっぱいな観光バスの座席の一つにすっぽりと収まっていたはずなのに。

　そして。




　そもそも、ここはどこだ？

　何で俺は、鬱うつ蒼そうと生い茂る暗い森の真ん中に立っているんだ。




　びゅお……と。

　四方八方から、見えない壁かべに押し潰つぶされそうな重圧がのしかかってくる。

　辺り一面に広がっているのは、整備されたインテリビレッジの農園じゃねえ。マイナスイオン目当ての遊歩道でもねえ。深夜に懐かい中ちゆう電灯片手にやってくれば、死体を埋めに来た集団とばったり遭遇しかねないような場所。大空を覆おおい尽くす枝や葉。日光が遮られ、土の栄養を奪い合っているせいで木が木を枯らせ、自然が自然を腐らせる、本当の意味での『手つかず』。一メートル以上ある下草や、枝と枝を渡る大量の蔦つたのせいで、ほとんど緑の壁のようになってしまっている場所も少なくねえ。

　ガタンガタタン!!　という硬い音が聞こえる。

　頭の中が混乱したままそちらに向かうと、コンクリートの巨大な柱が、緑を突き破るようにそびえているのが見えた。

「……高速道路の高架……。じゃあここは……」

　コンクリートの表面には四よツ山やまと印字してあった。ここは真下に広がっている、山に囲まれた盆地……なんだろう。恋こい王おうの話だと、四つの山に四つのトンネルがあって、それを十字状に繋つなげるのが四ツ山ジャンクションって話だったな。となると、ここはそれぞれの地方へ高速道路を通すだけで、盆地には集落らしい集落は何もねえんだろうか？

「……家……があるようには見えねえよな」

　もっとも、こんな深い森の中をザクザク歩いて民家に助けを求めたら、山姥やまんばか何かと間違われそうだけど。

　辺り一面、森、森、森。

　はっきり言って、四よツ山やまの地上の条件は最悪と言える。

　エコだ何だと言われても、自然ってのは多過ぎても人の害になるって感じだった。

　でも、惑まど歌かとか恋こい王おうとか、他のクラスメイトは一体どこに行っちまったんだ？

　俺と同じように、観光バスからいきなり外へ『飛ばされた』のか。

　あるいは、俺だけが車内から消え、観光バス自体は何事もなく高速道路を走り去ってしまったのか。

　つまり。

「噓うそだろ……。まさか、置き去り……」




　　　　２（内うち幕まく隼はやぶさ）




　これは良くある事だが、警察庁と警視庁がごっちゃになっている人はいないだろうか。警視庁は東京の治安を守る組織だ。だからその一部署である刑事部捜査一課も、東京の管かん轄かつ内で起こった事件を担当するのが常である。

　ところが何事にも例外はある。

「内幕、今から近きん畿きまで飛んで来い」

「……はい？」

　本庁へやってくるなり、いかつい顔の課長から開口一番そう言われ、俺は目を丸くした。

　構わず課長は続ける。

「長は谷せ部べ道みち夫お。護送中なのは知っているな」

「ああ、例の『殺せない死刑囚』が地方からこっちに移されるんでしたっけ？」

　殺せない死刑囚、と言っても別に胡う散さん臭くさい怪人とかではない。

　二〇年以上前の殺人事件で死刑判決を受けたものの、当初から冤えん罪ざいの可能性が濃のう厚こうで、あっちこっちで議論が白熱したおかげで執行のサインが延々と引き延ばされている囚人、という意味である。今は再さい審しん請せい求きゆうが通るか通らないかの瀬せ戸と際ぎわで、詳しく調べるために警察庁のお偉方が死刑囚を東京へ呼び出した、という顛てん末まつである。

　課長はつまらなさそうな調子で、

「その護送車が四ツ山ジャンクションから消えた。高速道路上だ。職員と囚人、双方の生死は不明。そもそも護送車自体が発見されていない。ＧＰＳなどの反応も消失。平たく言えばお手上げだ」

「……マジですか？」

「本来なら地方警察に捜索を任せるべきだろうが……囚人の事情が事情だ。検察や警察内部に長谷部の再審が決まると面倒だと思う個人や派閥が存在する可能性は否定できん。毎度お馴な染じみ、組織のメンツってヤツが絡んでいるからな」

　一応、名目上は長は谷せ部べ道みち夫おは地方から東京に移される手はずになっているため、地方警察と東京の警視庁、双方が協力して捜査を行うだけの建前はある訳だ。

「となると、メンツを守ろうとする連中が適当なところで長谷部を自殺に見せかける可能性もあると？　再さい審しんが始まる前に被疑者死亡で終わらせるために」

「そこまで派手な動きになるかは不明だが、現状でも、物的証拠を隠されれば長谷部が自分の意思で逃亡した、という扱いを受けかねん。無実の男に適当な罪を被かぶせてチャンスを潰つぶすには持って来いだ」

「……、」

「一方で、共同捜査とはいえ主格は地方警察になるだろう。こちらからはせいぜい『お目付け役』を送るぐらいしかできん。内うち幕まく、お前が行け。こういうのは下手な肩書を持っていないヤツの方が動きやすい。雑魚は雑魚の役割をまっとうしろ」

　何だか人選に納得がいかないが、正式な命令なので仕方がない。

　巡査部長の辛いところですな!!

　国内線の格安席のチケットを受け取りながら、俺はふと気になった事を尋ねてみた。

「ちなみに長谷部、本当に冤えん罪ざいだと思います？」

「さあな。私が担当した事件じゃない」




　　　　３（陣じん内ない忍しのぶ）




　しばし……時間の感覚を見失うほど立ち尽くしていた。

　観光バスの中にいたはずの俺は、トンネルを抜けた途端に森の中に突っ立っていた。

　どうも、ジャンクションの真下に広がっている手つかずの自然らしいんだが。

　惑まど歌かや恋こい王おう、渚なぎさなんかの他のクラスメイトがどうなったかは不明。

　ついでに、水も食料もないこの状況で、森の中を延々と歩かされるなんてのは勘弁願いたい。

「……駄目か」

　とりあえずポケットの中にあった携帯電話を取り出したが、圏外の表示に呻うめき声を発する。

　何にしても状況が掴つかめねえのが痛い。他のクラスメイト達が同じように、このバリケードみたいな森の中で迷っているなら、自分でできる範はん囲いで、辺りを捜した方が良いのかもしれねえ。でも、俺一人だけが異常な状況に巻き込まれた可能性だってある。その場合は丸っきりの徒労。ありもしない幻のために命の危険が浮上するまで、遭難覚悟で深い森を歩き回るなんて笑えねえ。……大おお袈げ裟さに聞こえるかもしれねえが、方向感覚さえ分からなくなるほどのこの場所じゃ、あながち冗談じゃ済まされねえはずだ。

　レスキューに助けを呼ぶにしても、クラスメイト達と連絡を取って無事を確かめるにしても。

　今後の指針とやらを決めるためにも、携帯電話が使えるか使えねえかは、かなり重要だったんだが。

「となると……」

　俺はぐずぐずに腐ってはその上に新しい木々が生い茂るような、不気味な自然を突き破るように屹きつ立りつしている、巨大な柱へ目をやる。

　四角い柱には、細長い金属製の階段が、何度も折れ曲がるように延びていた。……一体何のための階段なんだろう？　と思わなくもねえけど、これを伝っていけば、高速道路の高架まで上がる事もできるはずだ。

　とりあえず高速道路の路肩を歩いていれば、森で遭難、といった事態は避さけられる。確か事故を起こした時のために、一定間隔で緊きん急きゆう用の固定電話があったはずだから、助けを求める事だってできるはずだ。

　……が、問題が一つ。

「この霧きり……」

　下手すりゃ数メートル先だって怪しく思えるほどの深い霧。こんなのが立ち込めている中、路肩とはいえ高速道路なんか歩いて大丈夫か、という懸け念ねんがある。ドライバーの方も警戒して多少は速度を落としているかもしれねえけど、そもそも歩行者がいるなんて可能性を考えてねえんだ。車が突っ込んで来たら一発で天国行きになっちまうと思う。

　このままリアルに遭難しかねないほどの森を進むか。

　鋼鉄の塊がビュンビュン突っ切る高速道路に上がるべきか。

「……どうすりゃ良いんだ、こんなの……」




　　　　４（菱ひし神がみ艶えん美び）




　じゃーん！

　やってきました関西海上空港。

　……残念ながら東京の湾岸国際空港と比べるとやや活気は弱いかな。というか、そもそもメインのお客さんは観光やビジネスなんかの人じゃなくて、西側のインテリビレッジの農産物を各地へ輸送するっていう、貨物の方に移行しつつあるっていう事情もあるんでしょうけど。

　地方空港も色々大変だからね。

　貨物メインにしちゃえばホテルや免税店なんかのサービス業の人件費を削減できるって都合もあるのだ。

「おいこら艶美。九月頭の平日だってのにこんな所で何してやがる？　義務教育はどこ行った？」

「おやまあ刑事さん。言っちゃあなんだが今回はただの偶然だよ。……まあ、同じ目的を持っていれば自然と同じ場所に集まるものだとは思うけど」

「お前みたいな本当にたまたま事件と遭遇するタイプの推理マニアとぶつかるなんて、幸先の悪い……」

　そしてタクシーを乗り回して運転手さんを疲れさせる心配はなくなったね。

　愛しの刑事さんが運転するレンタカーに乗せてもらいましょう。

「言っておくがな推理マニア、俺はこれでも仕事中だ。そのために使われているのは国民の血税。だからお前の相手をしている暇は……」

「さーさー高速道路の四よツ山やまジャンクションから消えた長は谷せ部べ道みち夫おを捜しましょー」

「早いよ展開が！　どこから情報持ってきた!?」

「そんなの知ってどうすんのさ。重要なのは、これから刑事さんは地方警察に手続き通りの協力を要よう請せいするけど全く相手にされないばかりか情報提供すら拒まれて、仕方なく愛と正義の艶えん美びちゃんに泣きついてくるって超展開の方なんだから」

「そんな馬鹿な！　現実は人気ルポライターとバカ警察が挑む旅情ミステリーじゃないんだぞ!!」

　はいはいじゃー勝手にやってくださいな。かくかくしかじか。刑事さんは携帯電話でどこかに連絡入れようとしたり、空港で誰だれか待っていないか探し回ったり、あれやこれやとやっているけど端はし折よっちゃうね。

　こんなのは二時間ミステリーの冒頭で真っ黒なシルエットがブツブツ言ってるシーンと一緒。細かく説明したってなーんの役にも立たないんだから。

「……お、俺、前世でなんか悪い事でもしたのか……」

「問題の長谷部は冤えん罪ざい絡みの厄介な囚人なんでしょ。地方警察のＯＢとか検察とか裁判官とか、強い力を持った連中が軒並みヤキモキしてる。署の内部さえしっちゃかめっちゃかになっているのに東京からの出向組なんて相手している暇どこにあんの。良いからレンタカー回してきちゃってよ」

「ちょっと待て。俺は警視庁の警察官だ。管かん轄かつは東京都内。外に出て、地方警察から協力を拒否されたら何の権限も行使できないぞ。ただの民間人と扱いは同じだ」

「その言い訳、一課の上司さんにも通じると良いね？」

　かくかくしかじか第二段。

　ううーむ。ボリューム調整してある携帯電話越しなのに、私のトコまで罵ば声せいが飛んでくるのは流石さすがだよねえ。……まさかと思うけど、一課で取り調べを受けると本当にカツ丼が出てきたりはしないよね。

　そして予想通り刑事さんは涙目だよ。

「民間人にも現行犯逮捕をする権限がある、だけでどうしろっていうんだあの課長め！　成果が出るまで帰ってくるなって事はそれまでの宿泊費は全部経費で落ちるんだろうなー!!」

「ほらほら行くよ。長は谷せ部べが無罪になると困る人間は死ぬほどいるんだ。そんな彼がいよいよ再さい審しんするぞって段になって突然消えた。もたもたしている暇なんかないぞー」

　半ばヤケクソになった刑事さんが借りたレンタカーの助手席に私はすっぽり収まり、シートベルトをしっかり装着。

「刑事さんと二人で車に乗るなんて刺激的だねえ」

「あーそーかい」

「処刑島連続殺人事件を思い出さないかにゃーん？」

「やめろよ不吉過ぎるから!!」




　　　　５（陣じん内ない忍しのぶ）




　正直に言って。

　その時、俺はこれからどう動くべきか、まだ決断できていなかった。だって、どっちも危険過ぎる。軽い気持ちで散策したらそのまま遭難しかねねえほど深い森に、いつ猛スピードの車が突っ込んでくるか読めねえ霧きりの高速道路。どっちを進むにしたって命の危険がありすぎる。

　だが、状況ってのは待ってくれねえ。

　きっかけは音だった。




　カツン、と。




　えらく金属質なその音は、真上から響ひびいてきた。見上げ、それが高速道路の高架の柱に寄り添うように設置されている、細い階段を踏ふむ音だというのが分かる。

　一いつ瞬しゆん。

　本当に一瞬。

　最初は素直に喜んだ。正直に、今の今までビビりまくっていたと告白しても良い。四方八方がぐずぐずに腐った森。写真を撮とって一〇〇人に見せたら、一〇〇人ともが『遭難』とタイトルをつけそうな状況。そんな中、人の気配があったってのは、吹雪の雪山で山小屋を発見すればこんな気持ちになるだろうってくらい、暖かいものが胸にこみ上げてきた。

　だが。

　だけど、だ。

　冷静に考えてみれば、誰だれだか知らねえそいつは高速道路の高架から、わざわざこんな深い森へと下りてきたって事になる。『行動』としては分かるけど、そんな事をする『理由』があるとは思えねえ。だって、その、この深い森だ。ブドウが一房三万円のインテリビレッジの農園と違って、何か分かりやすい『目的』がある感じじゃねえんだ。

　そして。

　俺は高速道路を走っていた観光バスの中から、高架の真下にある森の中へといきなり『飛ばされた』身の上だ。普通に説明できねえ事が起きたんなら妖怪を疑え、ってのがセオリーだけど、じゃあ具体的にどんな妖怪がどういう仕組みでやってのけた事なんだ？　って聞かれたら何にも説明できねえ。

　ヒントが少な過ぎる。

　そのヒントってヤツが、ひょっとしたらあの金属質な足音って可能性も、否定はできねえはずだ。もちろん、危険な要因を孕はらんだ、って冠がつくような。

　カツン、コツン……と。

　もしもどこかの誰だれかが作為を持って妖怪の力を自分のシステムに組み込み、犯罪装置『パッケージ』を用意して、俺だけを走行中の観光バスから奪ったのだとしたら。

　わざわざ高速道路から深い森へと階段で下りてくる理由。

　何者かが、目もく撃げき者しやゼロの状態を作ってから俺と会うために階段を下りてきているとしたら。

「くそ……」

　無意識の内に、ズボンのポケットを探る。

　携帯電話くらいしか入ってねえのは分かっているのに、何度も何度も探っちまう。

「くそっ!!」

　辺りは鬱うつ蒼そうと茂る森だ。折れて緑と一体化しそうになっている太い枝を、慌てたように掴つかみ取る。少しは安心できるかと思ったが、完かん璧ぺきに中まで腐っていたのか、半ばからボロリと崩れてしまった。

　その間にも、カツン、という足音は続く。

　音は大きくなる。

　地上に近づいてくる。

　相手が本当に犯人（？）だとしたら、何かしらの妖怪の力まで利用している人間だ。そもそも木の棒なんて構えたところでどうしようもねえのかもしれねえけど、でも丸腰で鉢合わせるのはあまりにも無む謀ぼうすぎる!!

　そんな風に思っていたが、結局何もできなかった。

　いっそ、深い森の中へ一直線に逃げ込んでいれば、違った結果が待っていたかもしれなかった。

　カツン、という足音が、止まる。

　何者かが、階段の最後の段へと到達する。

　地上へと。

　その人物の正体は……。




「……惑まど歌か？」




　　　　６（内うち幕まく隼はやぶさ）




　ショップで一番安くて狭くて馬力がないレンタカーを借りて、高速道路に乗る。目指すは護送中の長は谷せ部べ道みち夫おが忽こつ然ぜんと消えたとされる四よツ山やまジャンクション。こっちからだと……白びやつ虎こ岳だけのトンネルから向かうんだったか。地名については、白虎が西、朱す雀ざくが南の山とものすごくシンプルだったはずだけど……。

　ちゃっかり助手席に収まっている（じゃないと遠方の大都市で未成年を放ったらかしにした警察官、という汚名を着せられる）推理マニアがこんな事を言ってきた。

「さて刑事さん。問題の長谷部についてはどこまで知ってる？」

「……何で素人のお前が本職の俺にそういう質問するかね」

「今はどっちもどっちじゃん。何の権限も発揮できないくせにぃ」

「ドア開けて突き落とすぞ」

　イライラ防止用に、キシリトール入りのガムを噛かむ。

　高速道路っていうのは、どうもよろしくない。一定間隔で並ぶ反射板に緊きん急きゆう用の固定電話、小さな扉は高速バスの乗り場か何かか。とにかく退屈で、ちょっとした拍子に居眠りしてしまいそうだ。

　一方、助手席の艶えん美びは呑のん気きそのもの。

　守秘義務があるっていうのに、推理マニアはさっさとペラペラしゃべってしまう。

「二五年前の一一月九日。大阪の大手精密機器メーカー、黒くろ山やま電子グループの会長宅で押し込み強盗発生。インテリビレッジのハイテクインフラを下支えするお仕事なんで、当初は大きな犯罪組織絡みだとかインテリビレッジ反対派の政治テロだとか技術盗難目的の外国スパイがはしゃぎ過ぎたとか色々騒さわがれたみたいだけど、翌年一月に急展開があった」

　毎度お馴な染じみ、革手帳風のカバーをつけたスマホを人差し指で操作しながら推理マニアは続ける。

「現場に残っていた足跡から靴の製造、販売状況を特定した地方警察が長谷部道夫を特定。同時期、会長宅の周辺店てん舗ぽの防犯カメラなどからも、『非常に良く似た』人ひと影かげが発見されたりした。警察は一月末に長谷部道夫の逮捕に踏ふみ切るも……」

　その後、長谷部は取調室でだんまりを決め込む。

　長谷部は黒山電子グループと契約関係にある大阪の町工場に勤務していて、高い技術はあったのに生活はカツカツだった。そこらへんに動機があると当時の警察は睨にらんだようだが……その割に、事件後も長谷部の『羽振り』に変化はなかったという。

　職業柄、安易に口を開けない俺に代わって、ほとんど一人芝居のように艶美は話しまくる。

「裁判になると一転して長は谷せ部べは無罪を主張。取り調べの最中には暴行されたとも証言している。結局認められなかったけど。地方警察はその間にも細かい証拠を積み重ね、マスコミは徹てつ底ていした印象操作で長谷部道みち夫おを『悪人』に仕立て上げていた」

　ところが、実際には『細かい証拠の積み重ね』なんてのは状況証拠や街の噂うわさとどっこいどっこいの曖あい昧まいな目もく撃げき証言に過ぎなかった。

　一番の決め手とされた『足跡』だって、指紋と違って生体認証ができるものじゃない。同じメーカーの同じサイズの靴を購こう入にゆうし、町工場や自宅近辺の土を採取して靴底に押し付けておけば、『長谷部と同じ靴』をコピーする事は難しくない。

　周辺の防犯カメラにあった『非常に良く似た』人ひと影かげだって、当時の粗い解像度じゃ信しん憑ぴよう性せいは五分五分って感じだろう。長谷部道夫を知っている誰だれかが、全く同じ衣服を選んで着こなせば『良く似た』人影に成りすます事だってできると思う。

「……問題なのは、長谷部道夫に関わった当時の捜査関係者だ」

『事件そのもの』から話題を逸そらす事で、ようやく俺は口を開く。

　……もっとも、内容としてはこっちの方がヤバいかもしれないが。

「長谷部の逮捕にゴーサインを出した当時の課長は法務省へ異例の栄転、裁判官は最高裁の国民審しん査さに挑戦中、検察の中には衆議院議員の第一秘書として爪を研いでるヤツもいる。……つまり、どいつもこいつも長谷部の再審請せい求きゆうが通って無罪判決が出てしまうと困る訳だ。ブランドイメージ的に」

「何が何でも長谷部を有罪にしておきたい。できなければ……ってヤツ？」

「滅多な事は言うもんじゃないよ、証拠もなしに」

　しかし現に長谷部の一件はほぼ冤えん罪ざいだろう。その彼が護送中のタイミングで、高速道路から忽こつ然ぜんと消えて喜ぶ『心当たり』なんてのは他に見当たらないのも事実だ。

　……無罪になる公算が高い長谷部自身に、行方を晦くらませる理由はない訳だし。

「さてさて刑事さん。白びやつ虎こ岳だけのトンネルを抜けたらいよいよ問題の四よツ山やまジャンクションだけど、あそこには面白い噂があるんだよね」

「あん？」

「私みたいなマニアからすれば聖地って呼んでも良い場所なんだけどさ」

　じゅるりと涎よだれさえ垂らしそうな顔で推理マニアが言う。

　こいつの感性や琴線から考えて……ろくな話にならないのは目に見えている。

「ねえ刑事さん。『全滅村』って聞いた事ない？」




　　　　７（陣じん内ない忍しのぶ）




「……惑まど歌か？」

　ギリギリの緊きん張ちようが、解ける。

　高速道路の高架から、階段を使って不自然に下りてきたのは……、

「はいよ、毎度お馴な染じみ美少女セレブ惑まど歌かちゃんです。ていうか忍しのぶクン、ここってどこ？」

　あちこち見回す惑歌は、セーラー服のあちこちに草の葉や種みたいなものをくっつけていた。出血や青あお痣あざみたいなのは見えねえ。

　それ自体は良い事なんだけど……。

「お前、今までどうしてたんだ？　他の連中も見当たらないしよ」

「知らないよそんなの。トンネルを抜けたらいきなり霧きりの中に放り出されているしさ。まったく最悪だよ。高速道路。放り出すにしたってもっと色々あるじゃん？　事態に気づいて慌てて路肩に駆け寄ったけど、もうちょっと呆ほうけていたらどうなってたか分かんないよ」

　高速道路のど真ん中……。

　俺も俺で散々だったが、惑歌も惑歌でメチャクチャだったようだ。

　それにしても、改めて考えてみるととんでもねえ状況だな。高速道路を走行中の観光バスから人間が消失とか。あのバス、時速何十キロ出していたっけ？

「って事は、他のクラスメイト達も」

「さあね、分かんない。でも車の急ブレーキとか激突音とか救急車のサイレンとかって聞かないし、道路にポイって放り出されたのは私だけだったのかもね」

　どこか他人事というか、空虚な調子で惑歌は言う。

『遊ゆう離り』状態のこいつに、ヤツらを人並みに心配しろってのは無理があるのかもしれねえけど。

「そうだ、惑歌。お前の携帯電話って使えるか」

「駄目駄目。なーんにも駄目。ちなみに上にある緊きん急きゆう用の固定電話も繋つながらなかったよ。何なんだかね。コール音も自動音声も聞こえなかったから、コード自体が切れてるのかも」

「固定電話が……壊こわれている……？」

　そもそも、こういう時のために常に整備してなくちゃならねえもんだろうが。高架とか下水道とかインフラが老朽化していますなんてニュースはたまに聞くけど、これもそういったもんなんだろうか。

　観光バスがどうなったのか知らねえが、惑歌も惑歌で荷物のほとんどを車内に置き去りにしてきてしまったらしい。手にしているのは、観光バスの中でも食べていた動物の形のチョコレートだけだ。

　ああ、惑歌の集めていた動物のチョコレートで欠けていたのは、パンダとペンギンだったなあ、とどうでも良い事を思い出す。

「ともあれ、上を進むのは無理っぽいね。実際、霧突き破って突っ込んでくる車と何度かすれ違った惑歌さんが言うんだから間違いないよ」

「……噓うそだろ……じゃあ本当にこの深い森を進むしかねえってのか」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやいて、しかし、そこでふと思う。

　惑まど歌かは本当の事を言っているのか。というより、ここで都合良く出てきた惑歌は、狐きつねや狸たぬきなんかじゃなくて、本当に本物の小こ手て蜜みつ惑歌なのか？

　仮にこいつが『俺を観光バスから深い森の中へ送り込んだ何者か』が化けている場合、高速道路の高架へ上げないため、緊きん急きゆう用の固定電話を使わせないために、噓うそをついている可能性もあるにはあるんだけど……。

「にしても、やっぱ電話が使えねえのは痛いよな。ＧＰＳとかも」

「私もだよ。株価を一五分もチェックできないなんてどうかしてる。いつもやってる事ができないとイライラするよね」

「そこは占いサイトとか可愛かわいらしい事を言っておくれ惑歌さんや」

「無意味に陰いん謀ぼう論とか唱えたくなるよね。携帯も固定電話も片っ端から使えないのには何か理由があるんじゃないのー？　とかさ」

「……ちなみに、本当にお金絡みって大丈夫なのか。良く分からんが、デイトレードとかそういうのってタイミングが命なんだろ」

「うん？　そりゃ一万分の一秒の世界だし全然大丈夫じゃないんだけど……元々旅行期間中は東京市場の『顧問アドバイザー』に任せているからね。目標金額を上回ったらそれ以上は丸ごとボーナスに、代わりに下回ったらそれ以下は全額弁べん償しようさせるって契約。私が困るようにはなっていないよ」

　ちょっとカマをかけたつもりだけど、返ってきた答えがややこしくて正否を判断できねえ。

　ただ、超常的に化ける連中はそういうのも含めて完かん璧ぺきに仕立ててきそうだけど。

　当の惑歌（？）は、草ぼうぼうのジャパニーズジャングルに鬱うつ陶とうしそうな目線を投げてから、

「これからどうしよっか。高速に戻るってのはナシで」

　そこを何度も強調するのがやや気になるが……危険を肌身で感じていれば、不自然じゃねえ、のか。

「でも、森の中を闇やみ雲くもに進むのだって危険だぞ。そもそも地形も分かんないし、マムシとかスズメバチとか満載だったら厄介だ」

「じゃあどうするの」

「恋こい王おうの話だと、四よツ山やまジャンクションには出口があるって事だったろ。大きな半導体工場のために作ったとか噂うわさされている。だったら、料金所なり半導体工場なりまで辿たどり着ければ一安心だな。そこなら固定電話くらいあるだろ」

　他のクラスメイト達も気になるが、地図もない、方角も分からない、どんな生き物が身を潜ひそめているのかも不明不明不明、なんて状況じゃ闇雲に捜索するのは危険だ。さっさと異常を伝えて、一刻も早く捜索のプロを呼んだ方が良い。

　数メートル先も分からない白い霧きり、さらに行く手を阻む腐りかけた木々や背の高い草のカーテン。道のりはほぼ最悪だが……幸い、高速道路の高架が頭上を走っている。高架の影かげを目印にして進んでいけば、料金所までのルートは確保できるはずだ。

　と、思っていた。

　甘かった。

　実際に歩いてみると、たった五分で予想の甘さが裏打ちされちまった。

「くそ！　まっすぐ進んでいたはずだぞ。高架はどこ行った!?」

「……少なくとも、真上にはないみたいだね」

　惑まど歌かは空を見上げてそんな事を言う。

　木々の隙間から見える空は青ではなく白。深い霧きりで完全に覆おおわれている。地面に落ちているはずの高架の影かげも、気がつけばどこかに消えていた。もちろん高架の方が移動したのではなく、俺達がルートから外れていってしまったんだろうが……。

「忍しのぶクン。太い木を避さけたりデコボコの道を楽な方に進んでいっている内に、少しずつ方位がズレていったんだと思う」

「……一度戻ってみるか？」

　幸い、背の高い草をかき分けるように進んでいったから、来た道を戻るための目印は常に残し続けてきた訳だ。

　そのはずだったが……。

「おいおいおい。ここどこだ？　いつまで経たっても高架の柱が見えてこねえぞ……」

「カンッペキに迷ったね、こりゃ」

　目印に従ってまっすぐ進み、来た道を戻っただけ。

　だけなのに、何な故ぜか自分の立っている場所、向かっている先が微妙にズレ続けている。

　これが無秩序な自然。

　整備されたインテリビレッジの対極。

『自然』ってヤツにはそれなりに慣れ親しんでいたつもりだったが……こうして脅威を目の当たりにすると、改めて自分の住んでいる村が、蝋ろうで作った食品サンプルみたいなもんだと気づかされる。

　森や山で迷った時は闇やみ雲くもに動かねえでじっとしていた方が良い、なんて話は良く聞くし、間違ってもいねえと思う。

　ただ、それは登山計画書をきちんと提出していた場合、つまり一定時間が経過すれば、様子がおかしいと自動的に伝わってくれる場合に限る。

　このメチャクチャな霧だって、いつ晴れるかは分からない。

　一時的な気象の問題じゃなくて、地形に深く関わるものなら、一つの季節、あるいは一年中立ち込めている可能性だってある。それに最悪、この霧も妖怪絡みだとしたら……。

　そもそも高速道路から忽こつ然ぜんと人が消えたなんて話、どう伝わる？　誰だれが信じる？

　消えたのは俺と惑歌の二人だけで、観光バスは何事もなく高速道路を進んでいるとしたら、クラスメイトや担任教師の口から異常は伝わるかもしれねえ。でも、彼らは俺達が『どこから』消えたのかを知っているだけで、『どこへ』消えたのかまでは掴つかんでいねえんだ。こんな証言じゃ警察や消防は信じてくれねえかもしれねえし、信じてもらえたとしても、すぐさま四よツ山やまの森の中にいる、って正解を当ててくれるかどうか。こっちは二日三日と待たされただけで飢えて死にかねない身の上なのだ。悠長な楽観論に頼たよってばかりもいられねえ。

　挙げ句、もしも観光バスに乗っていた全員が、俺達と同じようにどこかでさまよっているとしたら……。

　つまり黙だまっていたって救助が来るかどうかは不明。

　呑のん気きに寝転がって事態が好転するとは限らねえ。そのまんま干からびる可能性さえ出てきたんだから。

「四ツ山ジャンクションってのは、四つの山に囲まれた立地だったよな。そんなに広い場所じゃねえ」

「単純距きよ離りなら、端から端までせいぜい数キロって感じじゃない？　……まさかと思うけど、とりあえず端から端まで移動してみようって考えてる？」

「途中でどこかの高架とか、高架を支える柱にぶつかればそれに越した事はねえけど。最悪、端の山にぶつかったらぶつかったで今度は確実にトンネルに差し掛かる。多少危険だけど、高架の上を通って料金所を目指した方が良い」

　立地を考えれば、そう難しくないはずだ。

　何しろ四ツ山ジャンクションは、四つの山の四つのトンネルに向けて十字に高架が走っている。山に囲まれた盆地を適当に横断したら、どこかで高架道路とクロスする可能性はかなり高い。

　惑まど歌かは小さく折り畳んだハンカチでお上品に顔の汗を拭いながら、

「……やっぱりそうするしかないか。こういう力押しの総当たりって、アイラブマネーな惑歌さんと相性良くないんだけどなー」

「水や食料の心配を本気でしなくちゃならなくなる前に高架を探そうぜ」

「真っ直すぐ歩いているつもりが、同じところをぐるぐる回っているなんて事にはならないよね？」

「空気が読めない子だからって、ここでどこぞの樹海の伝説を持ち出すんじゃねえっ!!」

　そんな訳で本格的に移動開始。

　頭上を覆おおう腐りかけの木々に、一番低い草でも一メートル程度は伸びている。笹みたいに硬い葉じゃねえから歩くたびに肌が擦すり切れるなんて事にはならねえが、

「びっちょびちょだね」

「まあな……。でもこんだけ水分があるなら、食べ物はともかく水には困らねえかも」

「高速道路の間近なのに？　こんなの排ガスとミックスし過ぎてリトマス紙が何色に変わるか分かんないよ」

「またオーバーな事を。大体、いざとなったら文句なんて言ってらん……」

　言いかけて、そこで俺の言葉が止まった。




　惑まど歌かさん、今なんとおっしゃったか。

　ただでさえブラ紐ひもが透けやすいでお馴な染じみの夏服セーラー服がびっちょびちょですと？




　さて冷静に、現在の立ち位置を確認しよう。鬱うつ蒼そうと茂る腐った森は、一番低い下草でも一メートル前後の背丈を誇る。スカートの惑歌が通るのは酷だろうという事で、自然と俺が前を進んで草をかき分け、簡単な道を作り、その後に惑歌が続くという極めて紳士的な態度の陣じん内ない忍しのぶ君なのであった。

　つまり、その。

　惑歌ちゃんのブラは何色だ!?

　という簡単なお題が目の前にぶら下がっているものの、後ろを振り返れば今すぐにでも小こ手て蜜みつ惑歌プレゼンツ桃色パラダイスが広がっていたとしても、振り返るためには振り返るためのさりげないきっかけが必要なのだ!!

　おそらく声の調子から察するに、惑歌はまだ己の無防備さに気づいていないはず。チャンスがあるとすればここだ！　ここしかねえ!!　ＩＱ１０５程度の頭脳をフル回転して今すぐちょっとした言い訳を考えるのさ!!　そうしないと多分俺は一生この事を後悔して悪夢にうなされ続ける事になっちま

「忍クン？　さっきから黙だまり込んでどうしちゃった訳？」

「きゃあきゃあー!!　ひょいっと覗のぞき込んでんじゃないよ子猫ちゃあーん!!」

　こっちが振り返るどころか惑歌の方が回り込んできてしまった。心の準備、タイミングが微妙に外れる。しかしここで両目を閉じるなど純情少年の皮を被かぶったチキン野郎の所業。心臓が口から飛び出さんばかりの期待と共にばっちりガン見が模も範はん解答なのです!!

　そしてついに明かされる小手蜜惑歌の花園。

　当然の如く薄うすいセーラー服など軽々と貫通した水分がさらけ出したのは、




　だっさい灰色のスポーツブラだった。




「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ちっ」

「待って忍クンちょっと待って。君のテンションの落差についていけないんだけど、詳しく説明してもらえる？」

「ないわー。惑まど歌かさんスポーツブラとかありえないわー！　だってアンタ部活少女とかじゃねえじゃん!!　何でそこに行きつくのか理由がねえじゃん!!」

「え？　ああこれ？　いや楽なんだよー。私ブラ紐ひもとかワイヤーとかが擦すれるのって駄目な人でさー」

「理由も全然駄目だわ!!　一個もお色気がないわ!!　もはやおばちゃんの理論でしょ！　それもー『女子ボクシングのユニフォームです』って言えば下着だけで交番の前を素通りしたって誰だれも呼び止めねえでしょうがよー!!」

「いや下着は下着だよ水着じゃないんだからやっぱり恥ずかしいよ」

「……じゃあ何で胸元隠そうとしねえの？」

「それは、まあ、そりゃあスポーツブラだし」

「認めたね！　スポーツブラにお色気はないって認めたね!!」

『頓着しない子』にもいろんなタイプがあるもので、子供っぽい派、上下ともに真っ白派、気にしていないから敢あえて派手派手セクシーランジェリー派などなど、各々には各々の夢が詰まっているはずなんだ。

　それが下着なんだか夏物のシャツなんだか分からないスポーツブラだと？

　紐が気になってしょうがないなんていう理由だと？

「やだやだー!!　リテイクこんなのリテイクだってー！　ブルジョワな惑歌さんは絶対にシルクでリボンでフリルでひらひらいっぱいなの想像していたのにー!!」

「はいはい分かったよ忍しのぶクン。次は両サイドを紐で結ぶシマシマのパンツとか夢がいっぱい詰まったの穿はいてくるから安心なさい」

　この分だとぱんちーの方も全く期待できなさそうだが、さて？

　お金と有機野菜以外はまるで興味がない惑歌にあやされる形で、俺はあと一歩で本当に泣き出してしまいそうな精神状態からやっと回復する。

　そこで惑歌は何の気ない調子で話題を変えてきた。

　放課後どっか寄ってくー？　みたいな口調で、

「そうそう忍クン、話を蒸し返すようで悪いんだけどさ。この近辺って樹海の伝説と同じくらい愉快なエピソードがあるんだよ」

「……それ、今聞かなきゃダメな話な訳？」

「全滅村っていうの。私も前に艶えん美びから聞いた話だから、正式な地名かどうかは知らないけど。なーんか三〇年以上前にさ、村から変態殺人鬼が出て村民全員ミナゴロシィーッ!!　な事件が起きたらしいよ。鋤すき、鍬くわ、斧おのから始まって農機具のオンパレードだって」

「遠回しに言っても駄目だった！　変態殺人鬼って!!　不安になる事聞きたくない的なー心境的なー分かってちょうだいよ的なー!!」

　片手で濡ぬれた髪をくしゃくしゃにかき乱すが、やっぱり惑歌は聞きゃしない。

「ま、この辺りは典型的な変人村伝説なんだけどさ。山とか森とかで迷って、やっと民家を見つけたと思ったらそこでは奇妙な風習があってー、なんてのは日本どころか世界中どこでもささやかれている伝説だしさ」

「ありきたりだから逆に信しん憑ぴよう性せいがない、笑って話せるホラ話だと？」

「『犯人』はまだ生きているだとか、『後継者』が徘はい徊かいしているだとか、ここを聖地と定めた殺人集団がサイケな共同生活を送っているとか、色々尾ひれがついてるよ。中には集落自体が四ツ山をうろついていて、村から必死に逃げ出した犠ぎ牲せい者しやちゃんを回り込むように廃屋が移動していた、なーんて噂うわさもあるみたい」

　そこまで行くと流石さすがになあ。

　なんていうか、全体的な印象がバラバラでチグハグな印象がある。

　妖怪なんかが猛威を振るう超常現象なのか、人間の殺人犯が身の回りの道具を駆使して暴れ回ったのかがはっきりしてねえトコもあるし。

　もちろん人間が妖怪の力を悪用する、なんて事件もある訳だけど、そういう妖怪絡みの『パッケージ』は数十人数百人の規模で広く浅くセッティングを施すものだ。銀行強盗とか巨額詐欺事件とか保険金殺人とか、そういう誰だれでも分かる、共有できる欲望っていうのかな。その手の匂いが全滅村の話からは伝わってこねえ。

「なんつーか、妖怪とか『パッケージ』を知らねえ都会の連中が、知ったかぶって語っちゃいましたって感じの話だな」

「まあね。ただ田舎蔑視ってほど深刻でもないと思うけど。都会も都会で地下組織とかネットコミュニティとかで変人集団がひっそり根付いているなんて噂はいつでもどこでもあるもんだし。日本全国津々浦々、どいつもこいつも変人が好きなんだねえ」

　……惑まど歌かについては変人を外から語れる立場じゃねえと思うんだが。

　他人のふり見て我がふり直せ、って言葉がどうして生まれたか良く分かる縮図かもしれん。

「たださあ」

　惑歌が何か言いかけた時、唐突に視界が開けた。

　土の質が変わったのか。あれだけ行く手を阻んでいた背の高い草が枯れてぐずぐずになっていた。じっとりと湿った木々の方は流石にそのままだが、邪じや魔まな雑草がなくなっただけでもかなり視界は変わっていた。

　その一面に、何かあった。

　一斗缶程度の大きな四角い石、それとも岩と呼ぶべきか？　灰色というより黒っぽい塊が立っている。煉れん瓦がなんかとは違い表面はデコボコしていて、手作業で形を整えていったのが窺うかがえた。

　イメージするのは……墓石。あるいは手作りのトロフィーか。

　それが。




　びっしりと。

　軽く見積もっても五〇以上。神経質な印象さえ与えるほどに、丁寧に並べてある。




「何だ……こりゃ？」

　ただ突っ立っているだけで体が濡ぬれるほどの霧きりの中で、明確に喉の奥が乾いていくのが分かる。

　全滅村。

　村から出た変態殺人鬼によって村民全員が皆殺しにされた噂うわさ。一面に広がる不格好な墓石の羅ら列れつが、空虚な情報に具体的な色を付けていく。

　先ほど何か言いかけた惑まど歌かは、口をパクパクと開閉した後、やがて申し訳なさそうな調子でこう続けた。

「……事あるごとに奇怪な殺人事件の現場に出没するあの艶えん美びが嬉き々きとして語っていたっていうのは、ただのホラ話とは違う変な付加価値がついているって判断するべきなのかなあ？」




　　　　８（内うち幕まく隼はやぶさ）




　トンネルを出るとアホみたいな霧に覆おおわれた。

　思わずアクセルペダルにかけていた足から力を抜いてしまう。速度計の数字が減っていくのを確認しつつ、目の焦点は遠めに合わせ直す。

　助手席の艶美は何な故ぜか喜んでいた。

　台風で学校が休みになったガキンチョみたいだ。

「ひゃー、数メートル先も見えないね」

「そーかいそーですね。くそ、通行止めになってもおかしくない景色だぞ」

　専用のフォグランプのスイッチに手を伸ばすが、昼間だと霧の奥を見通すためというより、対向車にこちらの存在を知らせるための意味合いが強くなる。車線が完全に分かれている高速道路ではあんまり効果があるとは思えない。

　推理マニアは路肩の方をわざわざ指差して言ってくる。

「パトカーが何台か停とまってる」

「パトランプ見りゃ分かるよ」

「護送車も」

「!?」

　思わず首をひねって後方を確認しそうになるが、高速道路では命取りだとすぐに思い出す。ルームミラーに目をやったが、全ては霧の向こうに消えていた。

　決して急ブレーキは踏ふまず、徐々に減速しながら路肩に寄せる。

　レンタカーを停車させる。

「停とめちゃって大丈夫な訳？」

「ハザードランプと反射板はつけるよ」

「今は民間人とおんなじ権限なんでしょ。格別な理由もなく高速道路上で車を停めたり降りたりしたらまずいんじゃない？」

「それを気にする心を、自分自身にも適用してくれ」

　ドアを開けてアスファルトに足をつける。後部のトランクにあった、三角形の形をした反射板を道路に設置すると、俺と推理マニアは来た道を徒歩で引き返していく。

「……意外に距きよ離りあるな」

「高速道路の十数秒だからね」

　三〇〇メートルか、五〇〇メートルか。深い霧きりのせいで目安になるものが見えなくなると、自分の歩いた距離も分からなくなってくるが、大体そんな所だろう。しばらく進むと、路肩にこんもりとした大きな影かげが見えてきた。パトカーだ。

「さて警察機構の複雑さを描いた社会派ドラマを見せてもらいましょうか刑事さん」

「笑えるポイント一個もない前ふりをありがとう」

「あ、昭和の刑事ドラマみたいにバンバン撃うちたくなったら言ってね。私も加勢するぜ」

「お前、ひょっとして背広の大人がみっともなく掴つかみ合いになるトコ楽しみにしてる？」

　まあ、和気あいあいとした観光ムードで話を進められるとは思っちゃいないが。

　そもそも地方警察の上層部やＯＢなんかにも深く関わる面倒臭い案件で、東京からの援軍についても通常の手続きを無視してバッサリ断絶。最低限の捜査資料の共有すらも拒まれる始末なのだ。

　何の権限もない刑事の存在なんて、耳元で飛び回る蚊よりも目障りに映るだろう。

　公式の記録に残らない範はん囲いでなら……最悪、二、三発小突かれるくらいありえるかも。

　……そうなると、推理マニアの存在が厄介なんだよな。

　俺一人が小突かれるなら、まあ何とか大人の対処で済ませられるんだが。……まさか向こうも素人の女子中学生相手に胸ぐら掴むような事はしないと信じたい。

　んだけど、実際にそうなったら流石さすがに『大人の対処』じゃ済ませられないよなあ。

　あーもー、こんなので本気の殴り合いなんて勘弁願いたいぞ。こっちはただでさえ出世が遅いノンキャリアだっていうのに。

　とか何とか微妙に身構えていたのだが、

「……ちょっと待て。パトカーの中に誰だれもいないぞ」

「みんな護送車の方に向かっているんじゃなくて？」

「ドアに鍵かぎもかけずに、エンジン回したままで？」

「だよねえ」

　ドラマなんかではお馴な染じみのパトカーだが、あれはドラマオリジナルの塗装である場合が多い。実際には、警察署ごとにローカルな差異のある各モデルを写真やビデオに撮とられる事を、本職の警察官は良しとはしていないのだ。偽造されると誘拐や現金輸送車襲しゆう撃げきのピースに悪用されかねないからなんだけど。

　普通に考えれば、こんな風にポンと置き去りにしておく事はないと思うんだが。

　さらに路肩を進むと、数台、似たような空っぽのパトカーが点在し、その先でいかつい護送車を見つけた。

　全体的に紺色。

　小型のバスを装甲板で丸ごと覆おおい尽くし、窓を全部分厚い金網で塞いだようなもの、と言えばイメージできるだろうか。

　ただし。

「……何で横倒しになってんの？」

「私に聞かれてもね」

「ドアが開いている理由もすごく気になる」

「推理する前から答えが分かったら誰だれも苦労はしないんだよ」

　護送車は路肩の範はん囲いに収まる形で横転していた。

　中央分ぶん離り帯や事故防止壁へきにノーブレーキで激突した、という訳ではなさそうだった。そこまで破損はひどくない。他に事故車両はない。辺りの路面にはガラス片やランプカバーなども散らばっているが、他の車両のものが混じっている感じもしなかった。

「カースタントに失敗してコケた、って風に見えるね」

「意味が分からん」

　適当に呼びかけても返事はない。正面の方に回って、フロントガラス越しに中を覗のぞき込もうとするも……細かい亀裂がびっしりで、全体的に白っぽくなってしまっている。ここからでは内部の様子は見えない。

　これは……横転して真上を向いているドアから確認しない事には状況は分からないようだ。

　幸い、護送車の屋根にもパトランプはくっついている。しかもかなりデカくてゴツい。この固定式のパトランプを足掛かりに、無理矢理によじ登っていく。

　ちょうど右手側の壁かべが真上を向いているため、足元に窓が並んでいた。腐っても護送車なので、こちらのガラスについても亀裂の走り方に妙な共通点があった。亀裂は全体に細かく広がっているが、普通の窓と違って割れて取り外されたりはしていない。

　特殊なフィルムでも貼っているのかな？

「刑事さーん。誰かいたー？」

「これから調べる」

　窓から目を外し、開いたままのドアの方へ向かう。基本的にバスと一緒で、運転席の近くに空気の力で開く細長い自動ドアがあった。

　真上を向いている壁へき面めんに寝そべり、開いたドアに上半身を潜もぐり込ませて車内を窺うかがう。

　逆さまに映った視界に広がっていたのは……、

「……？」

「刑事さーん」

　推理マニアが俺を呼んでいるが、答えられなかった。

　何もない。

　誰だれもいない。

　運転手、警察官、それに囚人。全部で何人いたかは知らないが、ここには一人も残っていなかった。無人で空っぽになった車内は、車自体がひっくり返っている事も手伝って、宇宙や無重力をテーマにした、奇妙な抽象画のように見えた。

　ドアから上半身を引っこ抜く。

　少し考えてみる。

　この事故は偶発的なものだろうか、それとも誰かの意図や悪意があるのか。警察側が事故車両から囚人を避ひ難なんさせたのか、それとも囚人が警察関係者を人質に取る形でここから連れ出したのか。

　……いずれにしても、長は谷せ部べ道みち夫おが本当に消えている事は分かった。

　報告すべき情報を獲かく得とくした俺は、横倒しになった護送車の上に立ったまま、携帯電話を取り出す。

　が、

「……何で繋つながらないんだよ。イマドキの電車や高速道路はネット環かん境きよう完備だろ」

「電話取り出したって事は、なんかまずいものでも見つかった？」

　目を爛らん々らんにしているこいつを見ると……説明したくないなあ。




　　　　９（陣じん内ない忍しのぶ）




　手作り感溢あふれる墓石がびっしり、という不気味な空間で思わず立ち尽くしていると、横にいた惑まど歌かがこんな事を言ってきた。

「忍クン、あれって蛇かな？」

「っ」

　得体のしれないふわふわした嫌悪感を、直接的な脅威に対する思考が塗り潰つぶす。別に田舎に住んでいるからってヘビ博士になれる訳じゃないが、何だか知らない蛇には噛かまれないようにするのが一番、くらいの知恵はつく。救急車さえ呼べねえような今の環境ならなおさらだ。

　そんな訳で、惑歌の指差した方へ注意深く目を向けてみると、

「……蛇、か？」

　疑問形になってしまった。

　確かに枯れた草の上に細長いものがのたくっているんだが……しばらく観察してみても、ピクリとも動かない。

　抜け殻とか死し骸がいとか、でもないようだった。

「これ、ただのロープなんじゃねえの？」

「ありゃ？」

　俺と惑まど歌か、二人で近づいて確認してみる。

　深い霧きりで濡ぬれてしまっているせいか妙に黒っぽくなっているが、実際には朽ちた縄なわだった。随分長い間放置されていたようで、表面には深い緑のコケまでついていて、ほとんど地面と同化してしまっている。

　汚いから触りたくないが、引っ張ったらすぐ千切れそうなぐらいヘタッている。

　その上、

「ねえ忍しのぶクン。これ、神社とかにあるヤツかな？」

「何だっけ？　……名前が思い出せん」

　白い紙をギザギザに折った、例のアレだ。神主さんが振る棒みたいなのの先っぽにくっついていたり、注し連め縄なわなんかを飾っている……ええと、何だっけ？

　と、そこまで考えて、ぴくりと頬ほおが震ふるえた。

　……注連縄？

「お墓っぽいのといい、この変な縄といい……なーんか、妙な飾りつけが増えてきたって感じだねえ」

「本当に、この先に進まなくっちゃいけねえのか？」

「じゃあ戻る？」

「それはもっとヤダ」

　何を言ったって先へ進むしかないのだ。下手に引き返したり迂う回かいしたりしようとすると、『同じ所をぐるぐる』に陥りやすくなってしまう。

　俺と惑歌は墓石らしき群れの隙間を縫ぬって前進する。

　少し進んだだけで、霧の向こうからまたもやおかしなものが顔を覗のぞかせた。

「……何だこりゃ」

　道路を塞ぐバリケードみたいなものが、一面を横切っていた。

　先端を鉛筆みたいに削った丸太をクロスさせたものを並べて、さらに横棒を通してロープできつく縛しばり付けた器具。それが行く手を阻むように、一列に設置されていた。途中に落ちていた注連縄らしきものと同様にかなり年代が経たっているようで、丸太の断面も黒ずんでいたし、元は鋭するどかったであろう先端はぐずぐずになっていて、コケやキノコが生えている所さえあった。

　これを見て、思い浮かべる事がいくつかある。

　傍らにいた惑まど歌かは率直に告げた。

「ＩＱは高くなさそうだね」

「言うと思った」

「しかも隙間が広いから、動物除よけじゃなくて車除けでしょ？　自分ルールが第一、部外者は歓かん迎げいしない、それを暴力的に示したがる。……うーん、ますます艶えん美び好みの変人村伝説って感じだよねえ、これ」

「でも、全滅村だっけ？　その噂うわさがマジだったとしたら、村民はみんな、三〇年以上前にいなくなっちまってんだろ」

「殺された村人の亡ぼう霊れいだの大量殺人犯の末まつ裔えいだのが暮らしていて、領域を冒した肝試しグループが見せしめにデコレーションされるなんていうホラー話もあるんだけどね」

「何で被害者の村民の方が変態になっちゃってんのさ。悪いのは農機具片手にハッスルしまくった変態じゃなかったっけ？」

　丸太のバリケードはＸ字の部分が、一つ一つ結構な間隔が開いている。横に渡してある丸太にしても同じ。惑歌の言った通り、車両を前提としたもののようだった。ちょっと身を屈かがめれば、簡単に潜くぐり抜ける事ができる。

　惑歌がおどけるように言った。

「全滅村へようこそ」

「三〇年前になくなった村なんだろ？　その割には、道路も電柱も見当たらないよな」

「道路は草木に埋もれたんではなくて？」

「アスファルトは何年経たっても土には還かえらねえだろ。それに電柱は？」

「地下に埋めてるとか」

「整備されたインテリビレッジでもねえのにか？」

　枯れた草の上をざくざく踏ふんで歩いていく。人工的に木を倒したり引っこ抜いたりしたのか、いつしか風景は腐った平原になっていた。

　そろそろ革靴の中まで湿っぽくなってきた。靴下の感触が気持ち悪い。学生服ってのは何をするにしても不便な衣装だと思う。運動には向いていないし着心地も良くない。デザインだってどうなんだ。しかも値段がそこそこ高い。みんなが買わなきゃいけないものだから利益が出ているだけで、こんなの普通の店に並べて商売を始めたら一発で淘とう汰たされるはずだ。

　五分か、一〇分か。

　自分達では真っ直すぐ進んでいるつもりだが、本当にルートが曲がっていないか自信がなくなってきた頃、景色に変化があった。

「……建物、だよね？」

「あばら家っつーか、ほとんど物置みたいだけど」

　何かあった。

　サイズは大体縦横五メートル四方、高さは二メートルあるかないか。薄うすいベニヤで作ったものを、トタンか何かで補強したんだろう。薄っぺらな金属の屋根は漬物石みたいな重石おもしで無理矢理に押さえつけられており……ぶっちゃけて言えば、三匹の子豚で藁わらの家を作った小僧にさえ鼻で笑われてしまいそうなクオリティだった。

　トタンの表面はびっしり茶色く錆さびていて、触れただけでベキベキと割れてしまいそうだった。金魚の水すい槽そうの側面みたいなサイズの小さな窓らしきものもあるんだが……元々曇くもりガラスなのか、あまりにも汚れすぎて透明度ゼロになっちまっているのか判断できねえな。

　中がどうなっているか知らねえが、雨宿りだってしたくねえぐらい汚れていそうだ。

　ていうか、よくよく観察してみると、平行四辺形的にちょっと斜めにズレてる。中を覗のぞき込んでみた途端に生き埋めにされかねないぞ、これ。

「人が住んでいるって感じじゃなさそうだね」

「こっちになんかあるぞ」

　ボロボロの小屋の裏手に回ってみると、茶色い錆さびの塊が二つ置いてあった。

　片方は……ドラム缶だ。

　上の蓋の部分は缶詰みたいに全部開けられていて、中に砂利みたいなものが敷しき詰められているのが分かる。ただし、その表面には得体のしれない草がびっしり生えていた。

「ドラム缶の下に蛇口みたいなのがついてるね。これって……」

「水のろ過装置、なのか？」

　こんなのが置いてあるって事は、水道なんかは通っていないようだった。

　そしてもう片方の錆の塊にしても……。

　縁えん日にちなんかの露ろ店てんで見かける、ディーゼル型の発電機だ。ただ細いパイプはボロボロに崩れていて、こんなものの中に燃料を注つぎ込んだらどんな大惨事に繋つながるかは想像するまでもなかった。

「……電気も水も自家生産。一体どんな年代の生活していたんだ」

「この調子だと、電話線なんてそもそも存在しないかもしれないね」

「赤いポストがあるかどうかも怪しいぞ」

　わざわざぐずぐずになった小屋の中まで入って調べるような事情は何もない。俺達はとにかく四つの山に囲まれた盆地を横断して、高速道路の高架に辿たどり着ければそれで良いのだ。健康マニアの血が騒さわぐのか、微妙に自家製のろ過装置に興味を示す惑まど歌かを呼んで、さっさと小屋を離はなれるように促す。

　深い霧きりの中を進むと、同じような、家というより物置の残ざん骸がいのような建物が四つ、五つと見つかった。どれもこれも、示し合わせたように発電機とドラム缶のなれの果てが寄り添っている。

「……ろ過装置なんて普及しているって事は、水道どころか井戸すらなかったって事なのか？　一日の生活サイクルに『水汲くみ』がないと成立できない仕組みだぞ」

「ガスボンベなんかも見当たらないんだよね。都市ガスみたいにパイプが地下に走っているって訳じゃなさそうだし」

　川の水を飲んで焚たき火で料理を作る生活……。

　いくら三〇年前から廃村になっているからって、明らかにおかしい。どうにも暮らしのレベルが隔絶しているような気がする。

　小屋のような家屋の中には、ガラスが砕けているものもあれば、建物の柱が折れて、屋根が潰つぶれてしまっているものもあった。

　そこで。

　潰れてしまった小屋へ何気なく目をやって……嫌なものを見た。

「うっ……」

　それは、床にびっしりと生えた緑色のコケだった。

　ただし繁はん殖しよくの仕方に妙な法則性があった。まるで水溜たまりの跡に生むしたように、一定の範はん囲いだけを緑色に染めているのだ。

　連想するものがあった。

　もちろん『全滅村』に関係するもので、

「ひょっとして……乾いた血と深い霧きりの水分で育ってんのか……」

「忍しのぶクン、こっちも」

　惑まど歌かが指差しているのは、窓ガラスの割れた小屋の方だ。

　窓から中を覗のぞいてみると……やはり、壁かべ、天井、床、あちこちに飛び跳ねるように、緑色のコケが生い茂っていた。こちらはまだコケの侵食が少ない方だった。ところどころに、黒のような茶色のような、妙な色の染みが付着しているのが分かる。

　流石さすがに、生々しい鉄の匂いはしなかった。

　が、これだけあれば十分だ。

「……おいおいおい。天井まで血が跳ねているってのはどうなんだ？」

「『全滅村』の変人伝説黄金時代ってヤツとか」

「その噂うわさを聞きつけた誰だれかが、鶏にわとりの血とかで悪戯いたずらしているんだと信じてえな」

　うんざりしたように窓から目を離はなそうとして……ふと、もう一度窓の方を見直した。

　……おや？

「どしたの忍クン」

「いや……」

　小屋の表の方へ回ってみる。横にスライドする形の戸は、木枠のレール自体がぐずぐずに崩れていた。立てかけてあるだけの戸を外して壁へ寄せ掛けると、中を覗き込む。

　埃ほこり、湿気、カビ、コケ、そして血痕。

　元は人が住んでいたんだろうが、どう考えたって靴を脱いで上がりたいと思えるような場所じゃない。

「中は調べないんじゃなかったっけ？」

「いや……あれだよ。ほら」

　狭い小屋の奥を指差し、中へ踏ふみ込んで拾い上げようとした。

　その時だった。

　ズボッ!!　と。俺の右足が、隙間だらけの木の板を踏み抜いて、ふくらはぎの中ほどまで沈み込んだ。

「痛てっ!?」

「忍しのぶクン、抜く時は気をつけなよ。ギザギザの所が肌に食い込むとムチャクチャ痛そうな事になりそうだし」

　言われずとも。

　ゆっくりと足を抜く。どうも床板が抜けたというよりは、台所なんかにある床下収納みたいな蓋が壊こわれたようだった。当然、奥には食べ物なんか置いていない。土が流れ込んだ四角いスペースには……何だろう。古臭い、割れた壺つぼが砕けて散らばっているだけだった。

　俺の足が割ったのかとも思ったが、どうも違うようだ。陶器の断面は長い時間の中ですっかり黒ずんでいる。

「何だろうね？」

「金色の指輪みたいなのがたくさんある。壺の中に入れて保管してたのか？」

「純金とかじゃないみたいだけどね。随分安っぽいし」

「そりゃそうだ。ホントに純金のヘソクリがあったらこんなボロ屋に住んでないだろ」

　他には、湿気でボロボロになった和紙があった。表面に墨を使って何か漢字らしきものが書いてあるのだが、

「達筆すぎて読めないね」

「うーむ……」

　携帯電話を取り出し、とりあえず写真だけ撮とっておく。

　古い文字なら、座ざ敷しき童わらしとかなら解読できそうなんだよな。まあ、そもそも携帯電話の電波が届かないから今のままじゃどうにもならないんだけど。

「こんなの見ててもしょうがないよ。忍クン、さっき何か指差してたでしょ」

「そうそう。あれだよあれ」

　緑色のコケのゾーンのわずかに外側。そこに置いてあるものに、惑まど歌かも気づいたようだった。

「ありゃ？　ガスコンロがあるじゃん。お鍋なべのヤツ」

「これだけ錆さびてないんだよな」

　馬鹿正直に料理のためか、それとも……？

　ツマミをひねって火が点つくかどうか確かめる……なんて事はしない。ボンベに不備があれば爆ばく発はつするかもしれねえしな。

　代わりに保護カバーを取り外して、ボンベの缶を抜き取ってみた。

　缶の底には製造年月日が書いてあるはずだが、

「……忍しのぶクン。これなんて書いてあるように見えるかな」

「今年の二月に見える」

「私も。……でもって、何でこんなのが三〇年前に廃村になった全滅村に置いてあると思う？」

　俺と惑まど歌かは思わず顔を見合わせた。

　直後だった。




　ゴトリ、と。

　小屋の向こうから、壁かべに何かを押し付けるような嫌な音が鳴り響ひびいた。




　インテリビレッジ在住の俺には縁えんがねえが、テレビの中のマンションやアパートだったら珍しくないのかもしれない。だがここは廃村だ。三〇年以上前に村民全員が皆殺しにされた全滅村だ。壁を叩たたくような音が聞こえるはずがない。俺達の他に誰だれかいるはずがない。

「き、肝試しに来た誰かさんとか」

「真っ昼間にか」

「私と同じでクラスの誰かがやってきた」

「声を殺す理由は何だ」

「熊とか妖怪とか」

「そうだとしても、危険度が変わる訳じゃねえ」

　何と比べて？

　俺も惑歌も答えを知っているはずだが、進んで声に出したいとは思えなかった。

　ここは全滅村。

　村民全員が、鍬くわや鋤すきなどの農機具を使って皆殺しにされた集落。

　変態殺人鬼の徘はい徊かいする場所。

　だとしたら。

　最も嫌な可能性とは。

　……ガリ……がり……と、壁を擦こするような音が移動していく。単に、小屋から離はなれようという動きじゃねえ。まるで壁伝いに、回り込もうとしているようだった。

　どこに。

　簡単だ。簡単過ぎる。

　元々、家屋というより物置みたいなみすぼらしい建物だった。構造はあまりにも単純。出入口は戸が一つだけで、窓は狭くて人が出入りできるようなものじゃねえ。

　という事は。

　どこかの誰だれかが『たった一つしかない出入口』へ回り込もうとしているって事は。

「し、忍しのぶクン……」

　流石さすがに、惑まど歌かの顔も青ざめてきた。

　俺は周囲をざっと見回すが、今から戸を塞ぐような道具を探しても無駄だ。そもそもレールが壊こわれ、立てかけてあっただけなのだから。

　必要なのは何だ。

　武器になるものか。でも、そこらじゅうの木材も襖ふすまもみんな水分を吸ってぐずぐずになっていた。こんなもので殴りつけたら、棒切れの方が濡ぬれた紙のようにバラバラになってしまいそうな気さえする。

　そうしている間にも聞こえる。

　ガリ、がり、がりがりガリがりがりがりガリガリがりがりがりがりがりガリがり、と。

　壁かべの向こうで何かを引っかき、たった一つしかない出入口へと回り込もうとする何者かの足音が。

　時間はない。

『全滅村』の不気味な伝説が、生きたままに俺達を呑のみ込もうとしている。




　　　　10（内うち幕まく隼はやぶさ）




　ひとまず推理マニアと一緒に、路肩に停とめたレンタカーまで向かう。

「行き先は真下の全滅村？」

「まさか」

　吐き捨て、車を発進させる。

「護送車から長は谷せ部べ道みち夫おが消えたのは事実だった。囚人と警察、どっちの手によるものかはさておいてな。でも、どっちにしたって『長谷部は消えた』状態を保っておきたいんだ。護送車の近くに潜せん伏ぷくするはずがない」

「長谷部が無罪になると困る連中は、再さい審しん請せい求きゆうが通る前に長谷部が死んでしまえばノープロブレムなのではなくて？」

「そうなんだが、だとすれば護送車から『消す』のがおかしい。推理マニア、あの状況で一番手っ取り早く長谷部を殺すにはどうすれば良いと思う」

「高速道路に放り出す。数メートル先も分からない深い霧きりだもんね」

「足を捻ねん挫ざさせたりして身動きが取れない状況にすればよりベターだな。自然なレベルで」

　適当に賛同しつつ、

「でもそういった仕掛けがない。わざわざ長は谷せ部べを『消して』いる。だとすると、時間をかけて何かをしようとしているのかもしれない。どんな意図があるか知らないが、今のところは長谷部がまだ生きている公算も高いだろうな」

「……逃走した囚人を射殺したとか、逮捕時のトラブルで死亡した風を装いたいってだけかもよ？」

「なら、ここがラストチャンスだ。時間は有意義に使わないとな」

　向かう先はジャンクションと連結している料金所だ。

　確か……どこかの半導体工場のためにわざわざ作った出入口だとか何とかいう話だったな。

「長谷部自身が逃走しているのだとしたら、絶対にアシがいる。こんな山の中で、徒歩で距きよ離りを稼かせごうなんて考えない。となると車の停とめてある場所だ。料金所の職員か、半導体工場の駐ちゆう車しや場じようか。怪しいのはそんなトコだろ」

「警察関係者が怪しい場合は、別の仲間の車が高速道路を通ってやってきて、長谷部をトランクに詰め込んでいる可能性もあるけど」

「でも、ヤツらはヤツらで『長谷部が逃走したという偽装』を施す必要がある。どっちみち、この近辺で車を盗まなくちゃならない。偽装に使われた車両の車種やナンバーが分かれば、追うための足掛かりにできるだろ」

「そこまで考えていると良いね」

「確かに。本物の馬鹿ってのは一番読みにくいからな」

　バネとかナルトみたいにぐるぐる回るジャンクションの順路に従って、高架から地上へとレンタカーは下っていく。料金所はＥＴＣを中心に無人化が進められていたが、俺は敢あえて効率が悪い有人のゲートへ車を進ませていく。

「刑事さん、料金所の人は消えてなくて良かったね」

「誰だれも彼も消されてたまるか」

　すんごく暇そうな四〇代のおっさんはスポーツ新聞を放り投げると、俺から受け取ったチケットを機械に読み取らせる。

「三二〇〇円ね」

「車の運転苦手だからさ、ずっとこの霧きりでしょ？　びくびくしながらハンドル握っていたけど」

「三二〇〇円」

「事故とかって起きてないの。ずっとずっと不安で不安で」

「三二〇〇円」

「……質問に答えろ馬ば鹿か野郎」

　ため息混じりに警察手帳をサッと見せると、それを適当に助手席へ投げる。……詳しく観察されると東京の警視庁からやってきた事がバレちゃうからな。近頃はリアル系の刑事ドラマが流は行やっているせいか、妙に制度や仕組みに詳しい一般人も多いし。

　中年のおっさんは、俺というより助手席の推理マニアへ怪け訝げんそうな目を向けて、

「ホントに警察の人？　だったらその子なんなの」

「はいはいはい!!　私はオブザーバーっていうか未来のお嫁さん的ポジショ……ッッッ!!」

「この辺りで拾った家出少女。だから事情を聴きいている。高速道路で人の出入りをチェックしているあなたに」

　う、噓うそは……言ってないよな。

　俺にとっての『この辺り』がすごーく広いってだけで。近きん畿き地方全体が『この辺り』なだけで、高速道路上を歩いているところを保護したなんて一言も言っていないし。

　警察手帳は気分で見せただけ。

　料金所のおっさんが勝手に地方警察と勘違いして話してくれただけ。

　……そういう構図にしておかないと色々と危ないのさ！　哀れ公務員の立場ってヤツが!!

「ふうん。でもま、事故の報告なんて聞いていないなあ。通行止めの指示も出ていないし。その子、山の向こうのサービスエリアから歩いてきたんじゃなくて？　親が買い物している隙に、路肩を通ってさ」

　おいおい、仕事をしてくれよ。

　少なくとも白びやつ虎こ岳だけ方面の高架上には護送車とパトカーが無人のまま放置されているはずなんだが。

「他に聞きたい事は？　別に警けい邏らしている最中に路肩で女の子見つけたって訳じゃないでしょ。交通警察隊がレンタカーで速度違反の取り締しまりをするなんて話は聞かないしねえ」

「そうだ。ここって電話は」

「ないよ、ないない。ずーっと前にどっかの馬ば鹿かが勤務中にネットバンク系の自動音声サービス使った挙げ句、受話器のフック外したまま何週間も放ったらかしにしていたらしくてさ。バカ高い請せい求きゆうに上が怒っちゃって全部撤てつ去きよされたの。なんかあったらテメェの携帯で連絡入れろってね」

「え？　でも携帯電話って……」

「この辺り、電波全く届かないでしょ。参っちゃうよねえ」

　……いや、それってつまり強盗とかに襲おそわれても助けを呼べないって事なんだけど、人里離はなれた場所に詰めているって状況の危険性が分かっているんだろうか。

　まあ、それでずっとやってきたっていうんだから……なんだかんだで平和な国だなあ。

「なに、緊きん急きゆう連絡でもいる訳。何の話」

「車両盗難狙いの窃盗団が来場中って情報があって。不ふ審しん者しやの出入りに心当たりはあったりしますかね？」

「ないねえ」

　中年のおっさんはあっさりと答えた。

「ていうか立地は最悪なんじゃない？　何もこんな所で盗まなくてもって感じだよ」

「差し支えなければ」

「だってインター出たって集落何にもないもん。ターゲットになる車がない」

　助手席の艶えん美びが、必要以上に運転席側に身を乗り出そうとする。

「ねえねえオジサン、でもこの辺って大きな半導体工場があるって話じゃなか……」

「黙だまれクソガキ上に乗っかるな。ごほん、その大きな工場や、そこで働いている人の車はどうなんです？」

「そりゃ心配する必要ないんじゃないかな」

　世間話モードになったのか、受付用の台の上に肘を突きながら、おっさんは答える。

「確かにこのインターの利用者はほとんど工場関係者だ。何しろ従業員を八〇〇〇人以上も抱えているんだからな。もはやちょっとした街だよ。工場が一個あれば、インターの収益が賄えちゃう訳。だって社員さんと、材料や商品の搬入出を入れて、一日に往復で何千人かが確実に使ってくれる。黙っていたってウハウハだよ」

「だとしたら、車だって……」

「相当な数はあるよね。工場の駐車場に。でもさあ、こんな陸の孤島で車がなくなったら困っちゃう事くらい工場関係者だって分かってるはずだよ。駐ちゆう車しや場じようはみーんな敷しき地ちの中に、分厚い塀の向こうに。カメラもセンサーもてんこ盛りで駐車場専用の警備員だって雇ってる。あそこから車を盗むなんて考えられないよ」

　なるほど。

　一応盗難の有無を確認する必要はあるが、ひとまず記き憶おくに留とどめておく程度の価値はありそうな情報だ。

「しかし、従業員はこの近くに住んでいるのではないですか？　自宅の駐車場にあるものを狙う可能性も……」

「ないない、それこそ絶対ありえない」

　やけにキッパリとおっさんは否定した。

　笑いながら彼はこう続ける。

「四よツ山やま……ああ、山に囲まれたこの盆地の名前ね。四ツ山にはさ、あの工場以外に文明らしきものは何にもない訳」

「は？」

「何十年も前は小さな村があったみたいなんだけどね。廃村になってそれっきりさ。ていうか、そうじゃないと工場側も困るんだろうけど」

「どういう事でしょう」

　推理マニアが鼻息荒らげて手を挙げるのを押し返しながら、俺は必死に警察官の顔を取り繕つくろって質問を続ける。

　おっさんはこう答えた。

「まあ俺も詳しい仕組みは分かんないんだけどね。何でも髪の毛より繊せん細さいな精密回路を作るには奇き麗れいな水と空気が必須なんだって。特に水は重要。美お味いしい水っていうのは人間に飲ませるより機械を作るのに回した方が金になるらしい。だから無秩序な開発で汚されちゃあたまんないんだろうさ」

「という事は……」

「四よツ山やま一帯は、ほとんど単独企業が買い占めてるよ。野原が広がっているだけだから、知らずに肝試しにやってくる若者なんかもいるけどね。……本当は、高速道路の高架だって企業の土地を『借りて』作っているんだから。実際にはね、書類の上では私道なんだよ」

「え？　だって高速道路でしょう。そんなの可能なんですか」

「高速道路は国のものじゃないよ。俺達だって民営化が進んでいるからさ、うちって一応は電車と同じで一般企業な訳。だから他の事業者とビジネスの上で取引する事だってあるの。結構ギリギリだけど、でもここ以外にトンネルを通せる場所がなかったんだよねえ」

　つまり。

　実際に『ある』かどうかはさておいて、半導体工場側が『今から三日間通行止め』と一方的に宣言したら、日本の動脈である高速道路を問答無用で遮断できる選択肢を保有している訳だ。しかも、全国の各地方、四方向へ延びるジャンクションそのものを。それだけでも、国側に対する企業の影えい響きよう力りよくが窺うかがえる話である。

「じゃあオジサン、工場の人達はみーんな山の向こうからやってくるって訳なんだ」

「ん？　んん？」

　中年のおっさんの口がわずかに止まった。

　家出少女扱いの推理マニアから質問が飛んできて面食らったのか……と思ったが、そういう訳ではなかったらしい。

　声を潜ひそめて、彼は言う。

「……いやそれがさ。従業員の半分くらいは、工場敷しき地ち内の寮りようで生活しているみたいなんだよね」

「半分って……全部で八〇〇〇人以上いるって話でしたよね」

「不思議ではあるんだけどね。でもほら、政府の新しい……何だっけ？　事業者向け低所得者支援優遇制度？　そういう法人税絡みのサポートを受けるためのものじゃないかな。とはいえ、さっきも言った通り、水や空気のために四ツ山一帯を買い占めるほど徹てつ底ていしてるんだ。その寮っていうのも工場とおんなじで埃ほこり一つないクリーンなものなんだろうけどさ」

　ともかくこの辺りで車両盗難なんてありえないよ、とおっさんは締しめくくった。

　丁重に礼を言って、ようやく俺達のレンタカーは出口を抜ける。

　びっくりする事に、案内板の矢印は半導体工場一択だった。本当にそれ以外のランドマークがないどころか、そもそも道路さえ存在しないらしい。

　出口を出た所にある……本来なら大型トラックがタイヤチェーンや積み荷の固定状況の確認を行うためのスペースに車を停とめ、今後の方針を話し合う事にする。

　推理マニアが珍しそうな顔をしていた。

「湾岸のコンビナートなんかじゃ、終点の駅が工場行きになっている、なんてのを聞くよね。社員証がないと改札を利用できないっていう」

「ああ。でもそれより見たか？　工場の名前」

「黒くろ山やま電子グループ・四よツ山やま精密半導体工場」

　思わず顔を見合わせてしまう。

　どうも推理マニアがあまり驚おどろいていないところを見ると、最初から知っていた節はありそうだな……。全滅村自体の伝説についても調べていたようだし。ま、廃村の伝説については真偽不明だが。警察官だからって、自分の担当事件と関係のない情報を常日頃データベースから探したりはしないものだ。

「……長は谷せ部べ道みち夫おが疑われた件も、黒山電子グループの会長宅だったよな」

「さてさて、偶然なのか必然なのか」

　一応、車を例の半導体工場の方へと向けてみる。酷ひどい霧きりに加えて、整備する必要がないためか、アスファルトの道路以外の一面は全て鬱うつ蒼そうと茂る森に埋め尽くされていた。生垣なんて生なま易やさしいものじゃない。完全な緑の壁かべ。無理に潜くぐり抜けようとすれば、それだけで体の表面をズタズタにされかねないほどの、だ。俺達の知っている『自然』ってヤツが、実際にはいかに人の手が加わっているものなのかが分かる光景だった。

　人間も地球の自然の一部です、なんてキャッチコピーは良く聞くが、別に人間が地球に優しくしたって自然は無条件で受け入れてくれる訳じゃない。牙も毛皮も持たない丸裸の人間にとって、むしろ手つかずの自然は住みにくい環かん境きようのはずだ。

「これが工場……なのかな」

「壁しかないから分からないな」

　相変わらずの霧のせいで、かなり近づかないと構造物は見えなかった。そしていきなり道路に沿うように現れたのは、高さ五メートル以上の巨大な壁だ。基本的には分厚いコンクリートで、てっぺんには有刺鉄線まで備えてある。カメラやセンサーなど言うに及ばず、である。

　壁はずーっと続いていた。

　洒落しやれや冗談ではなく、一キロ以上進んでもゲートらしきものが見えてこない。

「軍事施設とか……」

「刑務所って感じだな」

　うんざりしたように言う。

　インテリビレッジの技術を下支えする、国家ぐるみの支援を受ける半導体工場だ。そりゃあ技術情報流出には人一倍敏感になるべきなんだろうけど……ここまで威圧的にする必要があるのかね。

　さらにぐいぐい進むと、ようやくゲートらしきものに差しかかった。手前の道がバスのロータリーみたいに広がっている事から、『正門』ではなく資材搬入口のようだと推測できる。

　コインパーキングにある、踏ふみ切きりみたいなバーが開閉するだけのゲートではなかった。

　両開きの鉄格子でできた巨大な門に、足元には一列に並ぶ電動式のスパイク。大型トレーラーが最高速度で突とつ撃げきしたって破れそうになかった。

「……、」

　物置みたいに小さな受付ボックスには作業服の男が詰めていて、無表情にこちらを観察していた。

　低速のままレンタカーを止めずに、そのままゲートの横を通り過ぎていく。

「……確かにないな。こんな所で車を盗むくらいなら、交番襲おそってパトカー奪った方がまだしも手っ取り早い」

「でも、するとどういう事なんだろ」

　推理マニアは助手席で首を傾かしげる。

「高速道路上で護送車が転がり、長は谷せ部べ道みち夫おは確かに消えた。でも、車両盗難ができるような環かん境きようじゃない」

「長谷部を消したい誰だれかは、別のシナリオを用意していたってだけじゃないのか」

「かもしれないんだけどね。でもさ、だったらそもそもの大前提が不自然なんだよ」

　推理マニアは人差し指を立てて、

「この日のために周到な計画を立てて長谷部道夫を消したがっている誰かがいるとする。でも、そんなにあれこれ深く考えている人が、こんな場所で襲しゆう撃げきすると思う？　四よツ山やまジャンクション以外の場所……何だったら高速道路を下りた一般道で襲っちゃえば、もっといろんな選択肢が広がるはずなのに」

　合理的じゃない。

　つまり、プロの手並みには見えない。

　だとすると？

　逆に、いかにもプロ臭くないもっともな可能性っていうのは……、

「警察関係者は、少なくとも『ここ』でやるつもりはなかった。長谷部道夫自身が、護送車から逃げたっていうのか？」

「長谷部が自分の意思で護送車を止めたのか、あるいは最初のきっかけは本当に偶発的な事故だったのかはさておいて。可能性はゼロじゃない」

「何で？　理由は？　長谷部は放っておけば再さい審しん請せい求きゆうが通って無罪判決が出る公算が極めて高かった。ここで逃げたら刑務所に逆戻り、死刑が待っているんだぞ」

「分かんないけどさ……」

　推理マニアはため息をついて、

「例えば、警察関係者は本当に長は谷せ部べを消したがっていたとして、長谷部自身がそれに気づいていたとしたら？　このままじゃ殺されると考えた長谷部が、何とかして警察から逃げようとしても不思議じゃない」

　料金所を通らずに高速道路から下りる方法自体はなくはない。

　高架の柱の中には、階段が設置されているものもあるのだ。高速バスの停留所や、緊きん急きゆう時じの避ひ難なん先として。それを使って高架を下りれば、誰だれにも知られずに地上へ隠れる事はできるのだが。

　しかし。

　仮に長谷部が警察から逃げるために護送車を降り、高速道路から地上へ向かったとして、その後はどうする。逃走中の死刑囚をやむなく射殺、という大義名分を自ら与えてしまった長谷部は、こんな目撃者が誰もいないような鬱うつ蒼そうとした森に身を隠そうとするものなのか。

　それこそ。

　どんな無茶をしても良いから手っ取り早くアシを手に入れて、できるだけ遠くへ逃げようとはしないだろうか。

「でもさ」

　推理マニアは簡単に言う。

　切り替える。

　掌てのひらを返す。

「ここまでは、長谷部道みち夫おが完全に白で、警察関係者が必死になってそれを闇やみに葬ろうとしている事が前提の考え方なんだよね」

「……ちょっと待て。お前まさか」

「だからさ」

　ニヤニヤと。

　人の人生を弄ぶ悪あく魔まのような笑みと共に、推理マニアはこう告げた。

「単純に、可能性の話をしようよ。もしも、長谷部道夫自身に、再さい審しんが始まると困る理由があるとしたら？　裁判に勝てないと踏ふんだ長谷部が、破れかぶれで護送のタイミングを狙って逃走したっていう線もゼロじゃあない訳だよね？」
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　ガリガリガリガリと。

　みすぼらしい小屋の壁かべを、外から引っかくような音が、たった一つしかない出入口の戸へと近づいていく。

　その瞬しゆん間かん。

　俺と惑まど歌かが向かったのは、その戸ではなく、正反対の壁だった。

　元々はただでさえ薄うすいベニヤ板に、トタンを張りつけて強度と防水性を確保しただけの壁だ。何十年もの間水分を吸い込んで木材はぐずぐずに、トタンは元の色が分からなくなるほど錆さびて、触っただけでバキリと割れそうになっている。

　こんなものはもう壁じゃねえ。

「おら!!」

　掛け声と共に、体重を乗せて壁を蹴けりつける。感触は木というより湿った段ボールに近かった。壊こわれるというより破れるように大きな穴が開く。まず惑歌を穴の奥へ通し、続いて俺も小屋を脱出する。

　ガギッギ!!　と、それまで余裕のあった『引っかく音』が、明確に切り替わった。

　俺は携帯コンロから抜き取っておいた、五〇〇ミリのペットボトルサイズのガスボンベを、自分が通ってきた大穴へと放り投げる。

　そして叫ぶ。

「爆ばく発はつしろ!!」

　小屋の向こうで、草を踏ふむような音が響ひびいた。ひょっとしたら慌てて飛び退のいたか、地面に向かって伏せたか。

　何にしても大外れだよ馬鹿野郎。

　確かに缶は投げたが、着火する方法に心当たりなんてなかった。

　ただのハッタリ。

　この間に、

「逃げるぞ惑歌！」

「まったくお金で解決できないトラブルなんて勘弁願いたいよ!!」

　喚わめく惑歌の腕を掴つかんでとにかく走る。何しろ相手がどこの誰だれで、何を持っているか、全部で何人いるのかも分からねえんだ。『伝説』じゃあ鋤すきとか鍬くわとか農機具をメインに殺人を繰くり返したって事になってるが、忠実に守る必要なんてどこにもねえ。誰も見てないのを良い事に、猟銃なんて持っていたら最悪だ。

　ただ、不幸中の幸いなのは、周囲が深い霧きりに包まれている事。

　数メートル先も見渡せないこの障害物が、飛び道具の命中率を圧倒的に引き下げる。はずだ。だから盾になるものを探してコソコソと動くより、とにかく『数メートル』を詰められないよう、遠くへ遠くへ逃げ続ける事こそが重要になる。

　霧のせいでお互いの位置も距きよ離りも把握できねえが、目の代わりに耳が鋭えい敏びんになったような気がした。

　惑まど歌かが振り返ろうとするのを、腕を引っ張って止める。

　走る。

「ねえ忍しのぶクン、足音が追って来てる！」

「だったら何だ？　俺達が足を止める理由にはならねえだろ!!」

　いくつかある物置みたいな家屋の横を通り過ぎ、集落の外へと飛び出す。ざざざざざ!!　という草を踏ふむ足音は依然背後から迫ってきている。

　集落を抜けた途端に背の高い草や腐った樹木が再び立ち塞がったら最悪だが……幸い、一面は枯れて腐った草の残ざん骸がいが敷しき詰めてあるだけで、こちらの行く手を阻むようなものは何もなかった。

　それはつまり、飛び道具から身を守るための盾も何もねえって事になるんだけど。

　ますます霧きりの重要性が上がる。

　仮に相手が猟銃やクロスボウなんかを所持していた場合、距きよ離りを詰めて視界を確保されたら一発でやられちまうぞ!!

「し、忍クン……！」

「何だ!?」

「無理、無理。私、革靴だよ。走るのとかもう無理」

「俺だって革靴だ!!」

　飲み水一つに気を配る健康マニアのくせに、身体機能は人並み以下ってのはどうなんだ。本当にそれは健康マニアって言って良いのか。

　足をもつれさせそうになる惑歌の腕を引っ張って、半ば無理矢理に走り続ける。それが功を奏したのか、それとも深い霧の中で追っ手の方向感覚がズレてきたのか、徐々に背後から迫る足音が小さくなっていったような気がした。

　距離は離はなれつつある。

　逃げ切れるかもしれねえ。

　そんな風に考えた俺達の目の前に……唐突に、『それ』は現れた。

　真っ白な霧を割るように。

「……え？」

　惑歌が戸惑ったような声を上げる。

　俺も……思わず状況を無視して足を止めていた。

　そこにあったもの。

　あってはいけないもの。

　その正体は。




　家屋というより物置のような、みすぼらしい小屋。

　ついさっき、俺達が飛び出してきたはずの、あの廃村だった。




　ありえない。

　あっちゃいけない。

　俺と惑まど歌かは後先考えずに真っ直すぐ進んでいたはずだ。途中で多少ルートが曲がってしまったかもしれねえが、それでも丸っきりＵターンして元の場所へ戻ってくるような事は絶対にない。

　なのに。

　実際には、目の前にあの集落が立ち塞がっている。

　全滅村。

　三〇年前、一人の連続殺人犯が多くの命を奪ったせいで、村民が残らず消えてなくなった忌まわしい廃村が。

「何が起こっているんだ……？」

　思わず、声が出ていた。

「あそこから真っ直ぐ逃げてきたはずだろ!?　何で集落が俺達の目の前にあるんだ!!」

　ガサガサと。

　背後から、霧きりの向こうから、俺達を追う何者かの足音が再び大きく聞こえてくる。

　しかしそんな直接的な危機を無視して、惑歌が語っていた『伝説』が俺の脳裏で再生される。




　いわく。

　全滅村で事件に巻き込まれ、ほうほうのていで肝試しグループが逃げ出しても、『集落』はまるで回り込むように彼らを追い駆け、呑のみ込んでいく、と。










　　　　12（内うち幕まく隼はやぶさ）




　あれだけ厳重に技術情報流出を防いでいる大規模工場では、ちょっとした『世間話』で内部の情報を聞き出すのは難しいだろう。警備の人間はそれ相応の教育を施されているはずだ。

　長は谷せ部べ道みち夫おが自分の意思で逃げているにしても、何者かの手でさらわれたにしても、こちらに残された時間は少ない。

　情報獲かく得とくのチャンスに乏しい場所にいつまでも留とどまってはいられない。

　しかし……、

「他に高架上から消えた長谷部が行きそうな場所って心当たりある？　半導体工場以外何にもない土地なんでしょ」

　そう。

　どこに向かえば良い？

　長は谷せ部べはどこかに消えたはずなんだが、ヤツを追うための取っ掛かりが何もないのだ。

「……深い霧きりとはいえ、高架の路肩を蛍光オレンジの囚人服の男が徒歩で歩いたら絶対に目立つ。そもそも速度違反だの渋滞情報だのでいろんなカメラやセンサーがついているものだしな。となると」

「やっぱり全滅村？　でもさあ」

　推理マニアは助手席で、電波が届かないのにスマートフォンをいじりながら、

「整備はされていないけど、盆地全体が黒くろ山やま電子グループの私有地なんでしょ？　しかも半導体生産に使う奇き麗れいな水を獲かく得とくするために、産廃なんかが捨てられちゃ困る訳だ。……これってさあ、見た目にそうとは分からないだけで、実は荒れ果てた森にもカメラやセンサーの網の目があるんじゃないの？」

　可能性としては、決してありえない話じゃない。

　ただ、

「具体的な根拠はあるのか」

「こ・れ」

　艶えん美びはスマートフォンを軽く振る。

「トンネルを抜けた途端にいきなり電波障害が起きたじゃない？　てっきりこの辺が未開発だからだと思っていたけど……盆地全体が企業の私有地なら、別の可能性だって浮上する」

「……人工的なジャミングだっていうのか」

「ていうか、八〇〇〇人規模の大工場でしょ？　為替の変動に合わせて商品の生産量を細かく管理するためにも、絶対に高速ネット回線は必要だよ。電話もネットも全くできないなんてのじゃ仕事にならない。仮に元々この辺りはテレビもラジオも届かない場所だったとしても、工場新設の際に必ずネット環かん境きようも整える。だって、相手はこの工場のために高速道路まで用意するような大企業なんだしさ。ここだけ抜けてるなんてありえない」

「技術情報流出防止の一環なのか……？」

「それだけでここまで広範はん囲いにジャマーを仕掛けるかどうかは分からないけど」

「法律的にはどうなんだ」

「私有地なら電波関係の法律はある程度無視できる。会社の会議室とか料亭の一室なんかに、盗とう聴ちよう防止のジャマーが取り付けてある事は珍しくないよ。携帯電話禁止って建前だけど」

　そもそも半導体工場以外に何もない立地だ。一日に何万もの車が行き交う高速道路も、トンネルから別のトンネルに向かうためのジャンクションしかない。山に囲まれた中では少しの間電波障害に見舞まわれるが、別の高速道路、別のトンネルを抜けてしまえば再び復旧する。誰だれも深く突っ込んで調べようなんて思わない。

　高速道路が『私道』と呼ばれるぐらいだ。ひょっとしたら、高架上に一定間隔で置かれている緊きん急きゆう用の固定電話だって、線が切られているかもしれないな。

「つまり、工場側は自分達だけが使える有線の高速回線をこっそり敷ふ設せつしていて、それ以外の通信手段は全部遮断しているって訳なのか」

「そうなんだとは……思うんだけどね」

　しかし艶えん美びは、自分で提案しておきながら自分で疑問を口に出す。

「でも、運送業者なんかも電話で集配所と連絡する訳じゃない？　荷物の中にはＧＰＳなんかと連動して、インターネットで配送状況を確認するサービスなんかもある。そうしたものが黒くろ山やま電子グループの一存で丸ごと遮断される、なんて事になったら、やっぱり不平不満は出ると思うんだけどね」

　山に囲まれた盆地を丸ごと買い取り、工場は分厚く背の高い壁かべで丸ごと囲まれている。私有地には妨害電波を放つジャマーや、侵入者の有無を確かめるカメラやセンサー類が敷設されている疑惑まである。

　こうして考えると、ますます物々しい雰囲気が漂う。

　まるで丁寧に区切った独立藩はんだ。

　だが、同時に、

「……そこまでの監かん視し網があるなら、あの工場の警備室には長は谷せ部べ道みち夫おに関するデータもあるかもしれないぞ。工場に来ていないなら、高架か森か……どこかにいるはずなんだからな」

「でも協力を求めるのは難しい。私有地の警備って事で法的には問題ないとしても、進んで明かしたがるようなものでもないし。欧米と違って、日本はカメラとか監視社会に敏感なお国柄だしね」

　それに……と推理マニアはそこで言いよどんだ。

　気になる。

　すごく気になる。

　何しろやたらと人の死に関わりまくるこいつが言いよどむような事だ。知っていたか知っていなかったかでのちのちの生死を左右しかねないような、嫌な予感がする。

「何だ推理マニア」

「いやね」

　推理マニアはため息混じりで、

「私の予測が正しければ、ここって黒山電子グループの小さな独立藩な訳じゃない？　八〇〇〇人の従業員はもちろん、高速道路の人だって『ここは私道』って言い切ったほどだし。……そして長谷部道夫は、かつて黒山電子グループの会長宅を襲おそった罪で死刑判決を受けていた」

「……ちょっと待て。それってまさか……」

「長谷部説、警察関係者説の他に新説浮上ってヤツだよ刑事さん」

　艶美の笑みは、よくよく観察してみるとわずかに引きつっていた。

　人の死には興味があっても、当然ながら自分まで巻き込まれたいとは思わないだろう。

「……黒くろ山やま電子グループの誰だれかが、藩はん主しゆの仇かたきを取るためにアクションを起こしたとしたら？　死刑が確定した囚人が一転して再さい審しんで無罪になろうとしている、それを許せない誰かがいたとしたら？　何な故ぜ、こんな逃走も偽装も難しい場所で長は谷せ部べが消えたのか。それは黒山の『独立藩』がここだったから。護送のルートの中で、黒山の『力』が一番働くのがここだったから。そういう答えだとしたら？」

　一気に話がきな臭くなってきた。

　最悪、本当に最悪……半導体工場で働く八〇〇〇人全員が『犯人』である可能性が出てきた訳だ。いいや、それだけじゃない。四よツ山やまジャンクションは黒山電子グループの『私道』。通行止めのカードが実際に使われたら、高速道路関係者はもちろん、日本全国の物流が滞り、悪あく影えい響きようがどこまで広がるか分かったもんじゃない。

　海路、空路、鉄道、一般道。迂う回かいコースはいくつかあっても、それによってかかる時間とコスト増は馬ば鹿かにできない。高速道路が国内流通の主役になっているのは、相応の理由があるからだ。別の道を選べるからって、選んでいられない事情というものが経済界には存在する。

　つまり。

『私道』とは日本経済を盾にしたフリーパスだ。

　これはもう地方警察の上層部やＯＢの陰いん謀ぼう……なんて次元じゃない。

　たった一人の人間を消すために、大なり小なり、日本全国津々浦々、下手したら外資系企業まで関わって国の外にいる人間までもが手を貸している可能性まで出てきてしまった。

「……おいおいおい。いつかの座ざ礁しよう島とうを思い出すな。ここは『常識』そのものが全部歪ゆがんでいるかもしれないっていうのか？」

「八〇〇〇人の兵隊に、『誰も見ていない』鬱うつ蒼そうとした森が広がる立地」

　もはや呆あきれたように推理マニアは呟つぶやく。

「会長殺しの犯人に裁きを与えようとしているにせよ、当時の本当の情報を聞き出すためにさらって拷問しようとしているにせよ……黒山電子グループ説が今のところ一番危険で、でもありえそうな話って思わない？」

　企業が長谷部道みち夫おをさらった証拠は何もない。

　あったとしても、そんなもの片っ端から消されてしまうだろう。

　ただ、黒山電子グループを強引に調べて空振りだったら最悪どころじゃ済まない。こっちは令状なしどころか、そもそも管かん轄かつ外で警察官としての権限は何も使えない身だ。例えばこっそり塀を登って工場の敷しき地ち内に忍び込んだら、その時点で住居不法侵入罪は決定。下手すりゃこの頃話題になっている先端技術漏ろう洩えい防止法案とやらをごり押しするための『安心材料』にされかねない。治安を守る警察官としては末代までの恥というヤツである。

　その上、先ほども言った通り、ここは一企業の小さな『独立藩』。

　企業役員の虫の居所が悪かった場合、警察なんぞに連絡しないで、そのまんま八〇〇〇人の兵隊の手で森に埋められる可能性だってゼロとは言えない。そこまでしたって、何事もなく平和な日々を続けられるほどの『強大な基き盤ばん』が、この四よツ山やまには存在する。

　限りなく怪しいが、迂う闊かつに手を出すには大きすぎる相手。

「さてさて刑事さん」

　助手席で、推理マニアの艶えん美びは尋ねてくる。

「これからどうするね？」




　　　　13（陣じん内ない忍しのぶ）




　全滅村の跡地で怪人物と遭遇し、一目散で集落を飛び出したものの、しばらく走った先にはさっきの集落が待ち構えていた。

　さてどう考える。

「忍クン、立ち止まってられないよ！　足音が近づいてきてる!!」

「くそっ!!」

　とにかく目先の脅威から逃げる事を優先する。でも、これは本当に正解なのか？　普通に考えればありえないが、まるで地球儀ぎをグルリと回すみたいに、逃げて逃げて逃げ切った先に、後ろから迫ってきていたはずの足音の主が前方で待ち構えている、なんて展開になったりしねえだろうな！

　深い霧きりをかき分けるようにして、惑まど歌かの手を掴つかんだまま走る。

　時代から取り残され、斜めに傾かしいだ小屋のシルエットの横を通り抜ける。

　……？

　あれ、ちょっと待て。まさかこれって……。

「忍クン!!」

　いきなり、叫び声と共に突き飛ばされた。

　水気を含んだ枯草の上を転がる。が、抗議の声を上げている暇なんてなかった。




　ズォ!!　と、霧を裂くようにして。

　すっかり錆さびついた農機具の鋭するどい先端が突き出されたからだ。




　鋤すき。干し草なんかを運ぶために使う、馬ば鹿かデカいフォークみたいなものを想像してもらえば良い。両手で使う事を前提としているためか柄はかなり長く、一五〇センチくらいはあった。フォークの部分も合わせると、農機具というより得体のしれない槍やりのように見える。胴体のどこを突いたって人間を殺せそうなサイズだ。

　挙げ句、先端は残らずびっしり錆さびに覆おおわれ、途中で折れた歯もあるのか長さは不ふ揃ぞろい。

　あんなもんで刺されたら、妙な感染症までセットでついてきちまうぞ!!

「……ひゅー……ふうー……」

　奇妙な、出来損ないの笛みたいな呼吸の音が耳についた。

　鋤すきがゆっくりと引き戻される。伸びきったバネを再び縮め、次の攻こう撃げきの準備を進めるために。

　その切っ先が、揺らぐ。

　倒れている俺ではなく、惑まど歌かの方に向……。

「野郎!!」

　枯草の上に伏せたまま、俺はとにかく右手で辺りを探る。硬い感触を指先で捉え、掴つかんだ石を襲しゆう撃げき者しやの方へ投げつける。

　直撃はせず、どこか遠い所で壁かべに当たるような硬い音が響ひびいた。

　が、敵意は伝わったのだろう。

　鋤の矛先が、明確に変わる。俺の方へと突き付けられる。

　黙だまってやられるつもりはない。その時には、もう転がるような格好で強引に起き上がっている。

「忍しのぶクン！　どうすんの！」

「うるせえ！　お前は隠れてろ!!」

　叫び、注目を集めた上で、襲撃者から背を向ける。何でも良いから武器が欲しい。手近にある小屋へと走る。

　最初に見た時は、てっきり全く同じ集落が俺達の目の前に回り込んできたのかと思った。

　でも違う。

　深い霧きりで良く分からなかったが、注意深く観察してみると細部は全然違うのが窺うかがえる。ようは、四、五件の小さな集落がいくつか点在しているのだ。俺達は真っ直すぐ進んだ結果、集落Ａから集落Ｂへと移動していたんだろう。

　仕組みが判明すればビビる事はねえ。利用だってできる。

　とにかく武器になる物が欲しい、あの変態野郎と五分五分になるぐらいの！　ていうかあの変態だってこの全滅村で武器を調達しているはずなんだ。そしてこんな小屋みたいな家の中に、馬鹿デカい農機具を納めるスペースはない。専用の倉庫を作る金や資材があるなら家のグレードを上げているはず。

　だとすると……小屋の外がい壁へき。四方の壁のどこかに立てかけてある可能性が高い!!

「ッ！　あった!!」

　長い年月と水分によってどす黒くなった壁に半ば同化するように、ボロボロになったスコップが立てかけてあった。

　それに手を伸ばそうとするのと、真後ろから足音が迫るのは同時だった。

　全力でスコップを掴つかみ、とにかく振り返りざまに、躊ちゆう躇ちよなく水平に振り回そうとする。

「……？」

　そこで、何かがすっぽ抜ける感触があった。

　スコップの先端、穴を掘るために用意されている三角形の金属の部分が、丸ごと柄から外れてどこかへ飛んでいきやがった!!

「ひゅ!!」

　鋭するどい吐息と共に、霧きりの奥から巨大なフォークのような鋤すきが襲おそいかかる。今度は突き刺すではなく、西瓜すいか割りのように真上から振り下ろされた。

　とっさに、柄だけになったスコップを水平に掲げて受け止めようとしたが、効果はなかった。

　すっかり腐りきって水に濡ぬれた段ボール並の強度しかなくなっていた柄が、いとも簡単に砕ける。そのまま俺の頭のてっぺんに、重たい衝しよう撃げきが……ッ!!

「ば、がばあ!?」

　打ちのめされ、そのまま真下に向かって崩れ落ちる。襲しゆう撃げき者しやの持つ鋤が回転する。今度こそ。そのボロボロの切っ先が俺の顔へと突き付けられる!!

　その時だった。

　ほとんどのしかかるような格好で鋤を突き刺そうとして来る襲撃者の側に、変化があった。

　ぐちゃり、と。

　汚い小屋の屋根から落ちてきた、濡れた海かい藻そうみたいなものが襲撃者の頭の半分ほどを覆おおい隠したのだ。

　いいや、こんな所に海藻なんてある訳ない。

　風も吹いていないのに、今も不自然に蠢うごめく海藻のようなものの正体は。




　蛇。

　小指ぐらいの太さの蛇が、一〇匹以上、襲撃者の頭の上でのたくっている。




「……ッッッ!!!???」

　思わず、理屈を抜きにした生理的な嫌悪感が背筋を抜ける。

　が、それは襲撃者も同じだったようだ。

　慌てたように、両手で掴んでいた鋤から片手を外して、頭の上に雪崩れ込んできた大量の蛇を払い落とそうとする。

　注意が。

　鋤の切っ先が、ブレる。

「くたばれ!!」

　折れたまま掴んでいた、スコップの柄の残ざん骸がいの片方を襲撃者の顔目がけて投げ付ける。今度はぶつかりはしたが、大した傷は負わせられなかったらしい。

　時間を稼かせげれば良い。

　倒れた状態から必死に起き上がり、二つに折れた柄の残ざん骸がいのもう片方、それを握る手に力を込める。

　迷っている暇なんてなかった。

　元々腐ってボロボロになっている柄だ。叩たたいても殴っても襲しゆう撃げき者しやを止める事はできねえ。

　だから。

　躊ちゆう躇ちよなく、両手で包丁を構えるようにして、折れてギザギザになった柄の残骸の先端を襲撃者の太ふと股ももへ突き出していく。

「ぎゃあ!?」

　柔らかい感触が返った。

　ボロボロの柄によるものか、それとも襲撃者の足のものか。考えたくなかった。

「ぎ、ぎぃ！　あ、あ、あァ……!?」

　ごろんと襲撃者が転がる。頭に覆おおい被かぶさっていた一〇匹以上の小さな蛇は、枯草の中へ潜もぐり込むように、パッと散らばっていく。襲撃者は自分の足に何かが突き立っている情景がよほどショックだったのか、両手を使って、とにかく柄の残骸を引き抜こうとしていた。

　そう、今まで鋤すきを握っていたはずの二つの手を、両方とも。

「……テメェさ」

　俺の声を聞いて、ようやく襲撃者は状況を悟ったらしい。ヤツ自身がとっさに手放してしまった馬ば鹿かデカい鋤を、俺が横取りしていた事に。

　そして、もう俺はその鋤を勢い良く振り上げていた。

「こんなもんで!!　人をぶっ刺そうとしていたヤツが!!　いちいち!!　ちょっと反撃された程度で!!　喚わめいてんじゃねえよっっっ!!!!!!」

　立て続けに振り下ろす。

　鋤は巨大なフォークのような農機具なので、真っ直すぐ突き出さない限りは歯が刺さる事はねえ。が、木刀の先端に金属の錘おもりをつけた鈍器で殴り付けているようなものだ。場合によっては骨折ぐらいありえるだろう。

　頭の中で冷静に分析できているのに、手を止める事ができなかった。

　ぶつ、ぶつ、と。頭の奥の方が加熱している。

「ああああああああ!!　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　雄お叫たけびを上げる。

　何もかもが気に喰くわない。体を丸めて両手で頭を庇かばって、私被害者ですみたいな調子になっている襲撃者がもう気に喰わない。一分前まで好き放題していたくせに、いざ反撃されたらこれか。化けの皮が全部はがれるまでタコ殴りにしてやろうか。

「忍しのぶクン……？」

　と、そこで聞き慣れた声が飛んできた。

　こちらの様子を窺うかがいに来た惑まど歌かが、小屋の角からこちらを覗のぞき込んだようだった。

「忍クン、待って!!　それ以上やったら流石さすがにまずい！　その人死んじゃうってば!!」

「はぁー!!　はぁー!!」

　両手が震ふるえる。荒い息を吐く。鋤すきを振り下ろすのはやめたが……緊きん張ちようと怒りでガチガチに固まった指が、まるで言う事を聞かなかった。痺しびれた足が回復するのを待つように、しばらくこのままにしないと鋤を手放す事もできなさそうだった。

　襲しゆう撃げき者しやは、赤ん坊のように体を丸めていた。

　ガタガタと小刻みに震えている襲撃者の正体は、顔全体がヒゲに覆おおわれ、小汚いボロ布のような服を纏まとった、四〇代から五〇代くらいのおっさんだった。

「誰だれなんだ」

　殴られた頭が、思い出したように痛みをぶり返させる。

　よろめく体を惑歌に支えられたまま、俺は枯草の上に転がる襲撃者へ声を放つ。

「一体誰なんだアンタ!?」




　　　　14（内うち幕まく隼はやぶさ）




　二〇年以上前、黒くろ山やま電子グループの会長殺害の罪で死刑判決を受けていた長は谷せ部べ道みち夫おが、再さい審しん請せい求きゆうをしている最中に護送車から消えた。

　彼が行方不明となった場所は黒山電子グループの広大な私有地で、証拠は出てこないものの、ひょっとしたら黒山電子グループが組織ぐるみで長谷部道夫を誘拐した可能性まで出てきた。

　鍵かぎとなるのは、警備会社の防犯記録。

　推理マニアの予想によれば、四よツ山やまの盆地内における通信障害は、妨害装置によるものらしい。同じように、有線のカメラやセンサーなどがこっそり、大量に仕掛けられている説もある。それが本当なら、黒山電子グループが黒であれ白であれ、消えた長谷部道夫の足取りを追う重要な手がかりとなる。

　長谷部道夫には黒山電子グループの線の他に、地方警察上層部やＯＢからも煙たがられている節があり、何にしても一刻を争う事態だ。

「でも刑事さん、ここって黒山電子グループの独立藩はんでしょ。何の権限もない今の刑事さんが声を張り上げたって、誰も映像記録なんて出してくれないと思うけど」

「独立藩は絶対だろうさ。でも敷しき地ち面積はそれほどじゃない」

　俺はレンタカーを走らせ、元来た道を戻りながら言う。

「国内の法人向けセキュリティを請うけ負う企業の七割は、東京に本社か、外資の場合は日本支社を設けている」

「ははーん。つまり東京の本社の方を叩たたけば記録が出てくると？　おあつらえ向きに、東京でしか使えない警視庁の警察手帳が無敵の力を発揮してくれるようになる、と」

「現場の警備員を抱き込む事はできても、遠く離はなれた本社の全員へ一人残らず黒くろ山やま電子グループの影えい響きよう力りよくを誇示できているかどうかは不明だ。そしていくら何でも、警備員だって社の規則には逆らえない。映像記録は高速回線を通して本社のサーバーに保管される」

「じゃ、具体的にどこの警備会社か調べないとね。でも、ゲートの連中はみんな工場の作業服ばっかりで、警備会社を示すものは見当たらなかったようだけど」

「高速回線に使うケーブルを調べよう。会社ごとに採用するインフラ基き盤ばんも違う。どこの警備会社がどこのケーブルを採用しているかを警視庁のデスク組に調べてもらえばすぐに追跡できる」

「あの鬱うつ蒼そうと茂る森を全部調べるとか？」

「間抜けな言葉で俺を試しているのか」

　鼻で笑いながら答える。

「四よツ山やまはその名の通り山に囲まれているんだ。有線のケーブル通すんだったら絶対にトンネルを利用する。工場から一番近い青せい竜りゆう峰みねのトンネルを結ぶ最短ルートにケーブルは埋まってる」

　四ツ山外周のトンネルと半導体工場を結ぶ場所へ向かうため、四ツ山中央のジャンクションからは自然と遠ざかっていく。

　しばらく進むと、工場からも離れるためか、一気に自然の猛威が迫ってくる。

「……道がなくなっているね」

「降りるぞ。さっさと済ませよう。こんな人口比率黒山一色な場所で、企業に探りを入れているなんてバレたらろくな事にはならないぞ」

　運転席のドアを開けると、不快な水分を含んだ空気が一気に流れ込んでくる。霧きりといっても爽やかで涼しい印象はない。どこか蒸し暑く、じっとりした感じだ。

　同じように助手席から降りた推理マニアが、腰に両手を当てて、枯れたり腐ったりしている森へ目をやる。

「ひゃー、最悪最悪。都合の悪い死体が二つ三つ転がっていてもおかしくないくらいの生い茂りっぷりだよ」

「森を見てまず死体を連想するお前はやっぱりおかしい」

「仮にケーブルの型番を調べたとして、その後どうするの。携帯電話は使えないけど、まさか東京まで引き返すなんて言わないよね」

「電波障害は山に囲まれたこの盆地だけだろ。素直にトンネルを潜くぐって四ツ山の外まで出れば電話も通じるんだ。警視庁に報告して、後はサービスエリアで情報待ち。長は谷せ部べ道みち夫おの足取りが分かったら改めて追跡するって流れになるな」

「そーだ、それなら玄げん武ぶ高地側のトンネルにしようよ！　月げつ下かサービスエリアには二人で食べると恋が実る桜色アイスクリームっていうのがあってさー!!」

「……そもそも恋人同士だって恥ずかしい事を、赤の他人でやるシチュエーションが全く見えん。というか二人で車に乗って高速利用して長距きよ離りドライブする事自体、元から脈がないとありえないだろ……」

「それはつまりたった二人で高速使ってここまで来た私達がらぶらぶだっての認めたね!?　いやあそうと分かれば一生忘れられないサービスシーンも辞さない覚悟は決まっているっていうのにー」

　構ってられないので無視して森の中へと分け入る。

　ガシガシと地面を強く踏ふみながら、少しずつ奥へ進んでいくと、一〇メートルも進まない内に異変を捉えた。しゃがみこみ、足元にある腐葉土なんだか生ゴミなんだか分からないぐずぐずの黒い塊をどけると……出てきた。

　コンクリートでできた側溝みたいなものが走っている。が、住宅街と違って雨水対策ではないだろう。剥き出しのケーブルを野生動物に掘り返されたり噛かみ千切られたりしないように、コンクリートの覆おおいを用意しているのだ。

　蓋の部分は大体五〇センチごとにブロック状に切り分けられた状態だった。その内の一つを掴つかみ、強引に持ち上げる。

　蜘く蛛もの巣とか土とかが入り込んでいたが、中に親指大の太いケーブルが通っているのを発見した。黒い樹脂で覆われていて、その表面に一定の間隔で全く同じ数列がプリントされている。

　スーツのポケットから携帯電話を取り出し、ケーブルの表面を撮さつ影えいする。

「これでよし。おい推理マニア、『調査資料』は回収した。さっさと車に戻れ。トンネルを通って最寄のサービスエリアまで行ったら……」

　言いかけて、俺はようやく違和感に気づいた。

　推理マニアから返事がない。

　思わず振り返ってみたが、そこには鬱うつ蒼そうと茂る木々と深い霧きりしかない。あれだけ騒さわがしかった艶えん美びがどこにもいなかった。声も聞こえない。

「おい……？」

　ふざけて俺を驚おどろかそうとしているのか。この期に及んでそんな事を考えてしまい、あちこちへ改めて目を向けてみる。

　その時だった。




　ゴッ!!　と。

　唐突に、鼻っ柱に鈍い衝しよう撃げきが走り抜けた。




「ば、ぁ……!?」

　視界が白く瞬またたく。そう思った時には、もう両膝ひざから力が抜け、すとんと崩れ落ちていた。誰だれかに……殴られた？　というか、鼻っ柱って事は、真正面から!?　いつの間に、どうやって懐ふところに入ってきた。俺は自分を殴ったヤツの顔さえ確認できていないぞ!!

　さくさくと、草を踏ふむような音が回り込んだ。

　前から後ろへ。

　そして背後から首へ回すように、細い腕が巻きつく。そのまま万力のように締しめ付けられる。空気よりも血液の流れを封じられて、頭にカッ！　とした熱が一気に膨ふくらんでいく。背中に柔らかい感触がある事からかろうじて相手が女性である事は分かるが、それぐらいしか情報がない……!!
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　くらり、と視界が回った。

　血液の供給を遮られた頭が、思考と意識を完全に手放した合図だった。

　その直前、

「あーもう、さっさと落ちてよ。ひょっとして私のおっぱい楽しんでんの？」

　聞き慣れた悪態が耳についた。

　……菱ひし神がみ、舞まい……こんな所で何しているん、だ……？




　　　　15（菱神舞）




　まったくさあ。

　高速道路から消えた長は谷せ部べ道みち夫お？　おそらく警察無線で拾った例の件でも追ってきたんだろうけど、黒くろ山やま電子グループはそんなの関わってないよ。こっちはこっちでもっと面倒臭い案件を抱えているんだ。素人丸出しな調査活動で引っかき回されちゃ堪たまらないっての。

　呑のん気きにお昼寝している刑事さんと妹を、彼らが用意したレンタカーの中に放り込む。……一いつ瞬しゆん、二人とも素っ裸にして抱き合わせてやろうかと本気で考えたが、すんでのところで思い留とどまった。だから仕事中なんだってば。遊んでいる場合じゃない。

　代わりに、黒山電子グループは見当違いで、長谷部を見つけたければ妖怪について調べてみろ、とメモを残しておく。……もちろん、読んだら車の灰皿で燃やさないと物理的に報復すると注意書きを添えて。

　単調な電子音が鳴った。

　半導体工場の連中から手渡された、ジャミングをすり抜けられる帯域を使った無線機だ。

「はいはいよー」

『自分の目で確認して分かっただろう？　誰だれが見ても分かる足跡みたいなものはどこにも残されていなかった。だから困っている』

　厳格、って言葉が似合う初老の男の声だけど、そこにはどこか悪意が付きまとう。勤勉にギロチンの手入れをする処刑人っていうかさ。……ま、あの工場の性質考えたら、あながち何の比喩にもなっていない訳だけど。

『分かったら工場の方へ戻って来い。厄介ごとが山積している』

「了解。すぐ戻ります」

　妹と刑事さんが妙な地雷を踏ふまないよう、慌てて言い訳を取り繕つくろって工場の外へ出てきたんだから、仕方がない。こっちにゃとにかく時間がないのだ。

　黒山電子グループの小さな社用車の運転席に収まる。電気カーってどうも慣れないんだよね。エンジンのあの唸うなり声がないと、どれくらいの速度を出しているか忘れそうになる時がある。

　ただ、招き猫のボトルキャップ人形がダッシュボードに並べてあるのは好感が持てる。

　全部で何種類だったっけ？

「あ、あのう」

　と、助手席で行ぎよう儀ぎ良くお座りしていた小型犬が口を開いた。

　厳密には、すねこすりっていう犬に似た無害な妖怪だけど。

「さっきの人達はあのまま置いてきて良かったんですかね？」

「チャンスは与えたんだ。私みたいなのが関わる事件じゃ奇跡に近いよ。ここまで甘やかして、まだ見当違いに黒山へアタックを続行するならもう救えない。私は仕事を優先します」

「い、妹さんだっていたんじゃなかったんですか？」

「そこあんまり踏ふみ込まなーい。『菱ひし神がみの女』ってのはちょっと事情が特殊だからねえ。ま、突き放すのは信しん頼らいの証と思ってちょうだいな」

　それよりも、と私は電気カーの社用車を走らせながら、

「すねこすり、アンタ体調の方は大丈夫？」

「え、ええ。少し慣れてきたというか、うう。ここ、田舎のはずなんですけどねえ……。どうしてこんなに調子が悪いんだか」

「そりゃ整備されたインテリビレッジの逆だからだよ。主格は機械。一見、自然な風を装ってるけど、実はガッチガチの人工物で固められている。妖怪のアンタには辛い環かん境きようのはずね」

　半導体工場の正面ゲートまで辿たどり着く。ゲスト用の臨時社員証を警備員に提示して、社用車を敷しき地ちの中に徐行で入れていく。

　空気が、一気に変わる。

　実際に中に入ってみればすぐにピンと来るはずだ。やたらと背の高い外周の塀も、有刺鉄線も、それらは外部からやってくる産業スパイ対策のためのものだけではない、と。

　霧きりも空気も、何もかもが閉じ込められた空間。

　そう、ここにあるのは全て脱走防止を兼ねた設備なのだと。

『知っての通りだ』

　駐ちゆう車しや場じようへ車を回す私の耳に、無線機越しに初老の男の声が届く。

『ここは一見すると大規模半導体工場だが、というか、きちんと操業し納品もしているのだが、真の目的は別にある。企業にとっての深刻な背任行為……例えば内部資料の持ち出しなど産業スパイ行為を働いた者などを、転属という形で収しゆう監かんする施設となる』

　背任行為、産業スパイねえ。

　そりゃ内部告発の資料作りを進めていた社員とか、商品の発火事故に伴う被害者団体についても当てはまるのかね？

「企業監獄って聞いていますけど、正式名称って何なんですか」

『名前はない。記録に残っては困るからだ。ここがそういう場所だと、そのために必要な設備を整え、常識さえ塗り替えている事を分かってもらえば問題ない』

「それにしても、八〇〇〇人強の従業員を囲う国内屈指の大規模工場が、実は半無人のオートメーションで、ＳＥ数人だけで稼か働どうしているとは」

『珍しい技術でもない。工場が無人化されないのは雇用を守るためと、一定人数を揃そろえる事で従業員が孤独から発狂するのを防ぐためだ』

　つまり、八〇〇〇人は丸っきり無駄。

　半導体工場の生産設備に触れるどころか、同じ建物にさえ入る事は許されない。

　では、

『当施設は、五〇〇〇人の愚かな囚人と、君を含む我々三〇〇〇人の看守から成る。情報は一切外へ洩もれてはならず、脱走などもってのほかだ。ここに入った囚人はここで死ぬ。それ以外の道は一切許されない』

　そうかいそうかい。

　ただ……高い塀や有刺鉄線と違って、森のカメラやセンサーには別の意図を感じるんだけどなあ。何なんだろ？　奇き麗れいに最適化したセキュリティ分布っていうよりは、それでも見つけたいものが見つからないから、手当たり次第に無駄な増設を繰くり返しているっていうか……。

　私は無線機を掴つかんで運転席のドアを開ける。

　すねこすりも私の方のドアから駐ちゆう車しや場じようへと降りていった。

　アスファルトの上に立つ私は、社用車のドアを叩たたきつけるように閉めながら、無線機に向かってこう告げた。




「でも、いつの間にか囚人も看守も奇麗サッパリ消えていた、と」




　とまあ、これが今の企業監かん獄ごくを取り巻く環かん境きような訳で。

　施設の『力』を使えば、確かに刑事さん達が追っている長は谷せ部べ道みち夫おを捕まえて閉じ込める事なんて簡単かもしれない。

　でも、こっちはこっちで、もっとヤバい問題の渦中にあって、そんな事をしている場合じゃなかったりするんだよね。

　駐車場から工場の巨大な構造物へと足を運びながら、私と初老の男の会話は続く。

『数名の囚人と看守を残して、忽こつ然ぜんとな。多くの看守を人質に取った大規模な脱獄計画かとも思ったが……それにしても徹てつ底ていし過ぎている。また、鍵かぎを破は壊かいするなどの痕跡も全くない。消したのか消えたのかも不明だ』

「なるほど、なりふり構っていられなくなる訳です」

『企業監獄は強固だ。仮に脱獄した囚人が公の場で証言したとしても、黒くろ山やま電子グループが傾く事はないようにできている。が、何にしても、些さ細さいなリスクであっても潰つぶしておくに越した事はない』

　……ま、そりゃそうだ。国外の傘下、関連企業含めて一五万人以上抱える大企業なら、裏事業の設計図だって専門集団の手を借りて相当複雑にしておくでしょ。

　でも、だからって五〇〇〇人の囚人を全員逃がし、三〇〇〇人の看守を犠ぎ牲せいにしたなんて話になれば、初老の男もお咎とがめなしとはいかない。

　一見冷静を装っているけど、事態の解決が遅れれば、今度はこの男が囚人として檻おりに叩き込まれかねないんだしね。

　だから。

　私みたいな人間につけ入られる。

　ネット上にしか存在しない架空のＩＤ情報を基に、私が黒くろ山やまの関連企業で汚れ仕事を担当していた始末屋クレームかかりだと勘違いしてしまう。

『臨時職員だからといってお客扱いしている暇はない。仕事をしろ。場合によっては今後、君が囚人としてここへ放り込まれる可能性もゼロではない。ヘマはするなよ』

　足元のすねこすりが、不安そうな顔でこっちを見上げていた。

　ふはは、寂しいのかね？　だったら私の足にすりすりするが良い!!

「じゃ、セオリー通りにやりますか。現象を起こした仕組みを解明し、それを成し得た人物をピックアップし、勢力間の相関図と照らし合わせて利害を推測し、最終的に消えた人間はどこに行ったかを突き止める」

『仮に施設の外に出ているとしたら、それだけで射殺して構わん。死体の捨て方には覚えがあるからこちらに任せてもらって構わない』

「了解。ところで一番可能性があるのはもう分かっていますよね？」

『妖怪絡み』

　即答に、私は思わず息を吐いてしまった。

『百鬼夜行』のお嬢じようちゃんからは、不ふ穏おんな片へん鱗りんの見え隠れする四よツ山やまの半導体工場を取り巻く環かん境きようを調査しろとは依い頼らいされているんだけどさあ……。

　こりゃ追加のボーナスが欲しくなっちゃう状況だよねえ。

　何しろ、長は谷せ部べ道みち夫おも一緒になって消えている時点で、もう単に企業監かん獄ごくだけの問題じゃなくなりつつあるんだもん。

　はてさて、怪奇現象は一体どんな条件でどこまで広がっているのやら。

「オーケー。それじゃそっち方面から調べてみるとしますか」

　あーもー。

　犯罪の痕跡だけなら今の会話録音して提出しちゃえばおしまいなのに、一番の証拠たる囚人達が奇き麗れいサッパリ消えちゃうとかどうなってんのよ!!




　　　　16（陣じん内ない忍しのぶ）




　かつて村人全員が皆殺しにされたと噂うわさされる廃村、全滅村。その敷しき地ちの中で農機具の鋤すきを持って、今も侵入者へ危害を加えようとしている何者か。

　長い間風呂に入っていないのか、髪もヒゲもぼさぼさで、肌の色も黒ずんだ汚れによって変色してしまっているように見えた。

　服はボロボロで、泥や汚れで元の色が分からないどころか、もはやどんな種類の衣類だったのかも想像がつかないような有り様になっている。

　改めて向き合ってみると、黙だまっていても鼻につく匂いが意識を不快に刺激する。

　誰だれなんだお前は。

　そんな問いかけに、さんざん打ちのめされて丸まっている襲しゆう撃げき者しやのおっさんは、ガチガチに震ふるえる顎あごを使って、無理矢理に言葉をひねり出した。

「……違う、俺は違う」

「誰なんだ」

「れ、は、俺は！　やってない!!　何もやっていないんだ！　だから今も逃げている。本当に俺は誰も殺していないんだ!!」

「誰なんだって聞いているんだ!!」

　奪った鋤すきを手に怒鳴りつけると、おっさんの肩がびくりと動いた。

　横にいる惑まど歌かが、ひどく、とてもひどく、冷たい眼まな差ざしでこっちを見ているような気がした。

　分かってる。

　得体のしれねえ村の中で追い駆け回されて、頭に強い打だ撃げきを受けて、殺される一歩寸前まで追い詰められて……そんな状態から解放されたせいか、自分の感情を上う手まくコントロールできなくなってやがる。思い切り縮めたバネが解き放たれるような……。

　挙げ句、今まで恐れていた武器を自分の物にできたせいか、無意味に気が大きくなっているのが自分でも分かった。

　呆あきれられても無理はない。

　でも手放したくねえ。もう二度と、あんな奈落に落とされるなんて真っ平だ。

「……横よこ枝えだ正ただし」

「こんなもん振り回していたのは？　アンタここで何してる。三〇年以上前にいたっていう大量殺人犯か、それともそういうのに憧あこがれてこんな所でキャンプしているコピーキャットの変態か」

「ち、違う!!　俺じゃない！　俺はここに住んでいるだけだ！　ずっとこの村に!!」

「だったらこれは？」

　鋤の錆さびた歯を鼻先に突き付けてやると、横枝は忌まわしいものから目を逸そらすように首を横に向けた。

「じ、自衛のためだ。場所が場所だけに、肝試しとか何とかで、ガラの悪い連中がやってくる事も珍しくないんだよ。酒が入っていると最悪だ。警察だって頼たよれないから、自力で追い払うしかない。大体、それを言うならそっちだって何なんだ？」

「ねえおじさん」

　と、惑歌が割り込むように言った。

「そんな危険な場所だって分かっているのに、何でまたこんな場所で生活しているの。ホームレスって、木の実を採って猪いのししを狩って生活するものじゃないでしょ。むしろ、ある程度発達した都市じゃないと生きていけないと思うんだけど」

「……必要な事なんだ」

　横よこ枝えだは、俺からも惑まど歌かからも、とにかく自分に集まる視線から逃れるように、何度も目のやり場を移動させていく。

「必要な事だ。俺はここで生まれた最後の生き残りだから……。それに、俺がこうして四よツ山やまに留とどまっている事が、連中を焦らせる。それでボロを出す事ができれば」

「連中って？」

「黒くろ山やま電子グループ」

　横枝は、早口で名前を言った。

　まるで、口の中に入った不快な虫を、一刻も早く吐き出そうとするように。

「だって、おかしいだろ。……あの事件からだ。三〇年前の、たった一夜で全部終わってしまった、あの皆殺しの一件が終わった直後に、黒山電子グループが乗り込んできた。元々、村じゃ膨ぼう大だいな地下水を吸い上げる半導体工場建設には反対だったんだ。それが、あんな誰だれかの都合に合わせたみたいな事件で反対意見が奇き麗れいに片付いてしまうなんて」

　俺と惑歌は思わず顔を見合わせた。

　彼女の顔には困惑がある。多分俺も似たような表情だろう。

　誰も知らない真実を突いているのか。

　それとも孤独な中年男の妄言か。

　どちらかは判別できねえけど……何か、得体のしれない重みみてえなものがある。

「……、」

　惑歌に意見を求めようとしたが、彼女は微妙に俺からも距きよ離りを取っていた。クラスメイトの変人美少女は、俺を、というより、俺の持っている馬ば鹿かデカいフォークみたいな鋤すきの先端へチラリと視線を振った。

　まあ、ヤバい、よな。

　男がどういうつもりか知らねえけど、しゃべりたいならしゃべらせた方が良いと思う。

　ガス抜きが必要だ。

　……だって。

　リーチの長い凶器を持っているんだから、今、一番有利なのは俺のはずだ。

　が、だからといって、実際にこいつが死にもの狂いの攻こう撃げきに出てきた時に、本当にこの、馬鹿デカいフォークみたいな鋤を迷わず突き刺せるかと言われれば、正直、かなり苦しい。

　成功すれば俺は殺人犯になっちまうし。

　失敗すれば中年男に殺されちまうかもしれねえ。

　つまり、どちらにしても俺だって破滅しちまうんだ。

　横よこ枝えだ正ただしはこっちの動向に気づかず、ブツブツと何か言っていた。

「……夏の暑い日だった。俺は、いいや、同じ年頃の俺達は、肝試しをしようって話になった。くじ引きで、驚おどろかす側と驚かされる側に分かれたんだ。だから助かった……なんて思ったのは最初だけだったよ。俺は連中に、作為的に見逃されていたんだ。全部終わって、茫ぼう然ぜんとしたまましばらく経たったら、気がついたら俺がみんなを殺した事になっていた。そういうシナリオだったんだ。あんなに派手に、天井にまで血が跳ねるほどメチャクチャな殺し方をしていたのも、理解不能な殺人鬼って像を作って、俺の証言から信しん憑ぴよう性せいを奪うためだったんだと思う」

『警察とか仲裁者がいない中で、暴力を振るう可能性のある人物は全員危険』と考えているのか、惑まど歌かは俺と横枝正の双方から微妙に距きよ離りを置きつつ、眉をひそめて質問を放つ。

　彼女は彼女で、『独自のスタンス』で安全圏を測ろうとしているようだ。

「ねえ。連中っていう事は、殺人鬼は一人じゃなかったの？」

「四方八方に逃げ回る村人達を、一人も残さず囲い込んで全滅させるのに何人必要だと思っているんだ。少なくとも、覆ふく面めんを被かぶったのが五、六人はいたはずだよ。でも、それが誰だれなのかまでは分からない。だからこうやって、黒くろ山やま電子グループを揺さぶっている。ヤツらの懐ふところ近くで」

　思わず、鼻先に突き付けた鋤すきの先端を引いていた。

　横枝も、枯草の上でうずくまっている態勢から身を起こし、小屋の壁かべに背中を預ける形で座り直す。

「元々、黒山のシナリオじゃ、俺はすぐ捕まって全部の罪をなすりつけられるはずだったんだ。でも、それが上う手まくいかなかったから、急きゆう遽きよ、結末を変更した。たった数十人の限界集落で、いろんな事情があって外の世界とは隔絶した生活を送っていた。だから、いなくなっても誰も騒さわがない。村がなかった事になったって誰も困らない。……いろんな人間に金を握らせて、村があったって情報そのものを潰つぶしたんだ。そこにいたはずの人々は、ただの噂にされた。そもそも、最初から地図には載っていない集落だったからな」

「何なんだ……？　その、いろんな事情っていうのは」

　アスファルトの道路や、水道どころか井戸さえないような、公共サービスの影かげが全く見えねえ、異様に低い生活水準。

　今みたいに人工衛星が民間サービスに使われる時代じゃないとはいえ、地図に名前も載らないような、いいや、載せてくれないような『事情』。

　横枝は無言を貫いた。

　それについては、語りたくはねえようだ。

　話題を無理矢理に切り替え、彼は言う。

「ただ、村を丸ごと消したはずなのに、当時の村人がまだ生き残ったままだ。余計な証言をされたら困るだろう。だから、今でも血眼になって黒山電子グループは俺を探している。俺も、そうなるように仕向けている。この一帯に、私有地の水資源確保って名目で多数のカメラやセンサーが設置されているのはそういう理由だ」

　え？

　黒くろ山やま電子グループの私有地？

　カメラやセンサー？

　当たり前のように出てくる単語に、またもや眉をひそめてしまう。……こんな鬱うつ蒼そうと茂る、腐っているんだかふやけているんだか分からねえ、森のお化けみたいな空間に、本当にそんなセキュリティ網が……？

「（……忍しのぶクン。もう世界の秘密なのか単なる陰いん謀ぼう論なのか分からなくなってきたね）」

　内緒話モードで、惑まど歌かがそんな事を言ってきた。

　耳打ちが必要なタイミングなのは分かるが不用意に接近するでないわ美少女め!!

「……だから跡地に外から生活物資を持ち込んで、小集落を不定期に移動して生活しているんだ。単純に逃亡生活を送るだけなら海外にでも出てしまった方が良いが、きっと、ここに俺がいる事に意味がある。あの事件の痕跡は、もうここにしか残っていない」

　……果たしてそうだろうか。

　ここが本当に一企業が買い取った広大な私有地なら、邪じや魔まな物、都合の悪い物は全部ぶっ壊こわすはずだ。潰つぶして更地にしてしまえば、もう証拠は何も残らねえし、再捜査だってできねえんだから。それをしないで、血痕の残る建物をそのままにしているっていうのは、自信の表れなんじゃねえのか？　もう調べても何も出ないっていう。

　横よこ枝えだの話が本当なら、黒山電子グループとかいうのは、こいつに希望を残しているんじゃねえだろうか。

　この場所に執着を持たせ、繋つなぎ止めて、海外なんかに逃亡させず、秘ひ密みつ裡りに捕まえて処理するために。

　最悪、別に捕まえられなくても良い。

　唯一の鍵かぎを握る横枝が、見当違いな方を延々と調べて時間を浪費すれば、それだけ彼は弱っていく。

　その事を指摘しようかどうか、逡しゆん巡じゆんした時だった。




　ガサリ、と。

　唐突に、霧きりの向こうで枯草を踏ふむような音が響ひびいてきたのだ。




「……、」

　俺と、惑歌と、横枝正ただし。

　三人して、無言で音のした方へ目をやる。

　相変わらず真っ白なヴェールで視界は遮られていて、何があるのかは全く見えねえ。

「なあ惑まど歌か。恋こい王おうとか渚なぎさだと思うか」

「ボッチ美少女惑歌ちゃんに他のクラスメイトの話なんて振られても分かんないよ」

　俺の方も、自分で言っておいて、相手が安全な人物とは思えない。

　ごくりと喉を鳴らし、横よこ枝えだ正ただしに言葉を投げかける。

「……おい。お前の他にも誰だれかがいるのか？」

　そちらに目をやったまま問いかけると、横枝もごくりと喉を鳴らして答えた。

「いない、はずだ。俺の他には、誰も、誰も。いいや、まさか……!!」

　さらに音が聞こえる。

　一ヵ所からじゃねえ。まるでズラリと横一列に並んだ誰かがゆっくりと近づいてくるように、一方向を丸ごと埋め尽くす形で枯草を踏ふむ音が続く。

　集団？

　なのか？

「く、黒くろ山やまだ……」

　震ふるえる声で、横枝が言った。

「あいつらの兵隊が来たんだ!!　俺は計算に従って、ヤツらのカメラ網の隙間を縫ぬってきた。でもアンタ達はどうだ？　きっと、アンタ達の痕跡を追って俺まで辿たどり着いたんだ!!」

「ちょ、おい!!」

　呼び止める暇もなかった。

　壁かべに背中を押し付けたまま立ち上がると、横枝は何かから逃げるように走り出してしまった。俺は惑歌と目を合わせる。彼女も突然の出来事で目を白黒させているようだった。

　その間にも、音は近づく。

　ガサガサと。

　ガサガサガサガサガサガサガサガサガサガサガサガサガサガサガサガサガサ!!　と。

「ど、どうするの忍しのぶクン!!」

「……、」

　逃げる？　どこへ。立ち向かう？　何から。

　考えがまとまらねえ内にも、事態が動く。

　俺は、半袖シャツの袖を掴つかんで引っ張る惑歌も無視して、茫ぼう然ぜんと霧きりの向こうへ目をやっていた。

　音源が、迫る。

　何かが、こちらへやってくる。




　　　　17（内うち幕まく隼はやぶさ）




「うう……」

　自分自身の呻うめき声に気づいて目を覚ますと、そこは見慣れたレンタカーの車内だった。一いつ瞬しゆん、さっきの襲しゆう撃げきは夢なんじゃないかとも思ったが、そんなに都合は良くないようだった。

　ダッシュボードの上に置かれたメモを見て、顔をしかめる。

『黒くろ山やま電子グループは見当違いで、長は谷せ部べを見つけたければ妖怪について調べてみろ』……俺は筆跡を見ただけで誰だれが書いたか分かるような文字フェチ野郎ではないが、隅に書かれた『読んだら煙草たばこの灰皿で燃やさないと報復しちゃうゾ☆』の一文で誰によるものか推測できた。こんな、古いスパイ映画の世界に住んでいるヤツは一人しか心当たりがない。

　と、そこで助手席で伸びていた推理マニアが目を覚ます。

「ハッ!?　あ、あれ、刑事さんの方が早く起きてる……。という事は寝ている間に色々悪戯いたずらしたね!?　でも心配しないで、妊娠検査薬はちゃんと持ってきているから！」

　まだ寝ぼけているようなので、気付け代わりにメモを突き付ける。

　姉が残したであろう短い文章を見て、一気に艶えん美びは顔をしかめる。

「……うっわー、お姉ちゃんが関わってるのか。ていうか、お姉ちゃんが関わらなくちゃ解決しないようなレベルの事件なんだ……」

「これ、明らかにここで黙だまって引き返せっていうサインなんだろうけどな」

　呆あきれたようにため息をついて、指示された通りに車に備え付けられた灰皿を取り出す。メモを丸め、シガーライターの先端を押し付けて火を点つけつつも、

「でも、あいつ全然分かってないな。こんなの書き残されたら、なおさら手を引く事はできないってのが……!!」

「……そこまで織り込み済みなら大したもんだけど、でも案外何にも考えてなかったりするからなあ、お姉ちゃんは」

　そして停車したレンタカーの中で、舞まいが残したメッセージについて議論する事に。

「長谷部失しつ踪そうの原因に妖怪が関わっているって話だったよな」

「つまり、高速の護送車やパトカーから人が消えたのは、地方警察とか黒山電子グループとかの『人手』じゃなくて、妖怪が関わっていると？　犯罪装置『パッケージ』みたいに」

「でも、必要あるか？　護送に関わった警察官や、私有地を牛耳る黒山電子グループの連中なら、妖怪の手を借りるまでもない。自分達だけで長谷部をさらえたはずだぞ」

「じゃあ、彼ら以外の誰かが？」

「誰かって……」

　言いかけて、俺はそこで黙だまった。

　可能性が一つある。

「長は谷せ部べ道みち夫お自身？」

「ま、手て錠じようで拘束されて座席に鎖くさりで固定された状態で、なおかつ監かん視し付き。長谷部が自分の意思で逃げるとしたら、『まともな方法』じゃ難しそうなのは確かだけど」

「でも、長谷部には逃げる理由がない。黙だまって指示に従っていれば、再さい審しん請せい求きゆうが通って無罪判決が出る公算が高いんだから」

「地方警察なり黒くろ山やま電子グループなりの刺客が迫っていると勘付いて、慌てて逃げようとした。再審請求まで身が保たないと判断して」

「『パッケージ』は何百人って単位の人間が大小いろんな技術を費やして妖怪の力を組み込むもんだ。長谷部一人が、それも行き当たりばったりで手に入れられるものじゃない」

「そもそもさ」

　推理マニアは人差し指を立てた。

「妖怪妖怪って言っているけど、具体的にどんな妖怪の力を借りているかも分からないんだよね。ここ、自然は腐るほどあるくせに、そういうのの気配も全くないし」

「妖怪嫌いとしては、そっちの方がありがたいがな」

　メモを燃やした事で、煙の匂いが鼻についた。エアコンの送風で追い出す事にする。

「……ただ、これだけの森があって妖怪がちょっかいを出してこないっていうのは、確かに妙かもな。俺の体質なら狐きつねや狸たぬきに化かされるくらいあってもおかしくないのに」

「本当にここには妖怪がいないのか」

「あるいは」

　俺は挟み込むように言う。

「一種類の妖怪だけが幅を利かせるように、四よツ山やま一帯の地形に手を加えられているか。当然、誰だれかが用意した『パッケージ』に組み込まれた妖怪だけが、最大限の力を発揮できるように」

　ここはそれができる環かん境きようだ。

　黒山電子グループの広大な私有地という話だし。

　ただし、その場合。

「参ったな……。だとすると、長谷部道夫が中心と思っていたこの事件、実は構図が違うかもしれないぞ」

「長谷部道夫をさらうための事件じゃない。何かしら、特別な効果を持った『パッケージ』が、たまたま長谷部にも効力を発揮したっていうの？」

　レンタカーの鍵かぎを回す。

　エンジンを点つけると、シフトレバーを操作してからアクセルを踏ふむ。

「今のままじゃらちが明かん。一度四ツ山を出よう。トンネルを抜けて、電波障害を受けないサービスエリアまで行かないと」

「刑事さん。さっきのケーブルの型番を警視庁に伝えるの？」

「それもあるが、四よツ山やま一帯でどんな妖怪が棲せい息そくしているのかを知りたい。『パッケージ』は妖怪の性質を利用したものだ。元となった妖怪の情報が分かれば、長は谷せ部べをどうやって消したのか、どこをさまよっているのかも推測できるかもしれない」




　　　　18（菱ひし神がみ舞まい）




　さてさて、半導体工場の現状を確認しよう。

　看守側で残っているのは、私以外に、正門、資材搬入口を見張る警備員が二人ずつ、後は責任者の初老の男。計五人。

　囚人側で残っているのは、一〇代の少女が一人と、五〇代の過労で搾り取られていますって感じのおばさん、計二人。

　元が八〇〇〇人もいたなんて信じられない人数だ。

　それとも、これでも滞りなく工場が回っているっていう方に驚おどろくべきかな。

　企業監かん獄ごくと呼ばれる広大な半導体工場は、大きく分けて工場ブロックと寮りようブロックに分かれている。この内、寮ブロックについては完全なデコイ。実際に囚人達が押し込められるのは地下全体を使った監房ブロックになっている。

　伊い藤とうとかいう責任者のおっさんは顎あごで軽く通路の奥を示して、

「覗のぞいてみるかね」

「後で、機会があれば」

　やんわりと断る。

　悪あく趣しゆ味みに付き合う前にやっておくべき事がある。

　……んだけど、見た目と違って意外と神経質なのか、伊藤は苛いら立だった声でこう挟んできた。

「それにしても、まさか本気でその妖怪を敷しき地ち内に持ち込んでくるとはな」

　ビクッ！　とすねこすりが震ふるえたけど、私の方は気にしない。

「警察だって空港だって犬を使っているでしょ。便利なもんですよ、私達とは違う目線の生き物っていうのは。妖怪の証言は裁判の公的証拠にはなりませんけど、こっちの業界には関係ない話ですし」

「ふん。私はそういうイレギュラーを好まん。現に、今の騒さわぎもそうした妖怪が一枚噛かんでいるようだしな」

　そりゃ堅けん牢ろうな設計と警備体制で八〇〇〇人を管理するアンタとしちゃあ、抜け穴の宝庫みたいな妖怪は気に喰くわないでしょうね。知った事じゃないけど。

「不要なら外へ出しますけど、いつもの調子が出せなくなる以上、解決までの速度も落ちますよ。そんな余裕があるなら結構だと思いますが」

「……勝手にしろ」

　本当にうんざりしたように、伊い藤とうは吐き捨てる。

　私は工場の敷しき地ち内にある喫煙スペースの壁かべに背中を預けると、改めて、最初にやっておくべき事を口に出す。

「それより重要なのは人です。まずは一ヵ所に集めましょう」

「何を言っている？　わざわざ残った囚人を解放しろというのか。彼らも黒くろ山やまにとってマイナスとなる人物だ」

「残念ですが、もはや意味はなさそうですよ」

「？」

「そもそもの構造からして間違っているんです」

　私はすっかり尻尾を振らなくなったすねこすりのふてくされた頬ほおを、ブーツの先端でつんつんしながら、

「さて問題。八〇〇〇人強の看守と囚人を残らず消すのと、私達数人を騙だますのは、果たしてどっちが簡単でしょう？」

「まさか……」

「そゆこと。実際に術中にはまっていたのは私達、と考えた方が無難でしょう。ここが夢か幻か、過去か未来か、パラレルワールドかミニチュアの中かはさておいて、ね」

　トリックは何であれ、『場』を支配している者が私達数人の中にいるのなら、相互監かん視しさせて身動きを封じた方が良い。

『犯人』が私達以外の、つまり『場』の外にいる可能性も否定できないが、だったらそれを証明して、戦うべき相手の『向き』を測る必要がある。

　伊藤は軽く舌打ちして、

「妖怪か」

「心当たりは？」

「企業監かん獄ごくが自然を活かした山間の保養地ではなく、ハイテクの塊である半導体工場の形をしているのは、そうした干渉を弾く狙いもあった。が、どうやら何かしらの方法で貫かれたようだ」

　ジロリ、と伊藤の目がすねこすりを見据える。

　ここに犬型妖怪がいる事が、よほど気に喰くわないようだ。

「分かった、犯人探しをしよう。君の仮説通りだとすると、厄介な問題が降りかかっているようだしな」

　踵きびすを返し、規則正しい歩調で通路の奥へ消えていく伊藤。

　ここでようやく、すねこすりが口を開いた。

「こ、こんな事が許されるんですか!?　人権侵害なんてレベルじゃありません。内部告発者や派閥争いの敗者、消費者団体なんかを無理矢理捕まえて閉じ込める機関なんて……!!」

「何を熱くなってんのさすねこすりちゃん。ここは低所得者支援を目的にした寮りよう付きの大規模工場だよ。そういう風に書類が作られてる。最悪、ネット接続のカメラを使って監かん房ぼうブロックを撮さつ影えいしたって誰だれも捕まらないかもね」

　元々は国内の産業空洞化を防止するために作られた制度で、最近じゃ人件費が高こう騰とうする新興国に反比例するように国内で急増するひきこもりに仕事を与えるために応用されているヤツね。生活保護の抑制が期待されているようだけど、実情はご覧の通り。ザックリ悪用されてる。

「人間ってのはさ、本当に『何もしない事』には耐えられない構造の生き物だ。でも、それは世間一般には浸透してない。『楽してる』『だらけてる』って思われるのがオチなんだよね」

　刑務所の中で一番きつい扱いは『独房』、つまり一人きりで入る房だ。

　一見すると他の囚人と共同生活しなくて良い個室なんて便利じゃないか、と思うかもしれない。でも、何もできない、誰とも会話できない、真っ暗くら闇やみの狭い部屋の中でそんな状態が五日一〇日と続くと、人間の精神はあっさり白旗を挙げる。

　懲ちよう役えきと禁きん錮この違いは労役の義務があるかないかだけど、禁錮刑を受けた人だって、『何もしない』事に耐えかねて、ほとんどの場合は労役を自己申しん請せいするって話だしね。

　まあ。

　こればっかりは、実際に閉じ込められてみないと実感が湧かない感覚だろうし、だからこそ、書類の上ではサラリと流されちゃうんだけど。

「監房ブロックの秘密マニュアルにはこうある。普段は鍵かぎのかかった個室に囚人を閉じ込めて『何もさせない』でおく。その囚人の中から優等生だけを部屋から出して、敷しき地ち内の清掃や、デコイの寮ブロックで自由時間を与える。部屋に埃ほこりが積もったり、生活臭がなくなるのを防ぐための偽装としてね。……ほら、言ってしまえば『これ』だけなんだ。囚人を拷問したり処刑したりする陰惨な設備はない。『衣食住を保障した上で労働と賃金を得るチャンスを与え、社会との繋つながりを断絶させないための努力をしている』って形に整えられているんだよ」

　実際にはデータ上で月給が支払われていても、囚人達は金を使う場に恵まれず、そもそも通帳の番号も分からない状態なんだけど。

『何もしない＝楽をしている』状態の囚人達が勝手に追い詰められて自殺する分には、企業側には何の責任もない、って言い訳が通るように基き盤ばん整備されている訳。良くできてるね。

「自殺率八五％以上の極悪施設が何言っているんですか！」

「でも世間は動かない。『ああ、税金使ってここまで手厚く支援しても、エアコンの効いた部屋でダラダラしている連中はギブアップしちゃうんだ。駄目な人間ってのは心の中だけ王様だねえ』ってため息つかれるのがオチだよ」

「一般社会はそういう風に印象操作されているかもしれません。でも、だからこそ私達が派遣されたのではないですか!?」

「おいおい。百鬼夜行から頼たのまれたのは、四よツ山やまの半導体工場で起きている事態の調査だよ。必要なら報告を聞いた誰だれかさんが何らかの判断を下すでしょ。……企業監かん獄ごくそのものは人の手だけで回っている施設だから、ひょっとしたら百鬼夜行の管かん轄かつじゃないかもしれないけど」

「……ルール無用の暴力の塊が何言っているんですか。あなたの腕があれば、あんな極悪人あっさり叩たたき潰つぶせるでしょうに」

「でも、そういうオカルトの無秩序な行使を封じているのはアンタ達百鬼夜行よ。そこんとこ忘れないように」

　そこで、私の無線機が電子音を発した。

　例の責任者、伊い藤とうからだ。企業監獄に残っていた……いいや、正確には『本物の企業監獄から消された』メンバー全員を一ヵ所に集めたようだった。

　すねこすりと一緒に、指示された場所に向かう。

　主に看守達が使うために用意されている、社員食堂のようだった。こんな所にも招き猫のボトルキャップ人形がある。はて、誰の趣しゆ味みなんだろ？　いくつかの長いテーブルとパイプ椅子が並ぶ広いスペースの端っこに、全く同じ作業服を着た男女が何人か固まっている。

　伊藤武たける。五六歳、男性、看守、監房ブロック実務責任者『看守長』。

　山やま田だ堅けん。二五歳、男性、看守、資材搬入ゲート警備要員。

　酒さか井い遥はるか。三三歳、女性、看守、正門ゲート警備要員。

　車くるま屋や希のぞみ。二四歳、女性、看守、敷しき地ち屋外警備兼労役管理業務担当。

　谷たに下した一はじめ。四一歳、男性、看守、モニター室勤務、ロイヤルセキュリティ社から出向。

　鈴すず川かわ泉いずみ。一七歳、女性、囚人、〇八九九番、禁きん錮こ二〇二年。

　護ご岸がん桜さくら。五〇歳、女性、囚人、一八〇七番、禁錮一五〇年。

　……みんなみーんな揃そろって野暮ったい工場の作業服だから個性もへったくれもないね。ま、今の私も似たようなもんだろうけど。

　でも、すねこすりが一番キャラ立ってるって何か構造が間違ってると思うよ。

　当然ながら、フレンドリーな会話なんてない。

　鈴川と護岸、囚人の二人はこうしている今もチラチラと社員食堂の出口の方へ目をやっているけど、

「やめといた方が良いんじゃない？」

　先手を打って私は指摘しておいた。

「おそらく実際に術中にはまったのは八〇〇〇人じゃなくて、少数の私達。この状態で敷地の外に逃げて、そこからどうする訳？　得体のしれない催眠術が頭の中に残ったまま日々の生活に戻るようなもんだよ。何がきっかけで破滅が待っているか分かったもんじゃない」

「でも、囚人側こいつらが犯人ならそれで大成功だろ」

　ガラの悪い……ように見せる事で相手の戦意を削そぐ事に必死なチキン君は山田だったかな。何でも良いけど。

　山やま田だっちは囚人の鈴すず川かわ泉いずみと護ご岸がん桜さくらを交互に睨にらみ付けながら、

「こいつらは俺達をハメて、警備網をガラガラにした上で外へ出ようとしてやがんだ！　だったら話は簡単だろ。元凶ってのをぶっ殺しちまえば俺達は元の場所に帰れる!!」

「で、犯人しか持ってない解除キーみたいなのが失われたら？　最悪、私達は他に誰だれもいない空っぽの世界で残りの余生全部を送る羽目になっちゃいますけど？」

　ぐ……とチキンの山田堅けんが黙だまり込む。

　と、同じく看守の車くるま屋や希のぞみがオドオドした目でこっちを見てきた。

「わ、私としては……囚人よりも、怪しそうな人がいるように思えるんですけど。ていうか、あれだけ厳重な監かん視し下にある囚人達に、妖怪の力を組み込んだ『パッケージ』をアセンブルできるとは思え、思えませんし」

「怪しいというのは？」

　責任者の伊い藤とうが促すと、肩をびくりと震ふるわせたまま、車屋は泳ぐ目で改めてこっちを見る。

　化粧の濃こい女性看守の酒さか井い遥はるかが、両手を組んだまま人差し指を立てる。

「ははーん。それは確かに……アンタらが来てから怪奇現象は発生したのよね。一番怪しいって言ったら部外者のアンタが一番怪しいわ」

「私達は私達を平等に疑うべきですけど」

　私はやんわりとした口調で……しかし突き刺すように言う。

「私が犯人だったら、全員を一ヵ所に集めましょうなんて提案しますかね？　囚人は独房に入れたまま囚人だけで作戦会議させて、その間に次の怪奇現象を起こせば、疑いは囚人に向けられますけど？」

「それすら計算に入れた裏の裏の頭脳プレイなのよ!!」

「良い線いっています!!」

　畳み掛けるように指まで突き付けて宣言した酒井に私が速攻で乗ってみると、逆に酒井の方が面食らってしまった。

　動きを止めたケバい三〇代を放置して、私はさっさと話を進める。

「これだけ大掛かりに事を進めた『犯人』が、軽いパニックを起こす程度で済ませるはずがありません。必ず『次』というか、『本命』となるべき何かがあるはず。その上で質問なんですが……何な故ぜ、私達が選ばれたんでしょうね？　共通項に思い当たるものは？」

「そんな事言われてもだね……」

　男性看守の谷たに下した一はじめは、神経質そうに指先で眼鏡をいじくりながら、

「看守か囚人、どちらか片方に偏っていれば分かりやすかったんだが……。看守と囚人が少数ずつ、しかも我々の役職も部署もバラバラだ。共通項と言われても」

「ええ、ええ。極め付けに私とすねこすりは部外者な訳ですし」

　挙げ句、妹や刑事さんまで巻き込まれている節があるが、これについては内緒。

　まあ、逆に言えば、怪奇現象の『核』は企業監かん獄ごくの外にある可能性もある訳だけど。でも、ゲストの社員証が通用する間に警備厳重な企業監獄内を一通り調べておくべきでしょ。

「……、」

　当然ながら、会話の主導権は『看守グループ』が握る形になるため、『囚人グループ』の鈴すず川かわ泉いずみ、護ご岸がん桜さくらの二人は黙だまりがちになっている。彼女達は社員食堂の片隅にあるウォーターサーバーで、冷たい水を飲んでいた。ちょっとしたダルマさんみたいな大きさのタンクを逆さまにして蛇口をつけたような、例のアレだ。『九州辺りの奇き麗れいな水』という、すげーザックリしたラベルが貼ってある。

　ん？

　でも……この四よツ山やまでウォーターサーバーってどういう事？

　やや気になるが、今は会話を優先させる。

「元々、『犯人』が誰だれを消そうとしていたかは不明です。『犯人』自身の可能性も含めて。でも、明らかに本筋とは関係ない人間まで一緒に巻き込んでいる。何な故ぜ？」

「何故とはどういう事だ」

　伊い藤とうが眉をひそめると、便乗するようにオドオド看守車くるま屋や希のぞみも続く。

「た、単に、目的の人物の近くにいた人も適当に呑のみ込んだのでは？」

「看守は役職も部署もバラバラ、囚人に至っては独房から出られないのに？　こうして一ヵ所に集まる事自体があり得ない事なのに？」

　私は肩をすくめて、

「そもそも、ターゲットを自由に選べるとしたら、『犯人』一人だけが消えちゃえば良いのでは？　そうすれば誰に監視される事もなく自由に工場内を行き来できます。あるいは、その外にだって。でも、『犯人』はそれをしなかった。自分以外の誰かを巻き込んだ。どうしてでしょ？」

　単なる囚人の脱獄大作戦とは違う。

　看守側にはそもそも企業監獄のセキュリティを揺さぶる理由がない。暴ぼう動どうが起きれば職員が命の危険にさらされるのは、どこの刑務所だって同じだし。

　……実はある看守が別の看守を殺したいとか、看守が一目惚ぼれした囚人と駆け落ちしたいとか、そんな展開が待っていない限りはね。

「……『犯人』には、自分だけでなく、ターゲットとなるべき誰かを巻き込む必要があった。本来なら、『犯人』とターゲットの二人くらいシンプルに。でも、それだと誰が元凶かすぐにバレる。だから煙けむに巻くため、最少人数の部外者を混ぜる必要があった、とか？」

「看守と囚人の垣根を取っ払ったり、役職も部署もバラバラだったりすんのはそーゆー理屈かよ」

　チキンの山やま田だ君に、私は頷うなずく。

　私達は推理小説の水増し要員みたいなもんだ。私とすねこすりを入れて、ほら、九人くらいがちょうど良い。誰だれも彼も怪しく見えて、いちいち点呼しなくても全員の顔を思い浮かべられる程度の数。

「妖怪絡みの『パッケージ』は、数百人単位で協力して一つの犯罪装置をアセンブルするものです。でも、人数だけなら看守側でも囚人側でも有り余ってる。半導体工場……企業監かん獄ごくの中でも十分に準備可能ではあるでしょう」

　私は両手を広げて、

「ただ、私は部外者なもんで、企業監獄内の細々とした情報や些さ細さいな変化に疎いんです。例えば、この辺りにいる妖怪は何がいるのか、とか。そこらへん議論してネタ出ししてくれません？　ほらほら、噂うわさ話レベルで構いませんから」

　伊い藤とう武たける、山やま田だ堅けん、酒さか井い遥はるか、車くるま屋や希のぞみ、谷たに下した一はじめ、鈴すず川かわ泉いずみ、護ご岸がん桜さくら。彼らは互いの顔を見合わせる。信しん頼らいから来る目配せというよりは、疑心暗鬼から心の奥を覗のぞき込もうとしているみたいに。

「妖怪……とか言われても分かんねーな。外から持ってきたもんじゃなくてか？」

「も、森の中まで見た事はありませんけど」

　看守達はおずおずと口を開く。が、囚人の方はさっきから黙だまりっ放しだ。……、ま、そりゃそうだろう。この場で一番仲良しこよしをしたくないのは虐げられてきた囚人の方で、しかも私も看守のふりを続けている。言う事に従いたくはないでしょうね。

　でも、それじゃ困る。

「そちらのお二人は？」

「あァ？　オメーらなんか知ってんのかよ」

「あたしは……」

　二人の囚人の内、女子高生くらいの年ねん齢れいの少女の方が口を開こうとした時だった。




　ドゴォ!!　と。

　何の前触れもなく、いきなり山田堅の靴底が少女のみぞおちへと突き込まれた。




「げ、げえ!!　がばごふ……!!」

「つーかよお、ごにょごにょごにょ隠してんじゃねえよ！　何様なんだオメーはよお！」

　両手でお腹を押さえて床へ膝ひざを突いた鈴川泉に、チキン君はさらに蹴けりを飛ばそうとする。

　思わず、もう一人の囚人が横から口を挟んだ。

「ちょっと！　その子が何か言いかけていたのが聞こえなかったのかい!?」

「だったら最初っから言えってんだよ、生意気に隠し事なんかしやがって!!　オメーは隠してるもん全部並べろっつったらケツの穴まで見せんのが仕事だろうが！　よおそこのババア、オメーもオメーだ、誰にモノ言ってんだボケ!!　あんまり気持ち悪わりぃ事してってと両足砕いて転がすぞ!!」

　……あーあー、『状況』ってのがホントに分かってんのかねこいつは。

　仮に『犯人』がこの中にいるとしたら、囚人側に全ての怪奇現象を操るゲームマスターがいる可能性だってゼロじゃないのに。推理小説は妹の領分だが、『犯人』ってのは都合が悪くなれば計画になかった殺人だってするものなんだよ？

　それに、囚人以外の看守側が『犯人』だったとしても、疑いを逸そらすために、囚人に辛く当たる人物ってのをとりあえず殺してみるって選択はそんなに低い確率とは思えない。そうすりゃ真っ先に疑われるのは囚人なんだから。

　だからねすねこすりちゃん。

　ダサいチキン君相手に珍しくガルガル唸うなり声を発しないように。

　放っておいたってあいつ真っ先に死ぬと思うから。

「あ……あたしが知ってるのは……」

　おばちゃんの護ご岸がん桜さくらに介抱されながら、息も絶え絶えな調子で囚人の鈴すず川かわ泉いずみが口を開く。

「囚人の中に、ふ、フリーパスを持っている人がいるって噂うわさ。どんなのか知らないけど、普通は優等生だけが選ばれる地上の清掃作業に、特別枠みたいなのがあるって。集合時間までに帰ってくれば、工場の敷しき地ちの外にも出られるって……」

「テキトー言ってんじゃねえよ!!」

　なおも暴れようとするチョーカッコイー（笑）山やま田だちゃんを片手で制し、私は五〇代のおばちゃんの方へ声を投げかける。

「ちなみにあなたは？」

「フリーパスなら話を聞いた事がある」

「基本的に全員独房なのに？」

「屋外の清掃作業中なら他の囚人と話ができるんだよ。そういうリフレッシュの意味でも、清掃作業のチケットを定期的に獲かく得とくできるかどうかは、生きるか否か、自殺に追い込まれるか否かの分かれ道なんだ」

　護岸桜はあからさまに敵意のある視線を山田の方へ向けながら、

「でも、ホントにそんなのがあるかどうかは知らない。ひょっとしたら、看守が囚人をからかうために吹ふい聴ちようしているか、囚人が別の囚人をカモにするための口実みたいなものかもしれないね」

　金も店もない企業監かん獄ごくの中で、詐欺もクソもないように見える。

　……あるいは。

　金が通用しない監獄の中で、それに代わる価値観みたいなものがあるのかね。

　尋ねてみると、看守長の伊い藤とう武たけるが面倒臭そうにため息をついた。

「不定期に、酒が出回るという話を聞いた事はあるな。売った側も買った側も、発覚した時点で『処分』しているが」

「ま、ありがちですね」

　娯楽の少ない刑務所の片隅で、ワインやブランデーをこっそり醸じよう造ぞうしたり、幻覚性のキノコなんかを育てたりってのはマフィア映画に出てくるくらい有名だ。この企業監かん獄ごくで似たような事が行われていたって不思議じゃない。

「酒ってのは放っておけば良いってものでもない。温度や湿度の管理は繊せん細さいに行う必要がある。その誤差修正のためには、『フリーパス』とやらを使って定期的に酒さか樽だるへ赴かなくてはならないのではないかね？」

「かもしれませんね。ちなみに秘密の醸造施設自体は掴つかめているんですか？」

　サラッと聞いたつもりだったが、伊い藤とう武たけるは肩をすくめた。チキンの山やま田だ君やケバい酒さか井いなんかも、老人の目線から気まずそうに顔を逸そらす。

　私は息を吐いて、

「……酒樽を隠せたという事は、それ以外のものを隠しておける余地もあった、と」

「酒は換金できる。外部からやってくる部品の搬入業者なんかと絡むと厄介だとは思っていた。とはいえ、シャベル一本で脱獄できるようなシステムを組んだつもりはないが」

「実際には、妖怪が絡んでセキュリティが丸ごと固まったって訳ですか」

　看守長の伊藤というよりは、他の下っ端連中から一斉に睨にらまれた。

　余計な事言って怒られる口実を作るんじゃねえ、というのが共通認識かね。

　構わず私は続ける。

「じゃ、その辺からじゃないですかね。企業監獄で時折思い出したように出回る酒はどこで作られているのか。隠し場所が分かれば、何か他の小細工の痕跡も見つかるかもしれません」

「調べたよ」

　うんざりしたように言ったのは、チキンの山田君だった。

「塀の内側を隅から隅まで！　途中でシロアリ見つけてお手柄になったくらいだ。でも酒樽なんてどこにもなかった。とーぜん、胡う散さん臭くさい妖怪なんかも見た事はねえ」

「……あ、あのう、今から改めて調べ直す事はできますけど、この人数で広大な敷しき地ちを当たるとなると、一日で終わるか分かりませんよ」

　女性看守のオドオド車くるま屋やちゃんまで加勢してきた。

　私は簡単な調子で、

「じゃ、敷地の中にはないんじゃないですか」

「オメーよお！　自分が言い出したんだろうがよ！　さっきっから言ってる事が行ったり来たり前後してねーか!?」

「敷地の中には。……つまり、塀の外に醸造施設が隠してある可能性は？」

　何しろ四よツ山やま一帯は半導体製造のための奇き麗れいな水がめ。

　悪い意味での手つかずの自然と、何十年も前に流血に沈んだ廃村しかない。

　酒さか樽だるの隠し場所にしても、妖怪の調達や『パッケージ』化にしても、場所については有り余ってる。

「ありえる、か」

　伊い藤とうはうんざりした様子で肯定した後、

「ただ、その場合は、どうやってあの塀を定期的に行き来しているか、という重大な問題が絡む訳だが」

「その辺は『フリーパス』ですかね。どうやら私達が思っているより便利なものだったみたいですよ」

　看守グループ全員の目が、鈴すず川かわ泉いずみと護ご岸がん桜さくらの二人へ集中した。

　身を縮ませたのは女子高生くらいの歳の鈴川だ。

「あ、あたし達が知る訳……!?」

「そうだよ。大体、ホントにそんな『フリーパス』があるなら、行き来なんてする必要ない。出て行ったっきりそのまま逃げちまえば良いじゃないのさ」

　……その通りではある。

　んだけど。

「『フリーパス』を使う人間が、自分だけでなく、企業監かん獄ごくに囚とらわれている大勢の一斉脱獄を企たくらんでいた場合、一人で逃げるのが最終目的ではなくなるはずですよね」

「な……!!」

「って事は、やっぱり囚人側が臭くせえじゃねえか!!」

　暴れるたびにＩＱが上がるとでも勘違いしてんのか、またもや鈴川ちゃんに殴りかかろうとしたチキン山やま田だへ突き刺すように、私はこう付け足す。

「ただし、『フリーパス』を使っているのは囚人グループだけとは限らない。厳戒体制の中、監視されているはずの囚人を企業監獄の塀の外へ出せる仕組みがあるなら、同じものを使って看守の誰だれかさんがこっそり塀の外へ出る事もできる」

「ちょっとちょっとちょっと!!　冗談じゃないわよ。何で私達がそんな事しなくちゃならない訳よ!?」

「企業監獄の権力構造への不満とか、あるいは正義感とか？　何しろ数千人の看守がいるんでしょ。一人二人、囚人に情が移って施設をぶっ壊こわそうとする輩やからが出てきてもおかしくない」

　看守グループか囚人グループか、あるいは打倒企業監獄の超党派みたいな新しい枠組みができているのか。

　責任者である看守長の伊藤武としては面白くないだろう。

　あるいは、疑いを逸そらすために神経質な空気を匂わせているのか。

「……ちなみに、『フリーパス』について心当たりは？」

「塀に抜け穴があるとは思えないし、トンネルを掘らせるほど間抜けな警備でもないんですよね」

「あたりめぇだろボケ！　ふざけてんのか!?」

「だったら」

　思わず耳を押さえそうになるのを堪こらえながら、片目を瞑つむって私は言う。

「ここは半導体工場としても機能しているんですから、完全な独立、密閉はできないでしょ。材料の搬入、商品やゴミなんかの搬出。そのトラックの中に紛れるのが簡単ですかね」

　看守達の内、何人かの目線がケバい酒さか井い遥はるかへ向けられる。

　そういえば正門ゲートの管理をしていたっけ。

「待って待って待ちなさいよ！　トラックの荷台くらい全部調べてるわ！　誰だれでも思いつく事でしょ!!」

「ですよねー。でも、そういった半導体工場のトラックに紛れて、絶対表に出しちゃあ困る企業監かん獄ごくのトラックがある。そっちについてはノーチェックなのでは？」

「？」

「ここで死んだヤツを捨てるためのトラック。結構な頻ひん度どで囚人が死んでいると思いますけど、別にこの一帯へ適当に埋めている訳じゃないでしょ。死体処分インフラっていうか、迅速に確実に捨てるためのサイクルは必ず存在するはず。違いますか」

　看守長の伊い藤とう武たけるが舌打ちした。

　そこまで説明する必要があるのか、と顔に書いてあった。

「自殺にしては不自然になってしまった死体については黒くろ山やまの別の部門に任せてあるよ。とりあえず凍らせたら保冷車に乗せてそのまま運ぶ」

「その先って分かります？」

「以前説明は受けたが関わってはいないぞ。液体窒素か何かで完かん璧ぺきに固めてから粉々に砕くと、肉も骨も関係なくシャーベットになるらしい。後は魚の餌えさだ。うちは電子部品を扱うからな。貨物船は死ぬほど運航している。途中の公海上で粉末状の餌を撒まいたって誰も気づかないんだと」

　同じ囚人側に属するためか、鈴すず川かわ泉いずみと護ご岸がん桜さくらの二人が顔を青くしていた。

　私は珍しく苛いら立だっているすねこすりに目をやりつつ、

「なら、その死体ゴロゴロなトラックの中に紛れていれば分からない、と。トラックの頻度は不明ですが、一日に二本以上やってくるのであれば、『日帰り』だってできるはず。でしょ？」

　ただし。

　この考えが正しかったとすると、状況は厄介だ。

　企業監獄でさえ敷しき地ちが広大で、この人数で調べると一日で済むか分からない、って話だし。それが四よツ山やま一帯に範はん囲いが広がったらどうなるか。

　もちろん虱しらみ潰つぶしにやればいつか答えは出る。

　でも、それを『犯人』が待っているかな。向こうは謎なぞの怪奇現象を起こし放題なんだから、私達が『謎の隠し場所』へ近づく前に妨害するなり目的を達しようと頭を使うなりするんじゃないかね。

「何なんだ、クソ……」

　チキンの山やま田だがうんざりしたように呟つぶやく。

「企業監かん獄ごくの外だと。放ったらかしの全滅村の亡ぼう霊れいでもさまよってるってのか」

「そういえば……」

　おばちゃん囚人の護ご岸がん桜さくらが、チキン山田の声に触発されたように口を開いた。

「そんな話あったね。全滅村の亡霊」

「？」

「半導体工場、っていうか企業監獄は、基本的に四ツ山の外から来た人間だけで構成されている。八〇〇〇人もの人間が働き、生活していながら、ここは『部外者の街』なんだ」

「それが？」

「でも……混じっているっていうんだよ」

　護岸桜は少女の背中をさすりながら言う。

「看守か囚人かは知らない。でも、どこかにいる。……工場建設のどさくさで皆殺しにされた、全滅村の生き残りってヤツが」

　場の空気が、一いち撃げきで凍りついた。

　どうやら、全滅村の騒そう動どうとやらはこいつらにとって、よほどタブーらしい。

『何もしない』『何もできない』で人間追い詰めてシステマティックに自殺を量産している企業監獄の連中が、今さら何を恐れているんだかって感じだが。

「くだらん妄念と願望だ」

　責任者の伊い藤とう武たけるが、吐き捨てるように言った。

「どうせ『全滅村の生き残りは、工場で甘い汁をすする人間に復ふく讐しゆうの機会を窺うかがっている』で締しめくくられるのだろう？　囚人が看守に対して行えない事を、どこかにいる誰だれかにやってもらおうと夢想しているだけだ」

「……そ、そうですよ。大体、全滅村の件って三〇年くらい前の、地下水の使用に関して村人と企業の間で揉もめていた最中に起きた事件でしょ。だとしたら、相当な年月が……」

　オドオド看守の車くるま屋や希のぞみが何か言いかけて、そこでゾッと顔を青ざめさせた。

　そう。

　伊藤武は五〇代のダンディなんだよねえ。

「くだらん」

「ま、それを言ったら私も同じ容疑者になっちまうが」

　おばちゃんの護ご岸がん桜さくらは自じ嘲ちよう気味に笑いつつ、

「生き残りってのがどういう意味なのかは結構ぼんやりしてる。生き残りの子孫が工場に送り込まれたって派生系の噂うわさもあるからね。年ねん齢れいは当てはまらないかもしれないよ。ただ、とにかくいるってだけで」

　なるほどねえ。

　殺人鬼Ｕターンって感じか。

　……いいや責任者の伊い藤とうが『工場で甘い汁』とか言っているから、ひょっとしたら全滅村ってのは企業に雇われた暗殺部隊の手で計画的に潰つぶされたのかな。

　その場合は、今度こそ本物の殺人鬼登場ってサブタイトルがつくのかね。

「へっ！　負け犬の夢だ!!　惨めな連中が、何もできねえから頭ん中で都合の良いヒーロー作って語ってやがんだろ!!」

「……都合は良くないと思う」

　小さく吐き捨てるように、囚人の鈴すず川かわ泉いずみが言葉を返した。

　チキンの山やま田だから目を逸そらしつつも。




「だって、全滅村の生き残りは看守も囚人も見境なく皆殺しにするって噂もあるんだから」




　さてさて、良い感じに温まってきた。

　今のトコ、調べるべきは三つかな。

　一つ目、今回の怪奇現象で用いられた妖怪は何か。

　二つ目、企業監かん獄ごく内に広まるフリーパスの噂は本当なのか。

　三つ目、工場内に紛れているという全滅村の生き残りは本当にいるのか。

　あと最後に。

　当然ながら、今回の件の犯人は誰だれなのか？　ってトコかしら。




　　　　19（陣じん内ない忍しのぶ）




　ガサガサガサガサガサガサガサガサ!!!!!!　と。

　ボロボロの廃はい墟きよが並ぶ集落跡地に、枯草を踏ふむような音が連続する。

　惑まど歌かは逃げようと俺の腕を引っ張るが、動けなかった。

　腰が抜けそうになっていた、というのもある。

　でも、強い恐怖があったからこそ、その正体を確認しておきたかった。払拭したい。これ以上は抱えきれないから、ここで解消しておきたい。そういう後ろ向きな勇気が、深い霧きりの向こうへ意識を集中させる事を促していた。

　そして。

　霧きりの奥、低く、とても低い、靴紐ひもがあるほど低い高さの所で、何かがキラリと光った。

　……金属の、光沢？

　続けて、『それ』の正体が顔を覗のぞかせる。

『それ』は、今も全滅村に住む横よこ枝えだ正ただしが言っていたような、黒くろ山やま電子グループの兵隊なんていう集団じゃなかった。

「へ、蛇……？」

　惑まど歌かが戸惑った声を上げる。

「忍しのぶクン、蛇の大群だよ!!　そこらじゅうにびっしりいる!!」

　その通りだった。長さ三〇センチ程度、太さは小指程度の黒い蛇だった。それが東西南北の一方向を丸ごと埋めてしまうほどに広がっている。

　人間は『一定以上の数』を一つの塊として、別の意味を見み出いだそうとする。例えば、都市の夜景とか。これも一緒だった。うじゃうじゃと蠢うごめく蛇の塊は、もはやただの爬は虫ちゆう類るいとは別枠だった。そういう一個の怪物だ。一〇本指から背筋の太い神経まで、片っ端からゾワゾワとした嫌悪感が駆け巡っていく。

　顔を青くした惑歌が叫んだ。

「早く行こう、忍クン。どんな蛇か分かんない。毒なんか持っていたら最悪だよ！　こんな場所で噛かまれたら、治ち療りようなんか絶対にできない！」
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「いや、ちょっと待て……」

　蛇の頭の部分には、金色の輪のようなものがはめてあった。

　一匹残らず、徹てつ底ていして。野生の蛇ではありえない人工物の特徴。

　俺はこれと同じものをどこかで見たぞ……？

「そうだ……全滅村の床下だ！　壊こわれた壺つぼの中に、金色の指輪みたいなのがたくさん納まっていた。あれ、ひょっとしてこの蛇につけられていたものだったのか!?」

　だとすれば、この蛇達は元々全滅村の家庭で飼われていたものだった？

　たくさんの蛇に、壺に、金色の輪。

　何だろう、どこかで聞いた事はなかったか、そんな話。

　ちくしょう、もう喉まで出かかっているのに……。

「忍しのぶクン!!」

　改めて間近で叫ばれ、すぐ足元まで蛇の群れが近づいてきている事にようやく気づいた。

「うわっ！」

　慌てて飛び退のき、惑まど歌かと二人でその場を離はなれる。走る。逃げる。

　先に逃げた横よこ枝えだ正ただしがどこへ向かったかはもう分からなかった。捜している余裕もない。とにかく深い霧きりの中を駆け抜けて、あらぬ方向へと突っ走っていく。

「じょ、冗談じゃないよ。さっきっから走らされっ放し！　準備運動もしていないのにさ。こんな所で足がつったりアキレス腱けんを痛めたりしたら最悪だっていうのに」

「なあ、ここってどこなんだ？」

　走って、走って、走って、走って。

　ふと気づいて立ち止まった時には、もう物置みたいな寂れた小屋はどこにもなかった。腐った枯草だけが続いている。霧のせいもあるが、目印になるものが何も見えないのは想像以上にゾッとさせられた。まるで砂漠の真ん中に置き去りにされたような気分になる。

「知らないよ。火星までは走っていないんじゃない？」

「あっちになんかあるみたいだ」

　一度乱れた呼吸を整えてから、惑歌と二人で霧の奥へと向かう。

　教室の机みたいに、整然と並べられたものがあった。

　巨大な石だ。

「……また墓場か。さっきも見たぞ」

「でも、さっきと同じ場所じゃないみたいだね。こっちの方が、かなり表面を丁寧に削ってある」

　わざわざ二ヵ所に分けている理由でもあるってのか？

　横枝正がいれば聞き出す事もできたかもしれねえけど、どうにもならねえよな。

　それに、今は墓石がどうのこうのは割とどうでも良い。

　あの蛇の群れがいつまたやってくるか分かんねえし、群れがあれ一つとも限らねえ。最悪、四よツ山やま一帯が蛇の生息地だとしたら、そこら中が埋め尽くされる危険だってありえる。

　クラスメイトも心配だが、闇やみ雲くもに捜していられる状況じゃない。

　まずは自分の安全を確保しねえと。

　墓石の並ぶ一帯からさらに奥へと進むと、様子が変わってきた。ボロボロに崩れているが、石を積んだ塀のようなものが横一列に並んでいるのだ。物置みたいな狭さで、ベニヤにトタンを張り付ける程度の家に住んでいた連中とは、何かが噛かみ合わない。いきなり『水準』が跳ね上がったような気がするのだ。

「こっちから入れそうだね」

　惑まど歌かが言ったのは正門みたいな所ではなく、塀の崩れた所だった。

　踏ふみ越えて先に進む。

　木でできた太い柱が二本立っていた。鳥居みたいだね、と惑歌が言った。別に彼女の推理力が爆ばく発はつした訳じゃねえ。その奥に、ぐっしゃぐしゃに潰つぶれた木造の社が、ほとんど山のように積まれていたからだ。

　これまでのベニヤとトタンに比べたら、随分と風格のありそうな建物だった。

　……もちろん、こんな残ざん骸がいを積んだような有り様になっていなければだが。

　社は基部から崩されていて、積み上げられた木材の中には黒く炭化している部分も珍しくなかった。一つの建物を人の手でここまでぶっ壊こわすのは、相当な執念が必要なように思える。

「神社をぶっ壊すなんてよっぽどだよな。一体何があったんだ？」

「民衆のクーデターとか？」

「どういう事だよ」

「だって、さっきのオンボロ小屋と明らかにグレードが違うじゃん。貧富の格差ってヤツ？　不満は解消できなきゃ蓄積していくもんだよ。一定のラインを越えたらそれは物理的な暴力の形で噴ふん出しゆつしちゃう」

　取り壊された神社の周辺をぐるりと回ってみると、いくつかの屋や敷しきがあるのが分かった。

　そう、屋敷。

　うちのかやぶき屋根の屋敷と同じ、農村ベースの大きな家だ。これもやはり、ベニヤとトタンの集落とはかなり雰囲気が違う。って事は、だ。石塀の内側は村の中でも特権階級の人間ばかりが集まっていたんだろうか。

　ただ、こちらは神社と違って、大々的にぶっ壊されていたりはしなかった。

　放ったらかしのかやぶき屋根はすっかり腐り、半分ほどが屋内に崩れ落ちていたが、それはあくまでも時間の経過がもたらしたもんだ。鈍器で柱を折ったり火を放ったりといった、神社の跡地にあった特徴はない。

「……やっぱ、あの神社だけが特別扱いだったみてえだな」

「今までのベニヤ、トタン組とは大分違うね。なんていうか建物からお金の匂いがする」

　そんなもんかね。

　インテリビレッジで当たり前のようにかやぶき屋根のお屋や敷しきに住んでいる俺は、この手の家屋にどれぐらいの値打ちがあるのか全く把握できない。さて、おいくらなんだ？

「あっちもこっちもボロボロで、あの蛇達から籠ろう城じようできそうな雰囲気じゃないのはおんなじだけどね」

　試しに屋敷の一つに土足で踏ふみ込んでみる。

　板張りの廊下はミシミシと音を立て、いつ抜けるか心配なほど。ただ、古い箪たん笥すや掛け軸などがあり、生きるために精一杯だった『ベニヤ組』とは随分と雰囲気は違っていた。

「……富裕層って感じなのに、やっぱりガスや水道はないんだね」

「また達筆な字の帳ちよう簿ぼみたいなのがあるな」

　壁かべに掛けられた和紙の束に触れる。湿気でボロボロと崩れてしまいそうなそのページの何枚かを、携帯電話のカメラで撮さつ影えいしておいた。

　竈かまどや巨大な水がめなんかが並ぶ、インテリビレッジでもなかなかお目にかかれない台所へ入ると、俺はしゃがみ込んで床を軽く叩たたいてみた。

「どうしたの？」

「いや、ここにもあるんじゃねえかと思って……」

　しばらく調べてみると、返ってくる音が違う場所を発見する。手を這はわせると、錆さびてボロボロになった金具とぶつかった。床下収納の戸だ。引っ張って開けると、四角い小さな空間が待っていた。中にあったのは……。

「ほら、あの壺つぼだ。横倒しになってるけど、こっちはまだ割れてない」

「壺の口からこぼれているのって……あの蛇の頭にはまってた、金色の輪だよね？」

　……なんかの妖怪であったような気がするんだけどな。

　俺は床下収納にあった壺を拾い上げてみる。金色の輪はかなりの数が入っているのか、ちょっと振るだけでもザラザラという音が聞こえた。

　壺の側面には、黄色く変色した和紙が貼り付けてあった。

　表面の文字は達筆過ぎて読めないが、書いてある文字は『ベニヤ組』と同じようだった。

　漢字で二文字。

「……『当』？　最初の文字は当たるの『当』っぽいんだけどな」

「二つ目は複雑過ぎてサッパリだね。そもそも今も使われている文字かも分かんないよ」

　富裕層にも『ベニヤ組』にも共通で存在する壺。

　この中に金色の輪があり、それと同じものが蛇の群れにも装着されているとなると……あの蛇は、座ざ敷しき童わらしと一緒で家につくようなタイプなんだろうか。

　でもなあ。

　家人のいなくなった家を座ざ敷しき童わらしが守り続けるなんて話は聞かない。この全滅村の有り様を見る限り、家に関わる妖怪が何十年もこの地にこだわり続ける理由はないように思える。

　例外と言えば、ずっと暮らしていた横よこ枝えだ正ただしか。

　でも、あいつもあいつで蛇の群れが出していた音を人間の刺客と勘違いしていた節があるからなあ。どうも横枝が家人として、あの蛇を全部制御下に置いているようなイメージは湧かない。

　三〇年以上前に全滅村の村民は皆殺しにされている。あれがただの蛇なら、金色の輪は新しい蛇が生まれるたびに人の手で装着させないといけないはずだが……それができる唯一の人物である横枝正は蛇について正しい知識を持っていなかった。

　となると、金色の輪を装着できる人物はいなくなる。

　それでも、あんなにびっしりといた蛇に全部金色の輪がはまっていたっていう事は……。

　ずっと、ああだったのか？

　金色の輪も含め、あのまま歳を取らない、形の変わらない妖怪って事で良いんだろうか。

「これからどうするの」

　惑まど歌かが尋ねてきた。

「おそらく村の中じゃここが一番豪華で一番頑丈なはず。……その富裕層地帯でもこんなにボロボロ。あの蛇の群れがもう一度やってきたら、いろんな隙間から潜もぐり込んでくるのは間違いないよ」

「確かに。隠れているだけじゃ駄目だよな」

「どこ行くの？」

「あの蛇が何かしらの妖怪なら、取り扱い方をまとめた文書みたいなものがあるかもしれねえだろ。ここはおあつらえ向きに、村の中でも権力者が住んでいたみてえなお屋敷だし」

「達筆過ぎて読めないって」

「でも、何も探さないよりはマシだ」

　何しろ妖怪は普通の方法じゃ死なない。外にある発電機の燃料を取り出して火炎瓶を作ったって自衛はできない。妖怪に対処するための方法は一つ。……種族としての特徴を調べて、彼らに襲おそわれる条件から『外れる』事だけだ。

　そんな訳で、惑歌と二人で屋敷の中を徹てつ底てい的に調べていく。

　弓のようにしなった柱の近くを通り抜け、今にも崩れ落ちそうな腐った屋根の下を潜くぐり、本当に崩れてしまった、腐った茅かやを踏ふみ潰つぶして歩く。古い戸棚の中に収まっていたいくつかの文書は形を保っていたが、それ以外は正直厳しかった。水に濡ぬらしたトイレットペーパーの束みたいに、一個の塊になっちまってるのも珍しくない。

「しかし、どれもこれも読めねえな……」

「だから言ったのに」

　和紙の束を適当に放り投げた惑まど歌かが、呆あきれたように言って近くの壁かべに背中を預けた。

　直後に、いきなり惑歌の体が消えた。

　いや違う。

　腐った土壁ごと建物の外へひっくり返りやがった!!

「ぎゃあ!!」

「そこは『きゃんっ』と可愛かわいらしく言おう惑歌！」

　戸のなくなった四角い巨大な穴から、裏庭に当たる部分へと飛び出す。惑歌は腐った建材にまみれて仰向けにひっくり返っていた。幸か不幸かぶよぶよの建材が頭を守るクッションになったようだ。そして制服のスカートは盛大にめくれていて、泣きたくなるほど残念な事にグレーのボクサーパンツだった。
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　目の前が真っ暗になる。

「馬ば鹿か野郎ッッッ!!　お前男の子なの!?」

「いや楽なんだって！　スポーツブラと上下セットのお揃そろいだし!!　ていうか何で私のパンツが全開で忍しのぶクンが怒る側なのかが見えないよ！　……って、あれ？」

　と、そこで惑歌が何かを発見したようだった。

　彼女は霧きりの向こうを指差して言う。

「忍しのぶクン、あれ」

「あん？　何だこりゃ……」

　今まで気づかなかったが、どうやらこの先は急にそびえる斜面になっているようだった。崖なのか、あるいは四よツ山やま外周の山のどれかなのか。

　が、惑まど歌かが言いたかったのはそうではなかったらしい。

「違うよ、あれ」

　彼女はもう一度、同じ所を指差して、

「洞窟がある」




　　　　20（内うち幕まく隼はやぶさ）




　情報収集のため携帯電話の通じるサービスエリアまで行こう、という話になった。

　が、いきなり躓つまずいた。

　インターチェンジの近くまでやってきた時だった。

「くそ、何だ？」

　ちょっと速度を落としたら、いきなりエンジンが止まってしまったのだ。

「噓うそでしょ！　こんなトコでバッテリー上がっちゃったとか!?」

「そんなランプは点ついてないけどな……」

　運転席でうだうだしていても仕方がない。推理マニアを残し、俺はドアを開けて外に出る。とりあえずレンタカーに積まれた工具だけで何とかできるかどうか判断するため、ボンネットを開けてエンジンルームを調べようとしたのだが。

　車体前面の、金属の戸を持ち上げた直後だった。




　うじゃっ!!　と。

　エンジンルームいっぱいに、得体のしれない蛇が敷しき詰められているのを目もく撃げきした。




「うわ、あ!?」

　思わず両手をボンネットから離はなしてしまう。バグン！　と大きな音を立てて金属の戸が落ちる。事情を知らない艶えん美びが車の中で目を丸くしていたが、こっちはそれどころじゃない。

　ボンネットは完全には閉まらなかった。

　その隙間から溢あふれるように、小指ほどの太さの黒い蛇が次々と外へ這はい出てくる。

　あまりのおぞましさに、後ろへ下がるつもりが尻しり餅もちをついてしまった。

　これがエンストを起こした原因？　好き好んで野生動物が入りたがるような場所じゃないだろ！　そもそもあんな所に入り込んで丸焼きにはならないのか!?

　常識的な疑問に反するように、次々と路上へ降りる黒い蛇には、火傷やけどらしき痕は全く見えない。俺の知っているルールが全く通用しない。その事に、何か猛烈に嫌な予感がした。揃そろいも揃って金色の輪のようなものを頭にはめた黒い蛇の一匹と、目が合う。

　普通の手段じゃ傷つかない生き物。

　まさか。

　これ。

「妖怪……なのか……」

　呟つぶやいた直後だった。

　あれだけ何十匹といたはずの大量の蛇達が、霧きりの中に溶けるように消えてしまった。どこかへ逃げたのではない。明らかに、その場から、ドライアイスのようになくなってしまったのだ。

　流石さすがに様子が変だと思ったのか、助手席から推理マニアが降りてくる。

「刑事さん、どうしたの？」

「いや……」

　今起きた事を、正しく説明できる自信がなかった。

　疲れが見せた幻覚、と言えば自分を納得させられそうなほどだった。

　だが、

「あれ……？　ボンネットに何か挟まってるよ」

　一いつ瞬しゆん、あの蛇が残っていたかと思ってビクリと肩を震ふるわせたが、そういう訳ではなかったようだった。

「スニーカーだね」

「スニーカー？」

　俺は怪け訝げんな顔をして立ち上がる。

　推理マニアがボンネットを小さく開けて引っこ抜いたのは、確かに白いスニーカーだった。右足だけ。飾り気のないものだが、見覚えはある。

「……囚人服とセットのヤツだな」

「ていう事は、長は谷せ部べ道みち夫おの？」

　俺と艶えん美びは思わず顔を見合わせる。

　スニーカーの留め具のボタンを外し、中なか敷じきを取り外して、色々調べてみる。すると、爪先の方に何か小さく折った紙切れがあるのを発見した。

「刑事さん……」

「俺に嘆くな。ボディチェックを担当した刑務官に文句を言ってくれ」

　広げてみると、名刺程度のサイズの紙切れだ。ノートかメモ用紙の一部を千切り取ったもののように見える。

　書かれているのは、簡単な地図だった。

　四よツ山やま一帯のようだが……一番大きなランドマークであるはずの、例の半導体工場については全く書かれていない。

　代わりに、

「何だろうね、この×印」

「胡う散さん臭くさいのは確かだな」

　車に戻ってエンジンキーを回してみるが、エンスト状態から回復しない。最寄りのサービスエリアに向かうのは後回しにした方が良さそうだ。

　……どうにも、あの蛇の妖怪に誘導されているようで癪しやくだが。

　まずは、長は谷せ部べのスニーカーに隠してあった地図の×印を調べてみるべきだろうな。




　　　　21（菱ひし神がみ舞まい）




　それじゃあそろそろ舞ちゃんのターンにしますかね。

　だだっ広い社員食堂で互いを監かん視ししている中、私は足元ですりすりしていたすねこすりを両手で抱き上げる。

　小声で言う。

「（……そろそろ停電するから、そしたら一人ぶっ殺すよ）」

　ぶっ!?　とすねこすりが噴ふき出しそうになった。

「（……にゃん！　にゃにゃにゃにゃにゃにを!?）」

「（……ここに来る前の道すがらでブレーカーに細工済み。社員食堂には窓がないから真っ暗になる。工場ブロックは絶対止まんないけど、それ以外の生活エリアは普通に停電するよ）」

　どうせ狐きつねと狸たぬきの化かし合いだ。

　安定した状況を引っ掻かき回さない限り、どいつもこいつもボロを出しやしない。

　私の読みじゃ、この中のメンバーのほとんどは事件の本筋とは関係ない、『犯人探しを面倒臭くするための水増し要員』。殺したって毒にも薬にもならない。さてさてさて、本筋に絶対関わっていないと断言できる者の内、一番偉そうなヤツを殺してみるとしますか。

　そういう点では伊い藤とう武たけるが適任。

　そもそも『責任者』として企業監かん獄ごくの全権を任されている伊藤なら、妖怪絡みの怪奇現象に頼たよる理由は一個もない。囚人にしても看守にしても、一人二人は自由に殺せるし、死体だって黒くろ山やま電子グループっていう組織の力を使って完かん璧ぺきに処分してもらえるだろう。

『犯人』ではなくターゲットとしてならトップランクの候補だけど……別に私は『犯人』に肩入れしない。ヤツより先に伊藤を殺してしまっても何の問題もない訳で。

　なおかつ、囚人側はともかく、看守側は一番強い権限を持った伊藤がいきなり死ねば絶対に動揺する。そして看守と囚人の人数差は、私とすねこすりを除外しても五対二。多数派の看守側がパニックに陥れば、少数派の囚人側にも恐怖と衝しよう撃げきは伝でん播ぱしていく。『集団』の怖いところだよね。

　という事で。

　いろんな理由を総合しまして。

　ひとまず伊い藤とう武たけるさんという事になりました。色々許せ。

「（……さ、さっき殺しは駄目みたいな事言っていたのに！）」

「（……必要経費として計上できないのはね。これは企業監かん獄ごくの秘密じゃなくて、妖怪絡みの怪奇現象を解き明かすためのもんだから、百鬼夜行に処分を任せられる）」

「（……犯人当てはどうしたんですか、せっかく全員を集めたのに！）」

「（……はあん？　誰だれがそんな段取り踏ふむなんて言ったのよ。そういう理性的なふりをしてからズドンと落とすための下した拵ごしらえだっつーの。私は基本的に暴力担当だよ）」

「（……で、でも、あなたは部外者ですよ。囚人でも看守でもない。何かトラブルが起きたら真っ先に爪弾きにされてしまうんじゃあ）」

「（……そうだよ）」

　私はニヤリと笑い、

「（……その『一番怪しい誰か』があっさり死んだらどうなる？　私を悪者にして心を安定させたがっていた集団は今度こそガタガタになる。その中の誰かがオカルトの手綱を握っていたとして、そんなの関係なしに大パニックが訪れる。……そしたら嫌でも使うでしょ。自分の身を守るためのオカルトを）」

「（……し、死ぬって……？）」

「（……表の駐ちゆう車しや場じようには車がびっしり。あれに乗って逃げるふりして、車を盛大に爆ばく破はしましょ）」

　と、コソコソ内緒話している私に苛いら立だったのか、チキン山やま田だが不機嫌そうに舌打ちした。

　ま、わざわざ一度疑われやすい状況を作るために、公衆の面前で内緒話しているんだからね。

「おいオメー、さっきっから何話してやがる」

「すぐに分かりますよ」

　すねこすりを抱えたまま、私は肩をすくめた。

　直後だった。




　ブツン!!　と、ブレーカーの小細工によって周囲一帯は暗くら闇やみに包まれる。




　さあて行きますか。

　敵が悪い事をしている、ってのを万人に納得させなければ攻こう撃げきできない、なんてルールは妹や刑事さんの領分だ。

　私みたいな裏稼か業ぎようの場合、最後の最後で犯人を炙あぶり出せればそれで良いって場合もあるのさ。




　　　　22（陣じん内ない忍しのぶ）




　洞窟。

　それを聞いて、俺は嫌な顔になっただろう。

　耐たい震しん基準もクソもない、こんな崩れかけ傾きかけのお屋や敷しきで探し物をしている事自体も結構危険を伴うはずだが、天然モノの洞窟っていうのはそんなもんじゃねえ。

　どこぞの観光地にある、年中涼しげな神秘的ムードの漂う鍾しよう乳にゆう洞どうをイメージしているんなら大間違い。

　本当に人が何の手入れもしていねえ洞窟っていうのは、基本的に何百匹って虫が集まる。蜘く蛛も、百足むかで、ダンゴ虫、ナメクジ、カタツムリ、蚊、ハエ、そしてお馴な染じみ各種のゴキブリちゃんまで。グロ生物の集合住宅みたいな所に、わざわざ好き好んで入りたがるヤツなんている訳ねえ。

　挙げ句、天井はいつ崩れるか分からねえ、地面も以下略、大きめの亀裂を見逃せばヤスリのような壁へき面めんに体を擦こすりつけながら何メートルも、下手すりゃ一〇メートル越えで真っ逆さま。酸素不足、火山性有毒ガスの危険性なんてのもある。

　……何より怖いのが、こうした超絶デンジャラス空間だっていうのに、『外』からその異常は全く分からないってトコ。仮に俺が洞窟の中で身動きが取れなくなったとして、誰だれかが助けに来てくれる可能性はどれくらいあると思う？　多分、路上で強盗に襲おそわれている時に颯さつ爽そうとアメコミの全身タイツが助けに来てくれるよりも望み薄うすなんじゃねえかな。

「だからね惑まど歌かさん。都会育ちのブルジョワさんにゃ分からんかもしれんが、洞窟なんてのはいつ最後の整備をしたか想像もつかんボロボロの吊つり橋を渡ってみるのと同じくらい危険なものなんじゃよ。とりあえず雨宿り的な気分で入って良いような場所じゃあ……あれ、惑歌？　惑歌さん!?」

　いない!?

　ついさっきまで屋敷の脆もろくなった壁かべぶち抜いて裏庭に転がっていたはずの惑歌が、いつの間にかいなくなってやがる!!

　ゾッと背筋に嫌なものが走る俺の耳に、どこか遠くから少女の声が聞こえてきた。

「おおっ、やっぱ中は涼しーい。でもなんか匂いが籠こもってるな。熊の寝床とかじゃないよね？」

「洞窟からだし!!」

　勝手に中に入りやがったな!!

　ぽっかりと空いた、直径二～三メートル程度の大穴の奥を覗のぞき込んでも、真っ暗くら闇やみで何がどうなっているのかは全く分からなかった。多分、霧きりがなくても結果は同じだろう。

「惑歌！　惑歌さーん!!　実を言うとこの呪われた感満載の廃村に一人ぼっちって一〇〇パーちびるシチュエーションなんでそろそろ戻って来てくれません!?」

「えー？　なんか意味ありげな洞窟じゃない。全滅村の秘密とかに繋つながっているかもよー」

　意味ありげ？

　惑まど歌かが言った台詞せりふに思わず眉をひそめる。

　こうして見る限り、どこぞの鍾しよう乳にゆう洞どうのように人の手が加わっているようには見えない。大仰な鳥居とか注し連め縄なわとか、洞窟の名前を記した石碑みたいなものも置いていない。特別視されていたような痕跡は特に見当たらねえんだけど……。

「惑歌、どういう事だ？　なんか根拠でもあるのか？」

「……、」

「意味ありげってどんな意味で？　ああ混乱するけど使い方は間違っていねえはず」

「……、」

「あのー、惑歌さん？」

「……、」

「だんまり決め込んで俺が中に入らなくちゃいけない状況作ろうとしてるだろ!!」

　くそう、男の操り方に長たけている小悪あく魔ま系クラスメイトってどうなのさ!!

　……不覚にもちょっとあれこれ高鳴っちゃっている自分が哀かなしい。

　とにかく洞窟の中に入らない事にはどうにもならないようだ。しかし、あの真っ暗くら闇やみの中を手探りで進むのはあまりにも怖い。明かりになるものなんてあったかな……っと。

「ディーゼルって軽油だよな……？」

　屋や敷しきの外周を壁かべに沿ってちょっとぐるりと回ってみる。すると……あった、発電機だ。ボロボロに錆さびついてはいるが、燃料タンクの蓋を外すと独特の臭気が漂ってきた。『軽油』としてきちんと使える品質かは極めて謎なぞだが、布に浸して火を点つければ良く燃えるだろう。

　後は木の棒に、ボロ布でもあれば松たい明まつを作れそうだ。

　いずれも崩れかけた屋敷の中から調達し、明かりを手に改めて洞窟の中へとおっかなびっくり足を踏ふみ入れてみる。

　……入ってから気づいたけど、これ、七輪みたいに松明の炎で一酸化炭素中毒、なんて起きない、よな？

「狭いな、クソ」

　川の流れが少しずつ削った、って感じではなさそうだ。かと言って、人が掘った訳でもなさそう。全体的に、洞窟の断面は歪いびつな三角形に近い形状をしている。……地じ震しんか何かで山の地じ盤ばんが大きくズレた際に、たまたま何かが引っかかるような形で空間が支えられたんだろう。つまり、何かの拍子に丸ごと崩れたって不思議じゃねえ構造だ。

　一人、玉袋を恐怖で縮めていると、オレンジ色の光に惑歌の全身が照らし出された。

　どうやら、意外と近くにいたらしい。

　せいぜい入口から一五メートル程度だ。

「おやまあ忍しのぶクン、松たい明まつとは随分と野性味溢あふれる手段に出たね。私、携帯電話のバックライトで頑張ったのに」

　にこにこと笑う惑まど歌かには恐怖心ってものがなかった。

　玉袋がないからかもしれない。

「……グロ虫だのネズミだのコウモリだのが何百いるかも分からん場所に、良くケータイの画面光らせて入っていったよな。生き物って基本的に光のある所に集まるんだぜ。一斉に飛びかかってきたらどうするつもりだったんだ。『恐怖の虫塊人間惑歌ちゃん』の一丁上がりじゃねえか」

「うげ、そういうパターンもありな訳。ていうかそれなら忍クンの松明だって」

「ヤバいのは一緒だが、火は武器にもなる。振り回しながら出口を目指せるだけまだマシってもんだ」

「ほへー、アウトドアマンめ。ぶっちゃけちょっと株が上がってるぜ。ひょっとして飯はん盒ごう炊飯とかできる人？」

　そうかい。金きん融ゆうの怪物にそう言われるのは光栄なのかね。

　しかし……、

「でも杞き憂ゆうなんじゃない。あちこちの壁かべを照らしているけど、虫どころか生き物らしいの全く見つかんないし」

「それはそれで変じゃねえか……？」

　だって、何百匹って虫がいないからには、ここに虫がいない理由ってのが必要になってくる。まさかと思うけど、酸素不足や火山性ガスの出番なんかじゃねえだろうな。

　松明は酸素を喰くうから、火の強さが極端に弱まれば酸素不足の警報って事になる。でも、火山性ガスだったら最悪だ。多分、異常に気づいた時には手遅れになる可能性が高い。

「惑歌、ここはちょっとヤバそうだ。殺虫剤でもなかなか死なねえグロ虫さえ寄り付かないような『何か』があるっぽい。早く出た方が良いな」

「いや大丈夫だと思うけど」

「？」

「だって、ほら。向こうに光がある。出口だよ」

　惑歌はいきなり横合いを指差した。

　いいや違う。Ｔ字路みたいになっているんだ。

「私達が入ってきたトコと、すぐそっちの出口。空気の通り道はたくさんあるんだもん。ガスが籠こもるような事はないよ」

　加えて言うと、洞窟自体もあんまり大きなものじゃなかったらしい。

　松明の光をかざして正面の闇やみを拭うと、ほんの一〇メートル程度で行き止まりになっていた。俺達が入ってきた所から数えても二五メートル程度しかない。

「意外に小さいね」

「ああ」

「うーみゅ。絶対意味ありげと思ったんだけどなー」

「伝説のドラゴンも盗賊の隠したお宝も見つからなくてガッカリかね」

「そうじゃなくてさ」

　惑まど歌かは人差し指を立てて、

「この洞窟は天然ものだけど、支配階級っぽいお屋や敷しきのすぐ傍そばにあったんだよ。目障りだったら村人でも動員して入口を埋めちゃえば良いのにさ」

「ん？　そりゃまあ……。でも村全体があんな感じだろ。美的感覚溢あふれる庭園をデザインしますなんて生活の余裕はなかったんじゃねえの」

「かもね。でも、そもそも支配階級なら四よツ山やまの好きな所に自分の屋敷を建てられたはず。その最適な立地として『洞窟の近く』が選ばれたっていうのは妙だよねえ」

「にゃるほど。確かに意味ありげだ」

　だって俺だったら絶対やだもん、洞窟の近くなんて。大量の虫が寝床にするって事は、暖かくなれば一斉に解き放たれる訳で……。

「ねえ忍しのぶクン、あっちで何かキラキラ光ってる」

「あん？」

　惑歌が指差す方へ松たい明まつを持って近づいてみると……直線の行き止まり辺りにすり鉢状の窪くぼみがあり、その中心部分に大きめの水溜たまりのようなものがあった。と思ったが、違う。水はかなり透明度が高かったが、それでも底は全く見えなかった。相当に深い。松明の光が届かないほど。ここだけ竪たて穴あなになっているようだ。

「人の手で掘ったみたいだ」

「井戸って事？」

「技術的には。でもこれ、水位がメチャクチャじゃねえか。いつ溢れてもおかしくないぞ」

　普通に地面を深く掘る必要はない。洞窟は元から地中にあるのだから、最悪、俺達よりも高い所を水脈が走っている可能性だってある。となると、この異様に水位の高い井戸（あるいは泉？）は山の中を走る水脈を掘り当ててしまったんだろうか。

　……すぐ近くに水脈があるって事は、ますます岩がん盤ばんの強度が不安な訳だが。

　あと。

　井戸を掘る技術があるなら、何で村ではドラム缶のろ過装置なんて使っていたんだろう？

「おや」

　惑歌はその場にしゃがみ込むと、漬物石くらいのサイズの小さな岩を人差し指でツンツンと突っついた。

「また何か彫ってある。でも漢字がムズ過ぎて全然読めないね」

「とりあえず撮とっておくか」

　携帯電話のカメラでパシャリ。

　旅の思い出としてはほぼ最悪だ。除じよ霊れいフォルダを新しく作った方が良いかも。

　他に気になるようなものは何もなかった。俺と惑まど歌かは来た道を引き返し、Ｔ字路のような場所でふと立ち止まる。そういえば、もう一つの出口の方はまだ調べていなかった。

　光が漏れているって事は、出口はすぐ近く。つまり山を丸ごとぶち抜いて、反対側まで繋つながっている、という訳ではないだろう。

「忍しのぶクン、行ってみようか」

　松たい明まつ片手に進んでみると、いきなり道が狭まった。体を横にしないと通れないくらいだ。さらに道は急な登り坂になり、そして蚊取り線香のようにぐるりと回っている。

　しかし地獄の道のりはすぐに終わった。

「ここは……」

「ちょっと高いトコに出たね」

　おそらく三～四メートル程度の高さだろうが……深い霧きりのせいで正確な所は不明だ。洞窟の中ではＴ字路になっていたが、実際に二つの出口は同じ斜面に空いているものだろう。というか、そもそもそれ以外に出口を空けられるはずがねえんだ。

「忍クン、これからどうする？」

　惑歌が疲れたように、汚れも気にしないで座り込んだ。

「この山登って反対側まで出たら四よツ山やま越えられるかなあ……」

「どんくらいの高さの山なのかも分かんねえのに、水も食しよく糧りようもなしで革靴使って山越えなんて正気の沙汰じゃねえぞ。しかもこの霧きりの中、地図もＧＰＳも使えねえのに」

「えー？　真っ直すぐ突っ切ればいつか何とかなるものなんじゃないの？」

「切り立った断崖があったらフリークライミングする羽目になるけど大丈夫か。重ねて言うけど革靴で。俺はせめて命綱は欲しいかな」

　新幹線や高速道路がどういうルートを通っているかを調べれば、どれだけ陸路が山を嫌っているかは一目瞭りよう然ぜんなんだけどな。

　いい加減に疲労と閉塞感で精神が限界に達してきているのか、それとも『調べる所』が少なくなってきて、それでも有効な情報が得られない事にイライラしているのか、なおも惑歌は唇を尖とがらせてぶーぶー言っていた。ううん、美少女ってのは得だな。全体的に画えになる。でなけりゃとっくに分からず屋をぶん殴っていたかもしれん。

「結局あれこれ努力したってどこにも逃げられない。まるで艶えん美びが昔言っていた処刑島連続殺人事件みたいだね」

「……不気味なワード出すのやめてもらえます？」

「なんかねー、東北の絶海の孤島にある炭鉱跡地で密室殺人事件だって。ワイヤー使って小窓から鍵かぎを放り込むトリック使ってたとか言っていたけど」

　と、その時だった。

　手詰まり感満載の嫌な空気を、メチャクチャ軽い電子音がいきなり打ち破った。

　俺と惑まど歌かは思わず顔を見合わせ、眉をひそめる。

　それは俺のポケットに入っていた携帯電話の着信音だった。メールを受信したらしく、巨乳の座ざ敷しき童わらしから『ひまだーお土産買ってこーい』という内容のものが何件か続いている。

「……繋つながるぞ。でも何で!?」

「見て忍しのぶクン。あれだよ、あの廃車！」

　惑歌が俺の肩を叩たたきながら言う。

　見ると、確かに草の生い茂る山の斜面に、何やら錆さびた茶色い塊が鎮ちん座ざしている。廃車、と言ってもほとんどスクーターを四輪にしたような、一人乗りのコンパクトなものだった。老人が買い物弱者になるのを防ぐために、自動車会社が着手していた超小型電気自動車だったと思う。

「きっとまだ動くんだ。カーナビとか自動ブレーキシステムとかって、ネット接続が必要だったはず。電気自動車そのものがWi-Fiと3G両方の移動無線基地として機能するから、私達の携帯電話の電波を拾ったんだよ！」

「いやいやいや!!」

　人間ってのは自分に都合の良い情報は疑わなくなる生き物だ。

　でも待ってくれ。

「年代がおかしい！　全滅村は雨水ろ過してディーゼルの発電機で電気作っていたような文化レベルだぞ？　電話線さえ通っていないんだ。それが何でいきなりネット環かん境きよう完備の電気自動車なんてもんが出てくる」

「え、それは」

「そもそもバッテリーは無限に使える訳じゃねえ。三〇年前に皆殺しにされてそれっきりだったら、一体誰だれが充電しているっていうんだ？　ＯＳだのファームウェアだのだってそう。自動更新で放ったらかし？　だったらネットの契約料は誰が払ってる。放っておいたら契約切られてそれっきりだろ！」

「忍クン、全滅村のボロボロ集落の方で誰かに襲おそわれたじゃない。あの人の私物とか？」

「一〇〇％否定はできねえけど、喰くうものに困ったら、こういうのっていの一番に売却しねえか。それに月々の契約料はどうするんだ」

　ガスコンロやボンベなんかを調達していたところから考えて、何かしらの収入源はあるのかもしれない。雑誌を拾って売るとか、珍しいカブトムシを捕まえて売るとか。でもどう考えたって微々たるものだ。何千円っていう支出を常に安定確保できるとは思えない。

「誰だれかがどこかと定期的に連絡するために置いたんだ。気づかれにくい山の斜面に置くために、一番軽量なタイプの電気自動車を確保して。でも、それは多分、全滅村でウロウロしていたあの男じゃねえ。むしろ、あいつに気づかれねえようにするために、平たい地面じゃなくて斜面に設置したんじゃねえのか」

「だとしても、それは誰なの？」

「分かんねえけど……」

　電気自動車ならナンバープレートは取り付けられているはずだが……見当たらなかった。自然に錆さびて朽ち果てたというより、意図的に個人情報を隠そうとしているようにも見える。

　これ以上は考えても無駄だ。

　俺は自分の携帯電話に改めて目をやった。

「とにかく電話は繋つながるんだ。これで観光バスから俺達が消された事も、救助のプロに助けを求める事もできる」

「後これもね」

　惑歌は俺の携帯電話の背面を指先でつんつんしながら、

「今まで撮とっていた写真。訳分かんないグニャグニャ達筆の漢字ってさ。ずーっと昔っから生きている座ざ敷しき童わらしちゃんとかなら読めるんじゃない？」










　　　　23（菱ひし神がみ舞まい）




　これまでのあらすじ!!

　企業監かん獄ごくとされる大規模工場から数名の看守と囚人を残して八〇〇〇人が消えた。でも、実際には八〇〇〇人が消えたんじゃなくて、私達の方こそが『何か』に巻き込まれたみたい。ひょっとしたら、本物の世界では私達の方こそが行方不明扱いされているかもしれないね。

　さて、そうなると怪しいのは『数名』の誰か。

　でも、私は妹や刑事さんみたいにチマチマした証拠集めなんてする気はない。物的証拠なんてのは『裁判で決着をつけられる勝負』の範はん囲い内でしか有効に機能しないんだからね。

　とりあえず除外できる一名を殺害し、さらに、犯人であるはずの私が死んだふりをする。残るメンバーはパニックを起こして疑心暗鬼に陥る。ようは、『自分以外の全員を殺せば安心だ』って状況を演出しようとしている訳。

　事態の黒幕が直接動くか、他のメンバーが暴れるのを止めるために防衛行動に出るか。いずれにしても、オカルトの力を隠し持っている黒幕は、おそらくこの場面で『得体のしれない何か』を使うはず。

　後は、そいつを特定したら私の手で撃げき破はすれば一件落着って感じかな。

　ちなみに私は工場の社員食堂で一名を殺害した後、駐ちゆう車しや場じように向かって、車を盗んで逃走しようとしたところで車ごと爆ばく破はされた事になっている。

　実際には、今も炎上する乗用車から少し離はなれた別の場所……ずらりと停とまっているトラックの陰に隠れて様子を観察しているんだけどね。

　深い霧きりの向こうに、いくつかのシルエットが浮かんでいた。

「どうなってん、だ……こりゃあ」

　呟つぶやいたのは、誰だれちゃんだったかな？　そうそう、粗暴な看守の山やま田だ君だったっけ。

「死んじまった。あの女が犯人じゃなくちゃおかしいのに！　だったらあの女は一体誰に殺されたんだ!?　看守長を殺したのもあの女じゃなかったのかよ!?」

　しかし、厄介だな。

　霧の中でも炎の光は分かるんだけど、やっぱりシルエットの詳細までは掴つかめない。このまんまじゃ細かい癖くせとか表情の変化とか読めないよ。死んだ事になっているから、迂う闊かつに近づきすぎるのもまずいし。

　となると、やっぱり例外帯域の無線機の出番かね。

「（……すねこすり。すねこすりってば。配置に着いた？）」

『工場の警備室にいます。防犯モニターがいっぱいあって目が回りそうです』

　企業監かん獄ごくなんて呼ばれる施設だ、普通の工場以上にカメラは設置されているはず。すねこすりはそっちに回し、私には近づけない場所の動きを観察してもらう事にしたって訳。

　その間にも、霧の向こうのシルエットはギスギスと互いに突き刺すような言葉の応酬を続けている。

　こっちは女の看守の酒さか井い遥はるかだっけか。

「ちょっと待ってよ！　あの女がやったで決まりでしょ！」

「でも車は燃えてんだぜ!?」

「看守長を殺した後に自殺した？　あるいは、中には死体はないのかも……。とにかくあの女が犯人なのよ！　だって、そうじゃないと困る!!」

　やべ、良い線突いてる。

　でも、最後の一言は馬鹿には余計だったかもね。

「はあん？　何が困るってんだ。まるであの女に犯人役を押し付けねえとまずい秘密があるみてえな言い草だな、おい」

「ち、違……」

「っせーんだよ!!」

　がしゃん!!　という大きな音が炸さく裂れつした。……良く見えんけど、山田堅けんが適当な車のガラスでも割ったかな？　となると多分素手じゃやらんから、ここに来るまでの間に鈍器でも確保していたと見える。

「へっ、どうせオメーがやったんだろ。看守長の『趣しゆ味み』なら知ってる。一度目をつけられたら男も女もねえんだ。良い機会だもんな。こんな異常事態じゃ誰だれがやったって捕まらねえ」

「馬鹿にすんな！　私はきちんと回かい避ひしてた!!　それを言うならアンタ……!!」

「黙だまれよ！　俺が真実だっつったらそれが真実だ！　多数決でもすると思ったか？　怪しいヤツはみんな膝ひざでも割っちまえばもう動けねえんだ!!　だったら……!!」

　山やま田だ君がハッスルするかな。

　そう思ったが、いきなり流れが変わった。




「うる、さい!!」

　と、引っ込み思案な女看守の車くるま屋や希のぞみが、いきなり刃物で山田の頭を突き刺したのだ。




　深い霧きりの向こうの出来事なので、詳細は不明。ただ、おそらく割れた車の窓ガラスを山田の頭に振り下ろしたんだろう。車屋希の握ったグーの下端に、ギラリと光る何かがある。

　それが、振り下ろされる。

　何度も何度も。

　得体のしれないスタンプを押すように。

「うるさ、い!!　さっきから、べらべらべらべら!!　どうせ、あの女と共犯か何かで、私達を皆殺しにするつもりだったんでしょう!!　女が逃げる方法を事前に知っていれば、爆ばく弾だんだって設置できたんだし!!」

「ぎゃっ!!」

　山田は両手で頭を庇かばったようだが、まだ倒れない。ま、軍用のナイフとかじゃないからね。でも、まだ倒れないってだけで、多分もう駄目だ。なんせ滅多刺しって感じだし。

　よっぽど日頃から鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたのか、車屋ちゃんは園芸スコップで土でも掘り返すように、延々とガラス片を山田へ振り下ろし続けている。

「大体、大体、前から気に喰くわなかったんですよ！　そのギャンギャンした声!!　子供の頃、私の腕に噛かみ付いた、あのクソ犬みたいで……っ!!」

「ちょ、車屋さん!?」

「うるさい!!」

　ビュン！　と風を切る音も聞こえた。多分、近づこうとした同僚の酒さか井い遥はるかを牽けん制せいしたんでしょうね。

　と、ここでさらに。

「よし、そこまでだよ」

　男看守の谷たに下した一はじめが流れをバッサリ切るような調子で告げた。

　おそらく鬼の形相になっているであろう車屋の怒鳴り声が応じる。

「あァ!?」

「全員動くな。俺は警察だ。半導体工場の裏にあった企業監かん獄ごくを内偵するために看守として潜もぐり込んでいたのだよ。……ちなみに、『これ』もオモチャじゃない」

　しん……と空気が一気に凍りついた。

　ま、『これ』っていうのは日本じゃあんまりお目にかかれないモノでしょうけど。

　その効力が働いたのは、時間にして数秒ほどしかなかった。

　別の声が割り込んだからだ。

「黙だまるのはアンタだよ、大根役者」

　吐き捨てるような女性の声。

　五〇代のおばちゃん囚人……護ご岸がん桜さくらだったかな。

「アンタ、パラックス精機の産業スパイだろ。名前は羽は山やま丈じよう二じ。半導体のプリント機材の図面を盗もうとしたけど、何な故ぜかこんな場所に左さ遷せんされて目を白黒させてたはずよ。これは単なる人事異動なのか、すでに身元がバレてて収監される下準備が進められているのか。内心でビクビクしていたはず」

「な、な、何なんだね、君は!?　何をそんな……!!」

「モデルガン振り回したって私にゃ通じないよ。実弾撃うてるように改造してある訳でもなさそうだし。本物っていうのは、こういうのを指すもんだ。分かるかい坊や」

　ふうん。

　いろんな人材が転がっているもんだ。

「公安の潜せん入にゆう調査に付き合っていただきありがとう。でもここらが限界だ。ホントは企業監獄単品の暴走って扱いじゃなくて、黒くろ山やま電子グループ全体の総意ってヤツを掴つかんでからここを出たかったんだけどね。死人が出るようじゃ仕方がない」

「う、噓うそよ……」

　震ふるえる声で、車くるま屋や希のぞみが何か言っていた。……そりゃまあ、警官の目の前で人殺したんだもんね、否定したくもなるわ。

「ど、ドラマで言ってた。日本の警察では潜せん入にゆう捜査なんて認められていないはず！　あるとしても、麻薬取とり締しまり局きよくとか、一般の警察とは管かん轄かつが違う独立した調査部門だけが……!!」

「公式記録ではね。でも、公安なんてそもそも記録に残らない仕事をしている方が多い。……私はこんなおばちゃんになるまで囮おとり一本でメシ喰くってんだよ？　そっちの常識の方が間違っていたって思うべきじゃないかい？」

「でも」

　と、そこで初めて口を開いたのは、同じ女性囚人……で、くくって良いのやら。とにかく、女子高生くらいの歳の鈴すず川かわ泉いずみだ。

「……記録に残らない警察官なら、人には言えないサイドビジネスだってやり放題よね？　だって何にも残らないんだから。ホントに企業監かん獄ごくの悪事を暴く正義の味方なの？　それとも、欲望にまみれた目的が別にあるの？」

　……ふむ。

『あわわわわ!!　な、なんか、誰だれも彼もまともな人はいない感じですよ!?　ま、まさか、みんな私達百鬼夜行みたいな裏稼か業ぎようの顔があるんじゃ……』

「（……いやあ、流石さすがにそんな都合良くはないでしょ。一人二人はお日様の当たる生活を送っているヤツもいるよ。でも、後味関係なしに必要な分を殺すのが私の役割だけど）」

　でもって（自称）公安の囮おとり捜査官に全部持っていかれたら面倒だ。

　落ち着かれちゃ困る。

　黒幕がボロを出すまでは、きちんと殺し合ってもらわないと。

「う、うそだ。そんなのただのモデルガンに決まってる！」

「そりゃ自分がオモチャを持っているからかい？」

「動くな!!　これは本物なのだよ！　だから……!!」

「なら一つ、証明してやろうかね」

　チャンス!!

　私は思わず無線機に口を寄せる。

「（……すねこすり！　護ご岸がん桜さくらは誰に銃を突き付けてる!?）」

『え、ええ？　警官だか産業スパイだか良く分からない、谷たに下した一はじめとかいう人ですけど』

「（そいつの位置は？　ここからだと深い霧きりでぼんやりとしか見えない）」

『し、知ってどうするんですか!?』

「そりゃもちろん」

　私はサプレッサー付きの拳銃を取り出し、

「（護岸桜が威い嚇かく射しや撃げきをするタイミングで谷下一とかいうのを撃うつ。素人にゃ口径の違いなんて分かんないよ。銃声が一発で傷口が一個だから、今の今まで優等生だったはずの護岸桜が疑われる。信じていたものに裏切られたその他大勢はパニックに一直線よ）」

『ひっひいいい!?』

　谷下一が黒か白かは不明だから、とりあえず即死はしない所を狙うか。パニックが起こって殺し合いにさえなればそれで良いんだから。

「（すねこすり、谷下一の正確な位置は？）」

『あ、あわ、あわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ』

「（すねこすり、これは百鬼夜行の仕事よ！　アンタはお嬢じようちゃんに信用されて私のサポートをしている。ここで答えられなきゃ組織なんか辞めちまえ！）」

『た、谷下は……』

　ほとんど泣き出しそうな声で、無線越しにすねこすりは告げる。

『あなたから見て右手側、燃える車のすぐ近くにいます。距きよ離りは一〇メートル程度』

「……？」

『サイドミラーの延長線上に立っています。反射光を基準に狙えば谷たに下したの上半身に直ちよく撃げきさせられるはずです』

　考えている場合じゃないか。

　私はとにかくすねこすりの指示に従ってサプレッサー付きの小型拳銃を両手で構える。

　その時を待つ。

「証明ってのは銃声で良いかい？　それとも潰つぶれた弾丸が必要？　だったら、ちょっとその辺撃うってみないと納得してくれないね」

「おい、ちょ」

　待つ。

　待つ。

　待つ。

「緊きん急きゆう時じだ。こんな風に銃振り回したら始末書じゃ済まないけど、どうせ記録にゃ残らんからね。私達の世界じゃ意外と気軽に使っちまうもんだ。きちんと覚えておくように」

　今!!

　私は引き金にかけた人差し指に意識を集中させる。

　そして。




　パァン!!　と、霧きりの向こうで甲高い銃声が炸さく裂れつした。




　沈ちん黙もくがあった。

　少し離はなれたここに身を潜ひそめている私でさえ、耳にやや鋭するどい痛みを感じる。

　護ご岸がん桜さくらは威い嚇かく射撃を実行した。

　ただし。

　私の持つサプレッサー付きの拳銃は、上を向いていた。

　土ど壇たん場ばで射撃を中止したのだ。恨めしそうに言う。

「（……すねこすりぃ……）」

『ひっ!?　な、何ですか。私には一体全体何の事やら……』

「（……容疑者の一人を助けるため、作為的な誤情報の提供で私を攪かく乱らんしたって正式にお嬢じようちゃんに報告されるのと、仕事が終わったら私の手で全身マッサージされるのとどっちが良い？）」

『マッサージでお願いします！　祝はふり様にだけは何なに卒とぞ!!　あのお方に哀かなしそうな目を向けられるのだけはイヤあ!!』

　馬ば鹿かたれ。

　見当違いな場所に発砲して、着弾時の音や火花なんか察知されたら全部台無しになってたっつーの！　これだからプロを殺す『優しいノイズ』ってヤツは!!

「（しっかし）」

　ここからどうするか。

　威い嚇かく射しや撃げきで向こうはシンとしちゃったし、今から私が無む暗やみに発砲しようにもタイミングがなく、パニック効果は薄うすい。善きにしろ悪あしきにしろ集団の精神的な中心、柱は囮おとり捜査官の護ご岸がん桜さくらだから、あいつ一人への精神的依存度が肥大したトコで、改めて殺すなり疑惑を持たせるなりして『一斉崩ほう壊かい』を促すしかないか。

　ぐぬわー！　すっげー遠回りだわー!!

　霧きりの向こうでは囮捜査官護岸桜が交通整理をしているようだった。

「こっちは……山やま田だ堅けんとかいうのはもう駄目か」

「あ、ああ。わたし、私は、そんな、待って……」

　今さらのように車くるま屋や希のぞみがオロオロと言うが、護岸は聞く耳を持たないらしい。

「じゃあ改めて、スムーズな犯人探しをするために一人一人から事情を聞こうか。看守長と女性看守が死んだのは何な故ぜか、そしてそもそもこの怪奇現象についても」

　その時だった。

　いっそ代わりに護岸桜が全部解決してくんないかなと少々真剣に考え始めた時だった。




　さらなる常軌を逸した現象が、思わぬところからやってきた。




　　　　24（内うち幕まく隼はやぶさ）




「うへえ」

　レンタカーを降りた推理マニアが、呻うめき声を発していた。

　目の前に広がるのは、木々が腐り枝が空を覆おおい背の高い草が地面の色も分からなくさせている、整備不足の森。まるで寝たきりの老人が床ずれを起こすような、自分で自分を壊こわしてしまう自然の有り様だ。

「地図通りって、ホントにここ行くの？　遭難とかしないよね？」

「そもそもレンタカーは動かん。歩いて調べられる範はん囲いで捜査を続行するしかないだろう」

　正直、こうも足取りを掴つかめないと、本当に長は谷せ部べ道みち夫おがこの四よツ山やまにいるのかどうかも不安になってきていたんだ。

　蛇の妖怪が持ってきた、というのは凄すさまじく不安だが、そこに来ての囚人用の靴と×印のついた四ツ山一帯の古い地図だ。空振りになるかもしれないが、試してみるだけの価値くらいはあるだろう。

「それより推理マニア、本当にその水着みたいな格好しかないのか」

「これ以上脱げって言われても困るよ！　ま、まあ拝み倒されたら脱いじゃうけど」

「逆だアホ」

　俺はこれから進むべき、鬱うつ蒼そうとした緑を指差して、

「地肌むき出しであんなトコ突っ込んでみろ。細かい枝で肌はザクザク、蚊だの百足むかでだのは何百匹いるかも分かんない。楽しいピクニックになるとはとても思えないな」

「そんな時のために虫除よけスプレーが！」

「どこまで通じると思ってんだ。しかもこの霧きりで、体中に水分がまとわりつくっていうのに」

「で、ではどうしましょう」

　尋ねられたので、俺は動かなくなったレンタカーを親指で指差す。

「順当なところで言えばお留守番」

「やだよ！　妖怪まで出てくるような森に刑事さん一人で送り出すなんて。絶対ボッコボコにされて帰ってこれなくなるでしょ！」

　くそう、否定できん!!

　少なくとも、蛇の妖怪らしきもんが出てきたのは事実だし!!

　前髪を片手でぐしゃぐしゃにした俺は、半ばヤケクソ気味に、レンタカーの運転席に上半身を突っ込んでトランクのロックを外す。中を調べてみると、スペアタイヤと工具一式くらいしかない。

　くそ、駄目か。

　仕方がないので、水着みたいな格好をした推理マニアの頭に被かぶせるように、俺は自分が着ていた上着を投げ付ける。

「それで体を覆おおっておけ。ないよりはマシくらいにしかならないけど」

「え、ええと、虫除よけスプレーをドバドバ噴ふき付ければちょっとは防御できるんじゃあ……」

「必要以上にやっても化学性の炎症に繋つながるだけだ。害虫すら危機感覚えて寄り付かない薬品だって自覚あるのか」

　言うだけ言うと、俺はレンタカーの工具セットの中から一番大きなレンチを取り出した。とりあえず先頭に立って、一メートル以上もある背の高い草を工具で薙なぎ倒し、ざくざくと踏ふんでいく。……くそ、『道を作る』なんて面倒臭い作業のせいで、明らかに三倍以上体力を無駄遣いしているぞ。

　人間ブルドーザーの恩恵を受けている推理マニアは、俺の作った道を後からついてきながら、

「刑事さん、これ以上私に惚ほれさせてどうする気？」

「やっぱお前が先頭で良い？」

「でも、言うほど虫って出てきてないよね」
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「出ないなら越した事ないよ」

　……ただまあ、俺としても気になるところではある。

　緑の濃こい、やたらと青臭い匂いが肺に充満しているけど、それに反して動物臭さを全く感じない。フンや死し骸がいも見当たらない。俺達以外の生き物がいなくなってしまったようだった。

　まるで。

　突然消えてしまった、長は谷せ部べ道みち夫おや護送車の警察官達のように。

　しばらく森を進むと、緑色の壁かべが途切れた。腐った枯草が敷しき詰められた平原が広がる。地図を頼たよりに歩みを進めていくと、人工的な領域を区切るためか、先端を尖とがらせた丸太を組み合わせた、車止めのようなものがいくつも置いてあった。そこを越えてさらに進むと、トタンとベニヤのボロボロの小屋がいくつか並んでいる場所や、屋根が大きく崩れたかやぶきの屋や敷しきが何件か続いている場所に差しかかった。

　一番デカい屋敷だと、家屋だけで二〇〇〇万から三〇〇〇万って感じかな。インテリビレッジの職人やブランド材料を使うと一五倍はしそうだが。

　当然、この廃村には不釣り合いだが……。

「……人は住んでいないみたいだな。放置されて何十年も経たっているって感じだ」

「噂うわさの全滅村かな」

　推理マニアは俺の隣となりに並び、

「でも、いくつか新しい足跡があるみたい。ほら」

「一体誰だれのだよ……？」

　訝いぶかしむ。足跡は、大きいものと小さいものがある。が、その割に形は同じだった。既製品の革靴って感じだが……。

「私達みたいなカップルかもしれないね」

「もうコメントしないよ」

　足跡の行き先は地図の印とは別方向のようだった。どちらも気になるが、まずは『行けば確実に辿たどり着く』地図の印の方を消化しようという結論で落ち着く。長は谷せ部べは革靴なんて履はいていないし、女連れとも思えないし。

「うー……。ネットに繋つながらないって無意味に不安になるよね。頼たよりになるのが手書きの紙の地図だけなんて」

「仕方がないだろ」

「くっそー、いつもの情報屋と連絡が取れればなあ」

「緊きん急きゆう事態の真っ最中だからとりあえず流すけど、片隅には留めておくからな」

　地図に目を落としながら、推理マニアは片手で俺のシャツを掴つかんでいた。

「この辺、なんかあるみたいなんだよね。いくつか線が描き込まれてる」

「道じゃないのか？」

「さあね。それにしては村の中心や外へは向かってないし、他の可能性だと……」

「谷、とか？」

　数メートル先もはっきりしない深い霧きりの中だ。ついうっかりで足を踏ふみ外すのだけは避さけたい。多少は警戒しておいた方が良さそうだ。

「地図の印は？」

「もうそろそろ……。あ、これじゃない？」

　推理マニアは前方を指差すが、やはり霧のせいで、ぼんやりとした影かげしか分からない。

　しかし、これは……。

「神社みたいだね」

「元、ってつけなくちゃならないけどな」

　建物がある、というよりは、瓦が礫れきを山のように積んだだけ、といった印象だ。大量の折れた木材の中には、明らかに火を点つけられたと思おぼしき黒く炭化したものも珍しくない。どう考えても自然に倒とう壊かいした感じではなかった。個人のものではない、集団で押し流すような暴ぼう力りよくの爪痕を感じる。注し連め縄なわとか、幣ぬさ……だっけか。ギザギザに折った紙切れなんかが風に揺れているのがもの悲しさを誘う。

　壊こわれた神社があるのは分かったが、これが何なんだ？

　長谷部のブーツに隠してあった地図に印が描き込まれていた以上、何かしらの意味があるんだろうが……。

　推理マニアは小首を傾かしげて、

「長は谷せ部べが壊こわしたとか」

「印をつけて覚えておく理由にはならない」

「じゃあ神社は元々壊れていた」

「印の意味は」

「瓦が礫れきの中に何か便利なものを隠しておいた、とか」

　二人で顔を見合わせる。

　改めて瓦礫を、どかせる範はん囲いでどかしていくと、やがて透明なビニール袋が出てきた。

　中身は古びた紙し幣へいの束と、錆さびた刃物だった。

「きな臭いね」

「三〇〇万はあるな」

　呟つぶやいてから、

「あれ？　でも待てよ。だとすると、何にしても、長谷部道みち夫おは四よツ山やまに入るのは初めてじゃなかった、って事になるのか……？」

　今さらのように思い至った。

　直後の出来事だった。




　ゴッ!!　と。

　俺の側頭部に、何かとんでもなく重たいものがフルスイングされた。




「ば、ぐ……!?」

　頭の痛みは瞬しゆん間かん的に爆ばく発はつし、感覚の許容量を超えたのかかえって消えてしまった。むしろ、急激に曲がった首の痛みの方が強く意識へ突き刺さったほどだ。

　真後ろからの一いち撃げき。

　そう把握した時には視界が大きくぶれ、俺の体は横倒しにされていた。

　誰だれが。

　ぐらつく視界の中、倒れたまま必死にピントを合わせようとする俺は、そこで五〇前後の男と目が合った。服装は上下一体のつなぎ。ただし派手な蛍光オレンジで、背中側に刑務所の識別ナンバーが大きくプリントされているものはなかなか見かけない。

　囚人服。

　人間の腕ほどの太い枝を振り上げるそいつの正体で、思い当たるものは……。

「長谷部か!?」

　先ほどの一撃で背の高い草を押し倒すためのレンチはどこかに行っていた。倒れたまま俺は長は谷せ部べ道みち夫おの片足を蹴け飛ばす。バランスの崩れた彼はそれでも鈍器を振り下ろす。目測を誤ったため、それは俺の顔のすぐ横の地面を抉えぐり取った。

「ぢぃ!!」

　長谷部が呻うめく。もう立ち上がって殴り倒すのが億おつ劫くうになったのか、水平に構えた太い枝を、そのまま俺の首へ押し付け、全体重をかけてくる。慌ててこっちも太い枝を掴つかんだが、分が悪い。ミシミシと音を立てて、腕ほどもある太さの棒が俺の喉仏を潰つぶしにかかってくる。

「……待て。そ、もそも、何でこ、んな事……!?」

　空気を求めて口が動く。

　そこで、俺はギョッとした。

　こちらにのしかかってくる長谷部道夫の、さらに上方。そこに、完かん璧ぺきに表情が消えた推理マニアの顔があった。彼女の手には、俺が落としたはずの大きなレンチが握られている。

　ヤバい。

　ヤバいヤバい!!

　推理マニアのヤツ、何で迷わず長谷部の頭を割ろうとしているんだ!!

「く、そ……!!」

　叫ぼうとしてもろくに声が出ない。長谷部の下から脱出しようにも、体重をかけられているせいで上う手まくいかない。それでもじりじりと滑るように、少しずつでも移動しようとする。

　そこで、いきなり重力が消えた。

　滑り台を、逆さになって滑るような感覚。

　……推理マニアが、地図に谷らしき線が描かれているって言っていたっけ……!?

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　長谷部と一緒に、転がるように谷底へと落ちていく。

　実際には、垂直な壁かべというより、急な坂を三、四メートルほど滑るような感覚に近かったか。

　下は土の地面ではなく、透明度の高い、冷たい川だった。

　バシャン!!　と水を割る音と共に、頭を逆さにしたまま俺の体が水の中へと沈み込む。

　酸素を求めて、ほとんど本能的に水面を目指す。

「ぶはっ!!」

　顔を出す。貪るように酸素を吸う。川の深さはせいぜい一メートルほど、幅も三メートル程度しかない。

　長谷部は。

　長谷部道夫はどこ行った？

　そう思った直後、ワイシャツの襟えりを後ろから掴まれた。

　ぐん！　と強い力で引っ張られ、俺の頭が再び冷たい水の中へと沈められる。

「がば！　がばごぼ!!」

　何な故ぜ、長は谷せ部べ道みち夫おが俺を襲しゆう撃げきする？

　黒くろ山やま電子グループ会長殺害の件は、再さい審しん請せい求きゆうさえ通れば無罪判決が出る公算が高いと言われていたが……実際には、やはり冤えん罪ざいではなかったのか。

　あるいは、地方警察や企業社員からの刺客と勘違いされているのか。

「長、谷部……!!」

　水面から何とか顔を出しては、再び沈められるのを何度か繰くり返した。

　絶体絶命に見えるが、その間にもできる事はある。

　ヤツの足の位置は掴つかんだ。

　その軸足を払うように、俺は必死で腕を動かす。

　ぐるん！　と。

　お互いの体が入れ替わるように、一気に体勢が変化する。転ばされた長谷部の体が冷たい水の中へと沈んでしまう。

「長谷部！　自分が何をしているか分かっているのか!?」

　つなぎ状の囚人服の襟えり首くびを両手で掴んで強引に持ち上げる。

　彼は吊つり上げられたまま荒い息を吐き、そして笑った。

　どう見ても、いわれのない罪を押し付けられた善良な市民とは思えなかった。

「……本当なら、もう諦あきらめるつもりだった」

　吐き捨てるように、長谷部は言う。

「だが偶然、何かの拍子で護送車の外へ出られたんだ。それも、三〇年も前に奪った金を隠した四よツ山やまに。だったら試して損はないだろう。偶然とやらに賭かけてみるのも悪くはないだろう!!」

「何を……」

「いきなり運転手が消えたせいか、護送車はひっくり返った。パトカーから飛び出してきた警官もそのまんま消えた。爽快だった。誰だれがどんな理屈を使ったか知らないが、利用しないのはただの馬ば鹿かだ!!」

「何を言っている!!」

　質問しかけて、がくん!!　と俺のバランスが大きく崩れた。

　長谷部の手には、俺のネクタイの端があった。

　……ちくしょ……！　ペラペラ意味深な事をしゃべっていたのは、気を逸そらすためか!!

　慌てたように長谷部の腕を取ろうとするが、それより先に、強くネクタイを引っ張られる。鎖くさりで繋つながれた犬のように首を水の中へ沈められる。最悪な事に、透明度の高い水の中で長谷部がネクタイを踏ふみつけるのが確認できた。

　やられた……。

　これじゃ水面に顔を上げられない!!

「がぼっ、がばべぐ!!」

　長は谷せ部べの足を拳で叩たたき、囚人服の脛すねの辺りに指を喰くい込ませるが……駄目だ！　首のネクタイを解ほどく方向に思考を切り替える。くそ、くそ、くそ!!　結び目が水を吸ったせいか、ギチギチに固まっているぞ!!

「……ごぼ……ぼごぼご……アンタが……じゃぷ……らなければ……ごぼ」

　勝ち誇っているのか、水面の上では長谷部が何か吐き捨てているようだった。

　長谷部のヤツ、おしゃべりなのは地の部分でもあるっていうのか。

　肺の中に溜たまっていた空気が、出口を求めて口を内側から押し開こうとする。頭がくらくらした。ほとんど爪を割るような勢いでネクタイの結び目に指を喰い込ませ、強引に緩ゆるめていく。

　間に合え。

　間に合えッッッ!!

「ぐばっ!!」

　ようやくネクタイの戒めから解放され、俺は空気を求めて水面へ顔を出す。

　が、そこを押さえつけるように、両手で頭を押さえ込まれた。

　ただの霧きりのせいだけじゃないだろう。長谷部は顔中をびっしょりと濡ぬらしたまま、異様な笑みを浮かべている。

「はせ……あぐ、長谷部!!」

「放っておいてくれれば良かったんだ。きちんと全滅させた。もう誰だれも残ってない。だったら、解決しなくたって誰も苦しまないだろう！　俺が逃げたって誰も困らない!!」

　まるで俺に言い聞かせるというよりは、自分に言い訳するような言葉だった。

　そして、気づく。背筋に嫌なものが走る。

　全滅村。

　ここに来る途中で見た、誰もいなくなった廃村の伝説。

　あの推理マニアが大喜びするような変態殺人鬼の正体は……。

「お前……だったのか？　ここにあった村を一つ、丸ごと殺し尽くした犯人っていうのは……!!」

「くそ！　くそ!!　ああそうだよ。古いシステムさ!!」

　俺の頭を水面に押し込めようとしながら、嘲あざ笑わらうように、長谷部道みち夫おは答える。

　真犯人、と呼ぶべき何者かが。

「黒くろ山やま電子グループの取引先、なんて言えば聞こえは良いが、いつでもギリギリの生活を強いられてきた。うらぶれた下町全体が、蛇口をひねればいつでも餓が死しに追い込まれる状態だった。黒山にとって、都合の悪い汚れ仕事を押し付けられる、使い捨ての兵隊を常に一定数確保するためにな」

「く……っ!!」

　俺は頭を押さえ込もうとする長は谷せ部べの手の甲を掴つかみ、爪を深く食い込ませる。

　長谷部の顔が苦痛に歪ゆがむが、形勢は変わらない。

　くそ、悲観的な思考へ陥り始めているのが自分で分かる。ＤＮＡ検査とかダイイングメッセージとか、そういうのを考え始めるようになったらもう終わりだぞ!!

「き……げほ……。企業の利益のために、がばっ！　村を襲おそったっていうのか!?」

　勝てる、と。

　この口は封じられる、と考えているのか。

　長谷部は荒い息を吐きながら、自分を鼓こ舞ぶするように口を動かす。

「俺を含めた一集団だがな。あの村の連中は半導体工場の建設に反対していた。何でかは知らんが、地下水を使わせる事をひどく嫌っていてな。面倒だから変態の仕業に見せかけて排除するよう命令が出た訳だ」

　……なんて事だ。

　しかしここで終わらない。

　悪夢のような現実はまだまだ続く。

「仕事が終わってそれなりの報酬をもらった。村で分捕った戦利品も跡地に隠しておいて保険にした。……油断していたんだ。俺の名前は使い捨てのリストから消されてなかった！　黒くろ山やま電子グループの内紛で誰だれかが会長をぶっ殺した折に、俺の名前が勝手に使われたって寸法さ。大方、半導体工場の『中身』を勝手に作り替えた重役の誰かが、会長から糾弾される前に先手を打ったんだろうけどな!!」

「会長殺しの件が無罪になったって、その調査過程で全滅村の件が表に出たら結局死ぬより辛い日々が待ってる。だからアンタは再さい審しんが始まる前に逃げる必要があったって事か!?　被害者団体が提唱する再審請せい求きゆうを不自然に取り下げたら、それはそれで怪しまれるから!!」

「ああ……そうだ、よ!!」

　ごぼん!!　と。

　長谷部の両腕に一際強い力が込められ、俺の頭が一いつ瞬しゆん水の中へと沈められる。

　がぼっ!!　くそ、水が……変な所に……入った。

　何とか顔を水面に上げるが、激しく咳せき込むせいでろくに空気が入って来ない！

「げほ!!　がばごぼっ!!」

「どの道八方塞だ！　黒山の連中、なかなか巧妙でな。中小企業集合体ユナイテツドハイヴから弾かれたうちの工こう場ばは実際には完全傘下だが書類の上では単なる取引先の一つだ。『繋つながり』を消されているから村を潰つぶせって命令があったなんて証言したって誰も信じねえ。精神鑑かん定てい狙いのブラフと思われんのが関の山だ!!　黒山には届かない！　冤えん罪ざいが認められようが認められまいが、結局俺はどん底に落ちる運命なんだよ!!」

　指先が震ふるえる。

　酸素不足がいよいよ体に直接的な影えい響きようを及ぼし始めたのか、力が抜けていくのが分かる。このままではじり貧だ。長は谷せ部べの狙い通りに口を封じられるのか。

　くそ。

　何か。

　反はん撃げきのきっかけになるものは……。

「生きるためには逃げなくちゃならない。だったら逃げるに決まってんだろ、世界の果てにだって!!　俺は最初から被害者だったんだ。黒くろ山やまが作ったあんな貧困システムに囚とらわれたら、普通の方法じゃもう逃げられない。それこそ、人を殺すほどの覚悟がなければどこにも逃げられないんだ!!」

　その時だった。

　ヒュン、という風を切るような音が聞こえた。音源は、真上から。そちらへ目をやる暇もなかった。結果は、あっという間に落ちてきた。

　ゴン!!　と。

　谷の上から投げ放たれた重たい金属製のレンチが、長谷部道みち夫おの頭に直撃したのだ。

　あの推理バカ!!　お前の手を汚させないためにこっちがどれだけ苦労していると思っているんだ！　しかもこの霧きりじゃ狙いなんて定められない。俺に当たってたらどうするつもりだったんだ!!

「げほっ、がはごほ!!　くそ！」

　しかし怒りに身を任せている暇はない。

　長谷部の腕の力が緩ゆるんだのを合図に、俺は急いで離はなれる。腕の範はん囲いから逃れられれば、水の中から起き上がれる。

　まずは体勢を整えないと……と思った俺だったが、そこで嫌なものを見た。

　当の長谷部道夫は衝しよう撃げきに頭を大きく揺さぶられたものの、自動車工場のロボットアームみたいに正確な動きで、自分の頭に直撃し、バウンドしたレンチを掴つかみ取ったのだ。

　……まずい。

　今度こそまずい!!　あれで滅多打ちにされたら、反撃のしようがなくなる！　生身の腕で防御したらそのまま骨折するだろう。合気道を軸にした、凶器を奪うための逮捕術はもちろん知っているが、水に足を取られたこの状態で成功するかはかなり怪しいぞ!!

「やめろ、長谷部」

「性善説なら聞き飽きたよ」

「お前は有名人だ。ただの犯罪者じゃない、冤えん罪ざい報道で英雄扱いされてる。ネットにだってワイドショーにだって顔と名前が出てる。一億五〇〇〇万人がお前を知ってる！　だから逃げ切れない。ここで俺を殺したって、人里に近づいた途端に通報されるぞ!!」

「高層ビルで火事があった時には、危険と分かっていても火の手が回っていない屋上を目指すもんだ。刑務所に戻ればどう転がっても死刑。行き止まりだって分かっていても、目の前の炎の海から逃れるためには走り続けるしかないんだよ!!　もう俺には！　そんな道筋しか残されちゃいないんだ!!」

　かえって激げき昂こうされた。

　本気で振り上げられる重たいレンチを見て、喉の奥が干上がる。

　駄目か……!!

　そう思った時だった。

　ようやく気づいた。

　長は谷せ部べ道みち夫おの背後。いつの間にか、そこにもう一人、初老の男が迫っているのを。汚れに汚れた、服なんだかボロ布なんだか分からないものを着た男だ。

「……お前を覚えているぞ」

「っ！」

　ボソリと呟つぶやいた男の声に、長谷部はとっさに振り返ろうとした。

　だが、

「俺はお前を覚えているぞ!!」

　鈍い音が炸さく裂れつした。

　谷の壁へき面めんから取り外したのか、ボロボロの男は赤ん坊の頭ほどの大きさの石を掴つかんでいた。それを、思いきり長谷部の頭に振り下ろしたのだ。血飛沫しぶきと共に、頭皮ごと髪の毛の束が削り取られる。

　絶叫が迸ほとばしった。

　ボロボロの男は構わず、さらに二発、三発と握った石を叩たたき付けていく。

「や、めろ」

　しばし呆あつ気けに取られていたが、真っ赤な色彩を見て我に返った。

　形勢は完全に決定した。これ以上は意味がない。

「やめろ!!　それ以上やったら長谷部が死んでしまう!!」

「……こいつは」

　ぶるぶると、男はその腕を震ふるわせていた。

　赤黒く染まった大きな石を、砕いてしまいそうなほど強く握り締しめて。

　それでも、その手を止める。

　冷たい水の中に半分沈みかけている長谷部道夫を見下ろして、吐き捨てるように彼は言う。

「あくびをしていたんだ。退屈そうに。村のみんなが殺されて、死体の陰に生存者が隠れていないか、わざわざ死体に刃物を突き立てて確かめながら。退屈そうにあくびをしていたんだ……!!」

　想像を絶する世界の話だった。

　いっそ、彼の妄言だと信じてしまいそうなほどに。

　でも、確かにあったんだ。

　ここは不気味な迷宮なんかじゃない。何十人という人達が生きてきて、ご飯を食べたり、昼寝をしたり、子供達が外を駆け回ったり、そういった、誰だれでもやっている当たり前の事を集めた景色が広がっていたはずなんだ。

　たった一夜で、その全てが滅ぼされてしまった。

　それが真実だ。

「……あなたは？」

「こいつのせいで、今の今まで犯人にされていた誰かだよ」

　石を水の中に落とし、肩で必死に息をしながら、ボロ布の男は呟つぶやくように答えた。

「今までは、いわれのない殺人犯なんて真っ平だって思っていた。でも、どうだろう。今なら本当の殺人犯になったって良いって思っている自分がいる。こいつが望んだ通りの化け物になってやったって……」

「それはやめた方が良い」

　思わず、口が動いていた。

「長は谷せ部べ道みち夫おの末路がどれだけ惨めなものだったのかは、あなたも目の当たりにしたはずです」

「……、」

　言葉に、ボロ布の男はわずかに長谷部から目を逸そらした。

　直後だった。

　異変があった。




『解けた』




　声が聞こえた。

　どこから聞こえてくるのか、音源のはっきりしない声。ヘッドフォンでもつけているような感じだった。それは俺のものでも、長谷部のものでも、ボロ布の男のものでもない。小さな男の子のような声だった。




『解けた、解けた。謎なぞが解けた』




　声色はどこか人を小こ馬ば鹿かにしているようにも、不気味ないわくのある子守り歌を歌っているようにも聞こえた。

　何だ？

　これは何だ？

　答えが出ない内に、決定的な一いつ瞬しゆんがやってきてしまう。




『だから、お前はいらない』




　ぞぶ!!　という、柔らかい、嫌な音が炸さく裂れつした。

　意識が朦もう朧ろうとし、体の半分ほどが冷たい水の中に沈もうとしていた、長は谷せ部べ道みち夫おの方からだった。

　その体が、黒く染まっていた。

　いいや、違う。

　小指ほどの太さの蛇が、数十匹、あるいは数百匹。水底から水面へ這はい上がる形で、一気に長谷部道夫の全身を覆おおい尽くしていったのだ。

　もはや、長谷部に抵抗する意思はないらしい。

　悲鳴や絶叫さえなかった。

　ぞぶぞぶと。ぞぶぞぶぞぶぞぶと。不気味な音が響ひびくたびに、真っ黒な塊と化した『何か』の体積が、明確に減っていく。塊から飛び出した手足が、おかしな方向へ向く。

　喰くわれて、いる？

　直感的にそう思うものの、論理は成立しない。

　蛇は獲え物ものを丸呑のみする生き物だ。牙はあっても肉を噛かみ砕くようにはできていない。小指程度の太さしかない蛇がどれだけ集まったって、人間大の物体を食べる事は不可能なはずなのだ。

　なら、これは何だ。

　現に塊の中心にいるであろう長谷部道夫の体積はみるみる減っている。まるで、フライパンの上に置いたバターの塊のように。

「待て……」

　と、そこで男が呟つぶやいた。

　彼は、ふらふらと蛇の塊の方へと向かいながら、

「待ってくれ！　それは、そいつは、俺の無実を示す唯一の『犯人』なんだ！　勝手に消さないでくれ!!」

「危ない!!　それはただの蛇じゃなさそうです！　近づかないで!!」

　ボロ布の男の腕を掴つかもうとする前に、彼は数百匹の蛇の塊へと自ら飛び込んでしまった。

　まるで土をかき分けて生き埋めにされた生存者を掘り返そうとするように、ボロ布の男は次々と蛇を掴んでは放り捨てていく。蛇には『目的』や『条件』でもあるのか、ボロ布の男に対しては噛みつこうとしないようだった。完全に長谷部に集中している。

　しかし、

「あ、あ……」

　男の手が止まる。

　その目が見開かれている。

　気がつけば、あれだけいた蛇のほとんどが、空気に溶けるように消えてしまっていた。そして、先ほどまで長は谷せ部べ道みち夫おがいた場所には、腕と足が一本ずつ水面に浮かんでいるだけだった。その傷口にも、わずかに残った蛇が喰くらい付いていき、体積が消えていく。なくなっていく。長谷部道夫という男がここにいたという痕跡が、欠片かけらも残らず消滅していく。

　長谷部の消滅と共に、今度こそ、一匹残らず蛇が消えた。

　レンタカーのボンネットの中で大量に現れたものと同じ、黒い蛇だった。首回りには金色の、指輪のようなものが取り付けられた、奇妙な蛇。

「何なんだ……」

　崩れ落ちるボロ布の男の背中を見ながら、俺は茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　今のは一体何なんだ。

　ここでは一体何が起きているんだ。




　　　　25（菱ひし神がみ舞まい）




　えーと、誰だれが何ちゃんだっけ。

　トチ狂った山やま田だ堅けんの頭頂部をガラス片で滅多刺しにしたのが車くるま屋や希のぞみ。それを止めようとして一喝されたのが酒さか井い遥はるか。オモチャの拳銃を振りかざして必死のブラフをしているのが産業スパイの谷たに下した一はじめで、若い女性囚人の鈴すず川かわ泉いずみに、今度は本物の拳銃を構えて状況の混乱を収拾しようとしている公安の非公式囮おとり捜査官、護ご岸がん桜さくら、だったか。

　最初の異変は。

　産業スパイの谷下一だった。

「う、ばっ？」

　くぐもった音。

　疑問の声が、猿ぐつわのようなもので強引に封じられたような音ね。

「が、ぶ。がふっ!?　げうあ!!　ごぶごぶ!!」

　突然片手で口を押さえ、体をくの字に折り曲げる。

　一いつ瞬しゆん、毒殺の被害者を連想させる動きに見えた。

　でも違う。




　口の中から溢あふれ出したのは、大量の蛇よ。




　小指ぐらいの太さの蛇が、どばどばと、それこそ蛇口をひねったように、地面へ落ちていく。口を押えても、指の隙間から、次々に。

「ぎゃあ!?　な、な、何よそれ!!」

「どういう、事……!?」

　変化は口だけに留とどまらない。

　ぼこり、という音が聞こえた。涙のように異物が溢れる。眼球を内側から無理矢理に押し出すように、一〇匹以上の蛇が眼がん窩かから飛び出してくる。鼻からも、耳からも。ここまでくれば、誰だれでも想像できるでしょ。蛇やモグラが土の中を進むのと同じ。……谷たに下した一はじめの頭の中は、すでに無数のトンネルが開いている。そんな状況で、あいつが生きていられるはずがない。

「ぶ」

　妙な音が聞こえた。

　そのまま、谷下一は真横へと倒れていく。

　意思のある人間が倒れたっていうより、立てた棒から手を離はなしたような、あまりにもあっけない動きだった。

「ぎゃ、ぎゃ、ぎゃあああああああああああああああああああああああああああ!?」

　甲高い叫び声を上げて、女性看守の酒さか井い遥はるかがどこかへ走り去ろうとする。誰が？　何が？　どうやって？　何を条件に？　そういったものが全く分からない中、とにかく『異変』から遠ざかる事で危険から逃れようとしたようだけど……。

　うえっ。

　ボコン!!　と、作業服の腹の辺りがビーチボールのように膨ふくらんだ。その後は……ああ、説明したくない。くぐもった音と共に、下腹部一面が赤黒く染まる。まるで、服の内側に隠した水風船が割れたようだった。衣服の隙間から、赤く濡ぬれた蛇が何十匹と溢れ出てくる。

「い、い」

　誰かが呻うめく。

　そこが限界だったし、結果は何も変わらなかった。

　囚人も看守も『蛇』にやられてバタバタと倒れていく。唯一本物の拳銃を持っていたであろう囮おとり捜査官の護ご岸がん桜さくらも、その拳銃の銃口から蛇が飛び出していた。銃の暴発で片手を失ってからは……まあ悲惨なもんね。

　全ての音が消えた。

　蛇は相変わらず蠢うごめいている。

　あれが得体のしれない寄生虫だとかエイリアンだとか、そんな風には思わない。

　おそらくは、妖怪。

　蛇。大群。突然現れる特性。

　……いくつか候補はあるけど、まだまだ確定はしないな。蛇の妖怪っていうと、水の支配者、そこから派生しての製鉄関係、あるいは憑つき物ものが怪しいんだけど……。

『あ、ああ。あああああああ……』

　無線機から、すねこすりの茫ぼう然ぜんとした声が聞こえてくる。

「すねこすり、そっちはもう良い。こっちに来て合流して」

　適当に指示を出しながら、私は霧きりの中を進み、慎重に死体の方へと近づいていく。

　いつでも『動ける』ように筋肉へ適度な緊きん張ちようと負荷をかけているが……今のところ、蛇達が私に襲おそいかかってくる様子はない。単純な距きよ離りが、襲しゆう撃げきの条件って訳でもないのかな？

　……ふうん。

　あちこちに散らばっているけど、駐ちゆう車しや場じように転がっている死体は六つ。ご丁寧に、頭を刺されていた山やま田だ堅けんの刺し傷の中まで、蛇は蠢うごめいていた。傷口がムチャクチャに広げられていて、『内容物』がこぼれてしまっている。

　一人ずつ順番に観察していく。

　山田堅。

　一番ひどいのは頭部の刺し傷だった。鮮せん血けつの代わりに一〇匹以上の蛇が飛び出していた。ピンク色の中身がこぼれてしまっていて、一目で助からないのが分かる。

　酒さか井い遥はるか。

　作業服の内側は覗のぞきたくないが……不気味にへこんだそのシルエットから、内側から破裂したのは一目瞭りよう然ぜん。内臓を軒並みやられたせいか、こいつが一番『匂い』もひどかった。単純な血の匂いだけじゃない。腹の中に収まっていた、いろんなもんが混じっている。

　車くるま屋や希のぞみ。

　時々、笛のような音が漏れている事から、最初は生きているかと思っていた。が、実際は違う。胸元から蛇が覗いていた。内側から肺を破られている。蛇が行き来するたびにポンプの役割をしていた肺の残ざん骸がいが、空気を送り出しているようだった。

　作業服のポケットから、招き猫のボトルキャップ人形が飛び出ていた。社員食堂なんかにあったのはこいつの趣しゆ味みかな。

　谷たに下した一はじめ。

　口、目、鼻、耳。顔面の穴という穴が押し広げられていて、蛇だらけ。顔の作り自体がぶっ壊こわれている。まるでふやけた麩ふ菓子みたいになっていた。

　鈴すず川かわ泉いずみ。

　口と鼻から大量の蛇が顔を覗かせ、ぐるりと裏返った眼球が白目を見せている。限界を超えているのか、顎あごの関節は完全に外れてしまっていた。

　護ご岸がん桜さくら。

　拳銃の暴発で片手を失い、さらに右耳から左耳へ、大量の蛇が通り抜けている。間にあるものがどうなっているかは説明するまでもない。
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「ああ、なんという……」

　工場の施設内からこちらへ近づいてきたすねこすりが、呻うめくように呟つぶやいた。

「全滅、まさに全滅じゃないですか！　私達百鬼夜行は、こうならないようにするために派遣されてきたはずなのに!!」

「はあん？　私達が依い頼らいされたのは半導体工場内部で行われていた事象の調査と、必要な場合の排除でしょ。勝手に目的を作り変えるんじゃない」

「じゃあ企業監かん獄ごくの人達を全員救えと言われたらその通りにしたんですか!?　超人ぶってるあなたにはそれができると!?　こんなにひどい状況から!!　この中には……この中には、正真正銘、本当に裏稼か業ぎようなんかとは何の関係もないっ、ただの一般人だって混じっていたはずなのに!!」

「生あい憎にく、できない依い頼らいは受けないようにしているよ」

　感情的になるのは結構だけど、発破をかける以外の目的にゃ使えんから気をつけてね。

　それに大体、まだ何にも終わっちゃいない。

「すねこすり、これは一体誰だれがやったと思う？」

「え……？」

「まだ見ぬ謎なぞの登場人物が隠れている？　まーそんな可能性も否定はできないけど、私はそうは思わない。いつでも殺せる力を持った相手が遠くからじっと観察していたんなら、このタイミングで殺そうとは考えないからさ。そもそもあの時私やすねこすりが襲おそわれなかったのだって……犯人はこの状況を、神様目線で観察している訳じゃないからだよ」

　つまり、と私は付け加え、

「当初の予定通りよ。集団の精神的主柱になりつつあった看守長の伊い藤とう武たけるが社員食堂で殺され、第一容疑者だった私は駐ちゆう車しや場じようの車と一緒に爆ばく発はつした。パニックに陥った『容疑者リスト』の中の一人が、思わずオカルトの力を解き放ってしまったって事」

「……じゃあ、この中の誰だれかがあの『蛇』を？　だって全滅じゃないですか!!　妖怪を制御できずに暴走させてしまったって事なんですか!?」

「だったら話は楽だけど、多分違うだろうね」

　適当な調子で、私は告げる。

「だって生きてるヤツがいる」

　コキコキと、右手の五本指の関節を鳴らす。

　私の体は対妖怪に特化した改造を施されているんだけど、片手一本で改めて死体の首を潰つぶしたり心臓を取り出すくらいはできる。人間ってのは人間が思っている以上に残虐な機能が目白押しなもんでね。

　ぶっちゃけ、ここに転がっている容疑者全員の急所を念入りに破は壊かいし直しちゃえば、それで事件解決なんだけどね。

「ま、ま、待ってください!!　だって、この、こんな、皆殺しの中で！　なん、え……どういう!!」

「インパクトに惑わされず、冷静に観察してご覧よ。『ヤツ』が全員を殺したのは何な故ぜ？　それは条件を均等にして、自分の正体を隠すため。……おそらくは、イレギュラーで解き放った蛇の妖怪が不発に終わって生存者が残ってしまった時のために、自分自身も同じ被害者という事にしておきたかった」

「じゃ、じゃあ」

「蛇の妖怪がいつまでものたくってんのだってそう。本来なら、切り札はさっさと隠すに限る。妖怪の正体を分析されたら弱点も分かっちゃうからね。でも、『ヤツ』はいつまでも死体に不気味な妖怪をまとわりつかせている。被害者の体に直接触れて、脈や瞳どう孔こうを確認できないように工夫しているって訳。……こんなグロテスクな死体を見せられたら、そりゃ妖怪にゃ近づきたくないって思うよね。何されるか分かんないし」

　私は駐ちゆう車しや場じように倒れている人ひと影かげを、一つ一つ指差していく。

　山やま田だ堅けん。

　酒さか井い遥はるか。

　車くるま屋や希のぞみ。

　谷たに下した一はじめ。

　鈴すず川かわ泉いずみ。

　護ご岸がん桜さくら。




「ほら、そいつよ」




　　　　26（3rd person）




　インテリビレッジ納骨村にある陣じん内ない家は今日ものんびり……とはいかない。

　酒造を生業とする陣内家では、九月中旬、つまり新米の収しゆう穫かく時期はある意味で一番神経を尖とがらせるタイミングだった。作業ステップとしては最も早い段階、つまりスタートダッシュができるか否かのラインである。ここでコケれば、どれだけ技術を注つぎ込んでも最高の一品は生まれない。

　そんな訳で陣内忍しのぶの父親は村中の米農家とひっきりなしに連絡を取り、電気駆動の軽トラックを駆る祖父は方々へ実際に『品評』と『選定』へ向かっていた。……すでに隠居しているはずの祖父が、未いまだにこの時だけは最前線に立っている辺りに重要度の高さが窺うかがえる。

　が。

　そういう人間社会の金勘定など、悠久の時を何となく生きている妖怪達には関係ない。

『忍が留守の間に、部屋に隠してあるだろうあれやこれを探っちまおうぜ』という旗印の下、巨乳でグラマラスな座ざ敷しき童わらしは男子高校生のへそくりを、ぺったんこでややヤンデレ気味な雪女は秘蔵のエロ本を捜索している内に、思いもよらぬものが出てきていた（ちなみに、家を守る妖怪やヤンデレに、敷地内におけるプライバシーの概念は希き薄はくだ）。

　古いアルバムである。

「これ、デジタルフォトフレームにあるものをもう一度専用の高画質印刷紙に刷り直すサービスが流は行やった時に一括変換したヤツね。……なんのかんので、デジタルデータって数年単位でハードごとデータが壊こわれたりするものだし」

「ほうほう、ほほう!!　つ、つまりここには幼き日の陣内忍のあれやこれやがぎっしりと。ハァハァ……!!」

「何だか全体的にじっとりし始めているけど、あなた、自分の熱狂ぶりに自分の体を溶かしかけていない？」

　部屋の掃除をしている内に見つけた漫画をついつい読んでしまう感覚で、座敷童と雪女はお茶の間にアルバムを引っ張り出し、分厚い表紙を開いてみる。

「これは哺乳瓶を手放せない頃の忍しのぶ」

「……なんと!?　髪の毛の色が違います!!」

「そしてこれが哺乳瓶はこっちだっつってんのに私のおっぱいにむしゃぶりついてくる野や獣じゆうのような忍」

「あのジゴロめ！　すでにこの頃から才能を……!!」

　わなわなしている二人（？）の妖怪から少し離はなれたところで、呆あきれたように猫又が呟つぶやく。

「一体何をやっているんだか……」

　単なる独り言のつもりだったが、応じる言葉があった。

　酒造りよりも帳ちよう簿ぼ計算の方が好きな、陣じん内ない忍の母親である。彼女は座卓の上に乗せたノートパソコン上で、表計算ソフトへ高速でデータを入力し続けながら、のんびりした声で猫又に告げる。

「仕方ないんじゃない？　座ざ敷しき童わらしについては半分、忍の自業自得みたいなものだし」

「どういう事だい」

「グータラしているのとかゲーム好きなのとか、あの辺って忍の行動パターンに引きずられているのよね」

　金にうるさい貧乏性というよりはパラメータの増減にうっとりする数字マニアの女性は、表計算ソフトの画面を見てニヤニヤしながら、

「ていうか、私が嫁よめ入りした頃なんて、人の前には滅多に顔を出さなかったのよ」

「……あれが？」

「座敷童のデフォってそういうものじゃない。障子に影かげが映っているけど裏に回ってみると誰だれもいないとか、仏間にご飯を置いておくといつの間にか料理がなくなっているとか」

　怪け訝げんな顔をする猫又に、陣内忍の母親の言葉が続く。

　その間にも、キーボード上では高速で一〇本指が動き回る。

「忍が生まれた時もそんな風に、結構掴つかみどころがない不気味な感じだったんだけどね。忍がその辺ハイハイして座敷童を捜し回って、それでも見つからなくて疲れちゃって泣き出したりすると、観念したように柱の陰とかから顔を出しちゃうのよ、彼女。そんなのがずーっと続いていく内に、あんな感じになっちゃったって訳」

「それをあの小僧一人の責任にしてしまうのは少々酷ではないかね」

「まあねえ。忍も忍で座敷童のせいで癖くせがついたっていうのも多々あるし。眠っている内に枕とか抱き締しめようとするのはその一いつ環かんね」

　と、そこでスマートフォンの着信音が鳴り響ひびいた。

　グラマラスな座敷童の浴衣の胸元に納まっている（本来なら忍の）ものだ。

「はあ。旅行に出かけてクラスメイトの女子と一緒に遭難したって？　忍、それは何なの？　ひょっとしてリア充自慢なの？」

「ら、らんでぶー!?　もしや山小屋で素っ裸になって体を温めましょう的な……!!　そ、それは本来山と寒さを司つかさどる雪女が主役を張るはずでは……!?」

『その条件で雪女が近づいてくるって、普通に遭難で凍死するパターンだよな……？　いやそうじゃなくて。消防には連絡したから大丈夫だろうけど、それとは別に、そっちにいくつか写真送ったんだ』

「若さ溢あふれるエロ系？」

「にょ、女体の魚拓とはまたマニアックな……!!」

『ねーもー先進んで良い？　なんか古臭い漢字がずらずら並んでいて読めねえものばっか。年季だけが取り柄の妖怪なら何とか解読できねえか』

「忍しのぶ、ものすごく面倒臭い」

『今からカード会社に電話して、俺のクレジットカード、どっかに落としたって噓うそつくぞ。そしたらスマホもゲーム機の通信プレイもノートパソコンのネットもみんな止まっちまうけど。そういやケーブルテレビはどうだったかな。俺の部屋もお前の部屋も、支払名義は俺のだったっけ』

　高機能携帯電話に向けて涙目で全力の土下座を始めたグラマラス座ざ敷しき童わらしを眺め、猫又が呆あきれたように息を吐く。

　ぐずぐずと鼻を鳴らしながら、座敷童は送られてきた写真画像に目を通していく。
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「……えーと、この洞窟みたいなトコにある、岩に彫ってあるのは……水すい神じん請しよう来らい、かしらね」

『訳されても分かんねえよ』

「蛇の妖怪をよその場所からここへ持ってきましょうって意味よ」

『……蛇？』

　八や岐またの大蛇おろちの例を出すまでもなく、蛇の妖怪は曲がりくねる川と、そこから派生する水害に関わる場合が多い。

『じゃああれが……。いや、でも待てよ。そういう感じじゃねえんだよな。川の象徴って、大蛇とか蟒蛇うわばみとか、とにかく馬ば鹿かデカい系の蛇だろ。俺が見たのはそういうのじゃなくて……』

　忍しのぶが何かブツブツ言っているが、詳細を知らない座ざ敷しき童わらしは深く踏ふみ込めない。

　とにかくネット系全滅の危機を阻止するため、写真画像にある古い文字の解読に専念する。

「いくつかある和紙の帳ちよう簿ぼ。……こっちも村の祭さい祀し関連みたいね。洞窟について説明がされている。ただ、紙がボロボロで断片的だけど」

『分かる範はん囲いで』

「村の収入源は、谷底を流れる川から採取できる砂金だって。どこかに金山があるんでしょうけど、本格的な探査や採掘の技術はなかったみたい」

『……あのおっさん。どうやってガスコンロとかボンベとか買っていると思ったら』

「ただ、砂金の採掘量は不安定で、量が少ない年は食しよく糧りようなんかの生活物資の不足から、村全体を社会不安が襲おそうようね。そうなると、不安を解消するための儀ぎ式しきが横行するようになる」

『儀式？』

「間引き、口減らし。採掘量の少ない年に生まれた赤ん坊が対象で、洞窟の中にある泉に沈める事で執行するみたい。……単純に、物を食べる人数が少なくなれば、食糧の不足は解消される訳だしね」

　沈ちん黙もくがあった。

　電波状況のせいではない。

　想像できる範囲を超えた情報に、どう対応して良いのか分からなくなっているのだ。

「書かれた文書の書式から考えて、一〇〇年以上前の話よ」

『……そうでもない』

　呻うめくように、忍の声が届く。

『村には二ヵ所の墓地があった。あれは多分、一般の村人と間引きで消された赤ん坊のものを分けていたんだ。三〇年前って言ったって、もうカラーテレビが普及していた時代だぞ！』

　誰だれが何と言おうが、どんな風に否定しようが、起きた事実は変わらない。

　時間の止まった村の中では定期的に食糧難が襲いかかり。

　その解決策として、赤ん坊を水に沈める方法が当たり前のように続けられていた。

　テレビの色が白黒からカラーになっても、新幹線が日本中を走っても、エアコンが一般家庭に普及していっても、その間も、ずっとずっと。変わらない事が美徳であると主張するように、彼らは赤ん坊を沈め続けていた。

　誰だれかが村を全滅させなければ、きっと今この瞬しゆん間かんも。

　事件の被害者もまた人間。

　全部が全部、『何の罪もない』という冠がつくとは限らない。

「最後のはこれね。割れた壺つぼの近くにある和紙。……ふうん、これが村の中に蔓まん延えんしていた蛇の妖怪みたいね」

『……何なんだ、そいつは』

　川の象徴となるほどの巨大な蛇なら、大蛇おろちや蟒蛇うわばみか。

　だが違う。

　座ざ敷しき童わらしは幼い子供に難しい漢字の読み方を教えるように、こう答えた。

「当とう廟びよう。七五匹の小さな蛇をワンセットとする、憑つき物ものの一種よ」




　　　　27（菱ひし神がみ舞まい）




　山やま田だ堅けん。酒さか井い遥はるか。車くるま屋や希のぞみ。谷たに下した一はじめ。鈴すず川かわ泉いずみ。護ご岸がん桜さくら。

「ほら、そいつよ」

　吐き捨てるように呟つぶやき、勢い良く腕を振り下ろす。

『犯人』の頭へ目がけて。

　ただし……外した。

　ゾン!!　と、私の右手は手首まで駐ちゆう車しや場じようのアスファルトへ埋まる。が、今まで死人のふりをしていた『犯人』は、倒れたまま勢い良く横へ転がり、私の腕を回かい避ひしていた。

「ちえ、馬ば鹿か野郎が!!」

　何だこりゃ、簡単に貫通しやがって!?　私の肉体は対妖怪戦に特化している。ただの鉄板だのアスファルトだの相手に無茶すると、こっちの生肉もぐっちゃぐちゃになりかねないっつーの!!

「あ、あ……」

　すねこすりの茫ぼう然ぜんとした声を聞きながら、私は砕けたアスファルトから腕を引っこ抜いた。

　収しゆう穫かくはゼロじゃなかったみたい。

　私の人差し指には、千切れた耳がぶら下がっていた。

「何で……そんな、あ、ああ、だって、だって、さっきまでそこで、死ん……!?」

「ド阿あ呆ほうめ。頭割れて脳みそ洩もれてた山やま田だ君とか、腹が丸ごと水風船みたいに破裂した酒さか井いちゃんとかとは違うでしょ。よーく観察すれば分かるはずだよ」

　こちらを睨にらみながらゆっくりと立ち上がる影かげへ、私は戦利品の耳を軽く放り投げる。

　肉片は『犯人』の胸板にぶつかり、そして重力に引かれてずるずると落ちていった。

「口から大量の蛇が出てきたって、それで顎あごが外れてしまったって、絶命するほどの条件とは言えない。蛇がいるのは口元だけで、喉や内臓にまで潜もぐり込んでいなければ、普通に鼻から息はできるはずよ」

　でしょ？　と私は『犯人』に声をかける。




「ねえ、鈴すず川かわ泉いずみちゃん」




　年ねん齢れいは女子高生程度。企業監かん獄ごくの囚人の一人で、無骨な作業服を押し着せられた少女のはずだった。

　が、すねこすりはガタガタと震ふるえながら、

「な、何なんですか、あれ」

「さあね」

「何で少女の皮が剥げて、中から老婆の顔が覗のぞいているんですか！　そもそも彼女は一体誰だれなんです!?」

「向こうに聞けば？」

　私は適当に答えながら、笑う。

「ただまあ、美人や美少女に化けたがるヤツって、大抵『本性』はろくなもんじゃないよね」

　鈴川泉は。

　いやその皮を被かぶっていた老婆は、半端に壊こわれた顔のまま、しわがれた声でささやくように短く言った。

「……言いおる」

「企業監獄じゃ『フリーパス』の噂うわさと並行して不定期に酒が出回っていた。『フリーパス』を使うのは囚人側にしても看守側にしても、個人ではなく企業監獄を倒したい『集団』が受け継いでいるものであり、彼らは自前の酒を通貨代わりに色んな人間と交渉、取り引きを行い、妖怪やら『パッケージ』やらの部品を集めていた。……ってのがこれまでの大筋だけど、ちょーっと事情が違ったみたいだね」

「え……あっ、そうか！　このお婆さんが鈴川泉に化けられるんなら……!!」

「他の誰かにも化けられる。『フリーパス』は一人の人間がずっと使っていたのさ。定期的に死んだふりをしては別人の顔に乗り換える事で、疑いの目から逃れながら活動を続けるためにね」

「……、」

「この婆さんが工場の外にどれだけの協力者の輪を広げているかは分かんないけど、定期的に外へ出たがっていたって事は、定時連絡をするための設備でもあるのかな。例えば、衛星なんかを使ったサーバーみたいなものとか。もちろんジャマーをすり抜ける例外帯域で」

　老婆はそれ以上何も言わなかった。

　直後だった。




　ボッ!!　と。

　大量の小さな蛇が、霧きりの中から不自然に溢あふれ出す。




　私の顔の至近、ほんの数センチの位置に何十匹も。思わず一歩後ろへ距きよ離りを取ると、重力に引かれてボトボトと駐ちゆう車しや場じようのアスファルトへ蛇は落ちていく。

　怪け訝げんな顔をしたのは老婆の方だ。

「不思議な事かい？」

　鼻で笑って私は答える。

「企業監かん獄ごくの連中は軒並み体内や傷口から蛇を溢れさせていた。おそらく媒介は霧きり。それを吸い込んだ被害者の体内に大量の蛇を呼び出して殺していた」

「……では回かい避ひはできぬはず」

「甘えんな。私って生き物をそこらの人間と同じ基準で考えるのはアンタの甘えだ。私は妖怪とか、そういうの相手には滅法強くてね。噛み千切った妖怪の肉を腹ん中で消化する機能だってある。体内に入っちまったらこっちのもの。妖怪の『匂い』のついた霧だって、残らず浄化して差し上げてよ？」

　そして、と付け足して、

「普通の人間に普通の妖怪は殺せないけど、妖怪対妖怪ならその限りじゃない。私みたいなのの同業者がしょっちゅう式神を使いたがるように。すねこすり！　死にたくなければ死にもの狂いで口の中に溢あふれる蛇を全部噛かみ千切れ!!」

　ぞぶぞぶぞぶり!!　とすねこすりの口の中から嫌な音が連続する。

　元々、すねこすりは暴力的な側面を持たない妖怪。やる事と言えば旅人の足に顔をすりすり擦こすりつける事くらいしかないはずよ。

　でも、それを言ったら蛇の妖怪は、太さは小指程度、長さも三〇センチくらい。

　強度や特性を無視した単純なサイズの話なら、ソーセージよりやや硬いレベルね。つまり小型犬の歯でも十分に噛み千切れるほどのものでしかない。

「うえっ、うええ!!　ぺっぺっ、あ、足のない生き物は嫌いです！　わんわん!!　うぶっ!?　げえええぇーっ!!　がちっ！　痛い!!　何ですかこの輪っか、金属みたいなのが混じってる!!」

　息を吸って霧きりを取り込むたびに大量の蛇が溢れるんだから大変そうね。

　さっきから噛んだり吐いたりしているけど、少なくとも腹が破裂する事はなさそうなので、私は安心して老婆の方に専念する。

「霧きりとか水に関わる蛇の妖怪だから、てっきり大蛇おろちとか蟒蛇うわばみの線も考えたんだけど、ちょーっと事情が違うみたいね」

　涙目のすねこすりが吐き出した、金色の指輪みたいなものをチラリと見ながら、私は核心を突く。

「当とう廟びよう。七五匹ワンセットで、壺つぼや甕かめの中で飼われる妖怪だっけか。定期的に酒や握り飯を要求する代わりに、金銀財宝を他の家から盗んでくる事で主人の家を繁はん栄えいさせる、典型的な憑つき物ものの一つ。……となると、企業監かん獄ごくから八〇〇〇人が消えたのは、いいや、厳密には私達少数派の方が行方不明になっているっていうのは、そっちの特性を使ってんのかな。主人の目的に沿う登場人物を自動的に盗んでくる、つまり神隠しにしてしまう『パッケージ』とか」

「……分かるまい……」

「何が」

「儂わしの使いたかった妖怪は、そもそもにおいてかような憑物ではなかったという事を!!」

　ボトボトと。

　ボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボトボト!!　と。

　直接体内を狙えないと理解したのか、当廟の展開が変わる。

　老婆を中心に、数十匹、数百匹、いや数千を超える無数の蛇が豪雨のように降り注ぐ。それらは互いに巻きつき、喰くらい合い、強きよう靭じんに絡み合って、複数に枝分かれした、一つ一つが数十メートルもの巨大な蛇のシルエットを形作っていく。

　って、おいおい。

「大蛇おろちの方の特性も混じってんの!?　くそ、廃村の方を調べときゃ良かった!!」

「……これが本来、村にあるべき妖怪の形に近い。だが無駄な後悔よ。どのみち、当の昔に儂の神社は打ち壊こわされておる。残すべきものは何一つ残っておらんて」

「となると、やっぱ『鈴すず川かわ泉いずみ』が企業監獄で囁ささやかれていた全滅村の生き残りか」

「いつからの生き残りと思うね……？」

　枝分かれした巨大な蛇を背に、老婆はささやくように言う。

「一〇〇年以上前から、このババァのままだと言われて信じられるかね」

「別に。私自身、指先から内臓まで残らず作り変えて交換しているからね。そういう改造の仕方もあるんじゃないの。あんまり意味があるとは思えないけど」

「……そもそもにおいて、四よツ山やま集落は一〇〇年以上前、霊れい的てき被害……妖怪絡みの深刻な傷に苦しむ者の療りよう養よう施設として出発した。実質は姥うば捨てと大して変わらん隔かく離り方式じゃがな」

「その昔話って今必要？」

「儂の目的は四ツ山集落に入り込み、作為的に集団を分断して有力二家を作り、内部抗争を継続させる事。ようは、四ツ山を制御するための間者よ。外へ向けられる憎悪を内向きに変換し、住人が四よツ山やま集落の壁かべを突破しないように誘導する事よ。順当にいけば、極めて狭いサイクルの極めて狭い社会で彼らは満足するはずじゃった」

「……いらないかなあ、これは」

「ところが川の砂金の存在が彼らに外界と接するだけの外貨を与え、さらには憑つき物ものを輸入して霊れい的てきに武装するとまで言い出した。今から三〇年前の話だ。それは、まあ、黒くろ山やま電子グループから危険視される訳よ。当時、間引きで子供を沈める関係から地下水を不浄として口に含む事すら禁じていた村の連中と、半導体製造のために地下水を利用したがっていた企業との対立が激化していたタイミングと重なっていたからな」
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　会話の合間を縫ぬって、奇き襲しゆうでぶち殺そうとした時だった。

「だから黒山電子グループは先手必勝で四ツ山集落の『全滅』を画策し」

　老婆の手が、動く。

「だから四ツ山一帯を覆おおっていた憑物、当とう廟びようの武装『パッケージ』は半端なまま残り」

　水か酒か、何か液体の入った容器を持ったその腕が、真後ろにあった、複数に枝分かれする大蛇おろちへ埋まっていく。

「だから村に本来あった妖怪や祭さい祀しは、当廟の『パッケージ』に上書きされた」

　そして、引き抜かれる。

　まるでそれが合図だったように、巨大な蛇はあっけなく、バラバラに分解されていく。

「本来において、蛇はあくまでも鞘さやに過ぎぬ」

　老婆の手には、一振りの剣が握られていた。

　片刃の刀よりも古い時代の、両刃の剣。

　太陽の輝かがやきにも似た凄すさまじい光を放つその剣を無造作に下げ、老婆は囁ささやく。




「その本質は剣の精出。八つに分かたれし蛇を倒した後に現れる剣の名は『草くさ薙なぎ』よ」




　……や、べ……ッッッ!!!???

　八や岐またの大蛇おろちの討伐の図式を順に辿たどる事で、三種の神器の一つに不正アクセスして強引に力を引き出す技術とかマジか!?　対妖怪の範はん疇ちゆうから完全に外れてやがるんですけど!!

　完全に『間合い』を見誤った、と思った時にはすでに状況は動いていて。

　恐るべき斬ざん撃げきが、稲妻のように襲おそいかかってきた。




　　　　28（内うち幕まく隼はやぶさ）




　俺の見ている前で、過去に起きた全滅村の虐殺に深く関わっていたであろう長は谷せ部べ道みち夫おは、大量の蛇の妖怪に喰くわれて消えた。

　謎なぞは深まるが、ここにいても始まらない。

　俺は全滅村の生き残りと思おぼしきボロ布の男の腕を取り、ひとまず谷底の川から地上へと上がるように促す。

　崖はせいぜい数メートルで、垂直というほど切り立ってもいない。

　デコボコに盛り上がっている突起に手足をつければ、服を泥まみれにするのと引き換えに、素人でも十分登れる程度のものでしかなかった。

「大丈夫だった？」

　這はい上がると、推理マニアがそんな事を尋ねてくる。

　俺はその場に倒れて荒い息を吐きながら、こう答えた。

「……長谷部が蛇に喰われた」

「詩的な表現だけど、もうちょっと噛かみ砕いてもらえる？」

「そのまんまだ！　レンタカーのボンネットのトコにいたろ。あの小さな蛇の妖怪。あれがいきなり長谷部に集団で襲いかかって……!!」

「そんなはずない……」

　思わずといった調子で呟つぶやいたのは、例の男だった。

　彼はわなわなと全身を震ふるわせながら、

「あれはそんな危険な妖怪じゃない！　人を、無差別に襲って行方不明にさせてしまうような、そんな天てん狗ぐみたいな攻こう撃げき性せいは……」

「そもそも俺達はあなたの名前も知らない！」

　遮るように、俺は言う。

「一体どこの誰だれなんだ!?　俺や長は谷せ部べじゃなくて、あなたはあの蛇の妖怪に声をかけていたな。やめてくれ、と。あなたはあの妖怪について何か知っているのか!?」

「……あれ、は」

　わずかに、ボロ布の男は言いよどむ。

　が、おずおずとこう続けた。

「当とう廟びようという蛇の憑つき物ものだ。過去に、村の有力者が四国辺りの商家から買い取って村へ運んできた……。砂金が採れたから何とかなったものの、元々この一帯は安定した食しよく糧りよう供給もままならないほど、外界から隔絶された小さな集落だった。電気も電話線も通してもらえないほどに。隔かく離りされ、遠ざけられていたんだ！　だから……」

「生きるために必要な物資を『望むだけで他人の家から盗んでくる』憑物の妖怪の力を借りたかった？」

　推理マニアが、ボロ布の男の詰まった言葉を代弁した。

　彼は、わずかに顔を逸そらし、

「……『パッケージ』完成の直前に、集落は『全滅』の憂うき目に遭った。本来なら機能しないはずなんだが、アセンブル自体は仮組みしていたらしい。だから、あの蛇達は俺の言う事をある程度は聞いてくれる。定期的に、握り飯や酒さえ与えていればな。俺には、米を炊くための鍋なべやガスコンロさえあれば良かった」

　ある程度は。

　それが仮組みのまま放置されている代だい償しようか。

　妖怪の力を借りられれば確かに便利だろうが……一切メンテナンスをしない吊つり橋を毎日渡り続けるようなものじゃないのか。

　今日は大丈夫かもしれない。

　でも明日は。明後日あさつては。一ヶ月後は一年後は。

　どこかで必ず傷んだ板を踏ふみ抜いてしまうとは考えられないのか。

「当とう廟びようって……確か土を焼いた壺つぼとか甕かめとかの中で飼うヤツだよね？」

「ああ。ただ、せっかく当廟を四よツ山やまに根付かせても、俺達を忌み嫌う外の人間や、内側から発生する裏切り者なんかに壺を壊こわされては元も子もない。だから各家庭に置く壺の他に、もっと大きな枠組みを用意していたようなんだ」

「……？」

「四ツ山さ。周囲を山……つまり膨大な量の土に囲まれたこの立地。それ自体を当廟の住む『壺』とみなすように、『パッケージ』のアセンブルを調整していたんだと。雲の上の有力者が進めていた計画だから、詳しい仕組みは俺にも分からないんだが」

　背筋に嫌なものが走る。

　つまり……この盆地全体が、あの蛇のテリトリーとして機能しているって事か。

　さらに大きな『壺つぼ』の外の世界にも、主人が望むだけで望む物資を盗んでくる機能付き。

　これじゃ俺達は猛もう獣じゆうの巣穴の中で息を潜ひそめているようなものだ。どんなに努力したってあの妖怪から簡単に捕捉される。おまけに、巣穴の外に出たからって安全が確保される訳でもない。そもそも当とう廟びようは壺の中ではなく、その外で活動し、様々な物品を盗んでくる妖怪なんだから。

「何にしても、その当廟が今回の件に深く関わっていると考えて間違いなさそうだな」

「ていうか刑事さん。追い駆けていた長は谷せ部べ道みち夫おはどうすんの？　突然妖怪の力で消えちゃいましたで警察って納得するのかしら」

「頭痛い……。まあ、俺達が見つけた袋……錆さびついた刃物とか札束とかあったろ。あっちで長谷部が全滅村襲しゆう撃げきに関わっていた事を証明できれば良いんだが……」

「当廟は、家の繁はん栄えいを邪じや魔まする者を病気にする妖怪でもあるが」

　ボロ布の男は、呻うめくように言う。

「人を殺すほど強い力を持った妖怪じゃない。何なんだ……さっきのあの現象は……。俺は今まであんな当廟は見た事がない……」

「ともあれ、あなたにもついてきてもらいます。妖怪絡みの事件は扱いが難しいが、供述調書を作る必要はある」

　今の法で、妖怪を直接裁く事はできない。というより、寿命がないから懲ちよう役えきや禁きん錮こに意味はなく、何をやっても殺せないから死刑判決が出たって執行のしようがない。

　となると。

　あの当廟とやらが『パッケージ』に組み込まれているという事で、それを操る権限を持っていたこの男は長谷部失しつ踪そう（あるいは殺し）の犯人、とみなされてしまうのだろうか。

　ボロ布の男自身は、喰くわれる長谷部を見て『やめろ』と叫んでいた。

　それが司法の場で汲くんでもらえれば良いんだが……。

「……いいや」

　と、そこで。

　男が、否定するように一言呟つぶやいた。

　推理マニアは眉をひそめ、俺は全身の筋肉をわずかに強こわ張ばらせる。疲れて地面に寝転がっていた態勢から、ゆっくりと起き上がる。

　警察の手で拘束されるのを恐れて逃亡するつもりか。

　そう考えて警戒した俺だが、事態は予想のさらに上へ進んでいた。

「俺も、もう、限界のようだ」

　言葉の意味が、一いつ瞬しゆん、掴つかめなかった。

　だが、直後に。




『解けた、解けた。謎なぞが解けた』




　あの、不気味な子守り歌のような声。

　改めてボロ布の男の顔を見てみれば、彼は笑っているような、泣いているような、ぐしゃぐしゃの表情を浮かべていた。

　そして、視線を下げれば……枯草に紛れるように、何か黒い縄なわのようなものが蠢うごめいている。それが彼の両足の足首にがっちりと絡みついている。

　縄、じゃない。

　蛇!?




『お前はいらない』




　まるで、土から生じた巨大な鰐わにの顎あごが、ボロ布の男を一いち撃げきで喰くらったようだった。

　数十、数百の蛇の塊が、彼へと襲おそいかかった。




　　　　29（菱ひし神がみ舞まい）




　くるん、と棒切れのようなものが空中で大きな円を描く。

　くるん、くるん、と。

　ああ。

　まだ痛みはない。だが分かる。回っているのは私の右腕。肩の所から容赦なく切断されたその腕が回っているのだ。

　直後。

　真っ先に私は足元にいたすねこすりを蹴けり上げ、残る左手でキャッチ。空中で回る右腕については口で強引に噛かみ付いて固定。

　そして頭の中にある見取り図を参考に、半導体工場の非常口目がけて『本気』で駆け出す。

　ゴン!!　と。

　ちくしょう！　緊きん張ちようのせいで力加減を間違ったか。駐ちゆう車しや場じようのアスファルトを踏ふみ抜いた足首を引っこ抜く形で、さらに体を前へ前へと進ませる。

　その間、

「……、」

　老婆の手によって振るわれた『草くさ薙なぎ』は、都合三度。

　ザンゾンバン!!!!!!　と、周囲の霧きりを数十メートル単位で引き裂き、整然と並ぶ自動車を霧と同じように裁断し、そしていくつもの爆ばく発はつが巻き起こった。私は上半身を振って回かい避ひ挙動を取りながら、霧が裂けたおかげで明確に目視できるようになった半導体工場の非常口へ、砲弾のような勢いで突とつ撃げきする。

　鋼鉄の扉へ、肩からぶち当たる。

　蝶ちよう番つがいとデッドボルトの三点を同時に破は壊かいし、くの字に折れた扉ごと転がるように工場内部へ飛び込んでいく。

　起き上がる前に、口で咥くわえていた右腕を床へ吐き捨てる。

「が、ばぁ!!　……ぜひゅ、はあ……ちくしょう、あのババア……!!」

「だ、大丈夫なんですか、その右腕!?」

「私は自分の体を徹てつ底てい的に改造しているからね。傷口は腐食している訳じゃないし、『キット』があれば繋つなぎ合わせられるよ」

　全身に脂汗が浮かぶ。

　くそ、人工物のくせに体の制御が追い着かないなんて……!!

「ただ、その『キット』は車のトランクの中。あのババアがいる以上、駐ちゆう車しや場じように出るのは自殺行為よ」

「さ、さっきは回避しながら移動していたじゃないですか」

「ホントに回避できてたと思う？」

　うう、気持ち悪い。

　たまにああいう化け物が何の前触れもなく顔を出すから、この業界は侮れないのよ。

「……もうぶった切られているよ。一発も避さけられなかった。あまりにも鋭すぎて、まだ破壊が追い着いていないだけ。放っておけば一〇分もしない内に、私の体はバラバラのブロック肉になるでしょうね」

　流石さすがにそうなったら私も助からない。

　だから生き残るためには、制限時間内にあの老婆と決着をつけ、駐車場にある車のトランクから『キット』を回収しなくてはならないって訳。

　正直。

　状況は、かなり苦しい。

「そ、そんな、どうしたら、あの、私に何かできる事は……!?」

「慌てるんじゃないよ。状況は苦しいけど、できない事がないって訳でもない」

　一番怖いのは、ここで老婆が行方を晦くらましてしまう事。霧の駐車場で延々とこちらの出方を窺うかがわれたら、一〇分のリミットなんてあっという間に消化してしまう。

　でも、きっとそうはならない。

　私の体はぶった切られたけど、すねこすりは死守しているからね。

　老婆はかわゆい犬型妖怪にもトドメを刺すため、積極的に攻め込んでくるはずだ。

　ただ、それについては触れないで話を進める。

「まあ幸い、ここは最さい新しん鋭えいの半導体工場なんだしね」

「え……？　あっ、そうか！　あの老婆は霧きりを利用していましたもんね。完全密閉、無菌状態の工場内なら……!!」

「『草くさ薙なぎ』を取り出した後じゃあ、もう霧は必要ないんじゃないかな」

「じゃあ……？」

「とにかくついてきてよ。奥へ行こう」

　私は血まみれの左手で右腕を棒切れのように掴つかみながら、すねこすりを従えて工場内部を進む。分厚いガラスの向こうに見える製造ラインは、ベルトコンベアと各種のロボットアームだけで構成されていた。無人工場というのは本当の事だったみたいね。こんな状況でも通常運転で商品を作り続けている事に、若干ながらシュールな感覚が湧く。多分人類が滅亡したって、誰だれも使わない電子部品を作り続けるんでしょうね。

「洗浄用の二重扉を抜けて製造ラインに入るけど……すねこすり。田舎ラバーズな妖怪のアンタが精密作業機械に囲まれても大丈夫そう？」

「全然駄目ですけど、あなたの事を考えたら文句なんて言えないでしょう」

　結構。

　私達は実際に製造ラインに入る前の、消毒用の二重扉に入る。火気厳禁の注意書きがあるから、無む塵じん用の洗浄にはエタノールの霧吹きと紫外線と急速乾かん燥そうを使うようね。

　当然、本来なら宇宙服みたいなのを着てから入るんだけど、今回は気にしていられない。

　操作パネルのエラーメッセージを無視して二重扉の奥の扉を足でぶち抜くと、顕けん微び鏡きようレベルであらゆる生命体の死に絶えた、クリーン極まりない製造ラインへと踏ふみ込んでいく。

「こ、こんな所でどうするんですか？」

　広大な割に生産用の機械が敷しき詰められているため、迷路のような印象のある生産ラインですねこすりはびくびくしながら尋ねてくる。

「あの老婆の『草薙』は駐ちゆう車しや場じようの車列だって一刀両断していましたよ。こんな迷路に隠れたって盾にはならないんじゃあ……」

「分かってるよ。というか、八や岐またの大蛇おろちから繋つながる『草薙』に対抗しようって考えちゃ駄目だ。私達の力は所詮、妖怪かその派生系。三種の神器なんて神の領域と力技でぶつかったって勝てる訳がない」

　私は生産ラインをぐるりと見回し、いくつかの太いパイプ類の位置を確認しながら、

「でも、あのババアはメインで使う大蛇の他に、当とう廟びようの影えい響きようを受けている。……そっちについてはただの妖怪よ。私達の世界の力だから、私達の手でも対抗できる」

「当とう廟びようの特性を突いて反はん撃げきする、って事ですか」

「そゆこと」

　こっちも『菱ひし神がみの女』ってヤツだ。凶事を招くとか何とか訳の分からん迷信のおかげで、日本はおろか世界に名だたる大財閥の男系家族から忌み嫌われる身。つまり菱神に生まれた女ってのは、単体で財閥と戦えるほどの専門的な技術や適性を持っていないと渡り歩けない。それらは実戦の中でさらに鋭するどく研がれていく。

　自分だけが特別製だなんて思わないでもらおうか、婆さん。

「当廟……狐きつねや犬と同じ、典型的な蛇の憑つき物ものですよね。家の繁はん栄えいの邪じや魔まになる人物に取りついて病気にしたり、金品をよその家から盗む事で自分の家を栄えさせたり。あと、結婚すると相手の家にもついていくとか……」

「育てる時には土を焼いた壺つぼや甕かめなんかに入れて、定期的にご飯やお酒を与える。そして当然ながら、ほとんど全ての憑物に共通するルールである……」

　言いかけた、その時だった。




　ゾン!!　と。

　巨大な半導体工場が、斜めに裂けた。




　壁かべも。

　生産ラインも。

　洗浄用の二重扉も、ベルトコンベアも、ロボットアームも、太い金属パイプも、電気系統も照明機器も床も天井も強化ガラスも何から何まで。数十メートルの単位で、一気に『草くさ薙なぎ』が全てを薙なぐ。払う。

　……また私の上半身もぶった切られたが、この際もう関係ない。リミットまでにレンタカーのトランクにある『キット』を回収できれば何とかなる。

　工場施設はその場でスパスパ斬られるのに私の体が時間差なのは、水分や脂肪で断面同士が若干ながら接着されているからかな。まあ、体を動かせるんなら何でも良い。

　パイプ類が切断されたおかげか、生産ライン一帯に、びしゃびしゃと透明な液体が撒まき散らされていた。

　そんな中に、自ら足を踏ふみ入れてくる影かげが一つ。

『草薙』を右手に下げた、あの老婆だ。

「何を狙っていた……？」

「言ってどうする」

「二重扉のエタノールか？　引火させれば儂わしを炎に包むだろうが、それで殺せると思うのは見積もりが甘かろうよ」

「でしょうね。そもそも『草くさ薙なぎ』の由来は、放火された叢くさむらを薙ないで被害を抑えたところから始まる。そういう方法じゃアンタを殺すのは難しい」

　びしゃ、という音が聞こえた。

　老婆がこちらに踏ふみ込んだ音。

　切断された金属パイプから溢あふれた液体は、すでに生産ラインの床の大部分へ広がっているようね。

「アンタ、複数の顔を切り替えてまで、この企業監かん獄ごくで何がしたかった訳？」

「間違いを正すため」

「答えになってないなあ」

「分からなくとも問題はなかろうよ」

　言って、老婆は頭上から降り注ぐ液体を気にしたのか、一度だけ片手で顔を拭った。

　そのまま、告げる。

「決着を」

「悪くない提案ね」

　私は肩をすくめて、

「だが、もう終わっている」

「……？」

　老婆は一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だけ、本気で怪け訝げんそうな顔になった。

　そして。

　直後に気づく。

「……飲んだな？」

「待てよ……この水。半導体製造に使われる、純水……？　という事は、まさか……!?」

「四よツ山やま一帯に広がっている地下水。……全滅村の方はあまり詳しく調べていないけど、確か村人と企業側で揉もめていたのは、禁忌とされた地下水の取り扱いを巡っての問題だったよね」

　老婆は聞いていない。

　口に手を当て、慌てて体の中から『地下水』を吐き出そうとした時だった。




　ごぼり、と。

　水の代わりに、大量の小さな蛇が口の中から溢あふれ出す。




「が、ぼっ……!?」

　老婆の口で、言葉が壊こわれた。

　大量の蛇は明らかに彼女の制御を離はなれていて、次から次へと溢れ出てくる。

　すねこすりがオロオロしながら、

「な、な、一体、何が……？」

「当とう廟びようはその『家』を守る憑つき物ものの妖怪よ。でも、当廟が四よツ山やまの人間をどう識別しているかについて、実は謎なぞが多い。だって、全滅村自体が隔かく離り方式でよそから連れてこられた集団っぽいんだし。にも拘かかわらず、当廟は『家』の人間とよそ者を区別して動いている。なら、何かしらの『判断材料』があるはず」

　私は人差し指を立てて、

「当廟にご飯を与えてくれる者？　この村で新しく生まれた赤ちゃん？　なんかの儀ぎ式しきで人間と妖怪を結びつけたりしていた？　……でも、そうなると気になるエピソードがある。全滅村……当時の四ツ山住人が、何な故ぜ頑かたくなに半導体工場建設に反対していたのか。より正確に言えば、何故『地下水』の使用を許そうとしなかったのか」

「ま、まさか……」

「四ツ山の地下水を飲んだ者。……それが、当廟が『家の者』と『よそ者』を識別する判断材料だったんじゃないかなーなんて」

　そして、と。

　私は立てた人差し指を、大量の蛇を吐き続けて苦しむ老婆へ突き付ける。

「古今東西の憑物は、正しく使えば利益を与えてくれるが、扱い方を間違ったり、粗末、邪険に扱えば主人に牙をむくってのがセオリーよ。そこのババアは当廟よりも大蛇おろちを優先し、自分の中から当廟のカラーをできるだけ排除しようとしていた。つまり邪険に扱った。……今までは四ツ山の住人でありながら、地下水には決して口をつけない事で、『家の者』としては識別されないように気をつけていたんだろうけど」

「……半導体製造に使われる純水は、村の地下水を加工して作られていた……？」

　すねこすりは茫ぼう然ぜんとした調子で呟つぶやき、

「で、でも！　それなら工場の人達は全員、当廟を使えたんじゃないですか？　だってここでは当たり前のように四よツ山やまの地下水が使われていたんですから」

「まさか。地下水は半導体製造の要よ。一般の上下水道には使われていない。社員食堂にさ、ウォーターサーバーがあったでしょ？　看守グループはおろか、囚人グループの鈴すず川かわ泉いずみや護ご岸がん桜さくらが利用していても、誰だれも怒らなかった。看守に人権の意識なんてないのに。つまり、よそから持ってきた水を使うってルールが当たり前のように浸透していたんだよ」

「がっ、ぐ……げほっ!!」

　老婆は何度も何度も喉を詰まらせるような音を発したが、もう遅い。

　その『草くさ薙なぎ』で自分の腹を掻かっ捌さばく覚悟でもない限り、当廟は倒せない。

「地下水を口に含んだ事で、アンタは当廟の主人として認識された。そして当廟を否定する『草薙』を使い続ける限り、アンタは『当廟を邪険に扱う主人』として牙をむかれる。……残念だけど、もう末路は決まったよ。アンタは助からない」

「……だ、から……あんな憑つき物ものなど……べぼっ、反対、ったのだ……」

　老婆は、言葉を詰まらせながらも、そう答えた。

　そして。

「だが覚悟しろ……。管理する者のいなくなった『パッケージ』は、ぐうっ、制御不能の被害を周囲へ撒まき散らすぞ。それこそ、無尽蔵と呼べるほどの猛威をな……」

「……当とう廟びようや大蛇おろちで終わりじゃないって訳？」

「言っただろう」

　老婆は。

　結局、その名前も分からなかった老婆は、笑う。

「……そもそもにおいて、儂わしの扱いたかった妖怪は、かようなものではないと……」

　粘質な音が全てを覆おおった。

　ずちゅるじゅるぎゅる……っっっ!!　という音と共に、口から溢あふれ出した大量の蛇が、床へ倒れ込んだ老婆の全身を覆っていく。すねこすりが悲鳴を発した。私達の見ている前で、数百匹の蛇の団子は徐々に小さくなっていく。

　やがて。

　一体どこへ消えたのか、蛇は一匹もいなくなっていた。

　その蛇に貪られていたはずの、老婆の肉体も。




　　　　30（陣じん内ない忍しのぶ）




　正直に言って、消防隊と連絡を取った時点で俺達にやれる事は何もなくなった。

　後は救助が来るのを待っていれば良い。

　……はずなんだけど。

「くそ……」

「忍クン、だいじょぶ？」

　惑まど歌かに顔を覗のぞき込まれてそう言われたが、俺には上う手まく答えられなかった。

　何十年も前に起きた事だ。

　ベニヤ板とトタンで補強しただけの小屋が並ぶ小さな集落が点々とあり、それらの中心として洞窟を抱える屋や敷しきの群れがあるだけの場所。すでに消えた廃村での出来事だ。

　間引き、子殺し、そして食い物のために日常的に赤ん坊が殺されていても、誰だれも疑問に思わなかったという『小さな社会』全体の歪ゆがみ。身勝手に殺しておきながら、死んだ後の墓まで分けるような酷ひどい扱いを平然とこなす仕組み。

　座ざ敷しき童わらしからもたらされた情報は、この時代に生きる高校生にはあまりにも重た過ぎる。

「……イカれてるよ」

　思わず、そう呟つぶやいていた。

　カップラーメンを食った直後にそのまま昼寝をしたような、いつまでも腹の底に重たいものが残り続ける感覚だった。この先、どれだけ続くのか全く想像ができねえ。ひょっとしたら、一生付き合っていく羽目になるのかも。

「忍しのぶクンが関わっていた訳じゃないんだしさ」

「分かってるよ」

「言ったって、何十年も前にスッパリ断絶しちゃった風習じゃない」

「分かってる」

　あっけらかんと言ってのける惑まど歌かの頭の中では、すでに歴史年表に並べられた数字の羅ら列れつに過ぎなくなっているんだろうか。

「ていうかさ、どれだけ思い悩んだって、今の私達にできる事ってある？　ないんだったら、残念ながら悩むだけ無駄ってヤツだよ」

「……かもな」

　数字に変換できるものなら何でもドライに取り扱える金きん融ゆうの怪物と、どこか距きよ離りを感じてしまう。俺が怒りに任せて中年男を殴り付けようとした時には、あれだけ冷ややかな目で俺を見据えていたっていうのに……。

　ただ。

　今の俺にできる事はないっていうのは、事実だ。

　冷たいが、それが事実なんだ。

「……救助隊、遅いな」

「そうだね」

「こういう時は下手に動き回らない方が良いって話を良く聞くけど」

「このまま放ったらかしだったらどうしようかね。忍クン、食べられる山菜と食べられない山菜の見分けとかってつく方？」

「インテリビレッジは整備された人工的な自然環かん境きようだよ。本格的なサバイバル技術なんて期待しないでくれ」

　写真画像の解析・識別ソフトを利用した『食べられる判定アプリ』ってのがあったような気がするけど、スマホは座ざ敷しき童わらしの胸の谷間に納まってる。写真を向こうに送れば判定はできるけど、写真の影かげとかで結構答えは曖あい昧まいになるって評価だったしな。

　ていうか、根本的にメシは全部親に任せている身としては、山菜なんて渡されたってどう料理して良いのか分かんないし。半煮えの草を食べる羽目になると思うぞ。

「……いざとなったら『人間は水があればしばらく生きていける』方式かね」

「げー。それ眉唾じゃなかったっけ？　実際には塩分とミネラルは必須だったような……」

　と、その時だった。

　唐突に、霧きりの向こうから男の叫び声のようなものが聞こえてきた。

　思わず、俺と惑まど歌かは顔を見合わせてしまう。

「何だ、今の？」

「ここからじゃ……霧が深くて見えないね」

　意外と距きよ離りは近い。俺達が今いるのは崖の斜面に近い所だが、ひょっとしたら数メートル下に広がっている富裕層向けの集落跡地の方かもしれない。

　だが一方で、下はあの当とう廟びようとかいう蛇の妖怪が蠢うごめいている場所だ。

　ここで黙だまっていればじきに救助隊はやってくる。これ以上、無理に危険へ身を投じる理由もない訳だが……。

「ねえ忍しのぶクン」

「何だよ」

「今の叫び声……まさか救助隊の人のじゃないよね？」

「……、」

　その可能性は嫌すぎる。

　ため息をつくと、俺達は斜面を下りて、叫び声について改めて調べてみる事にした。




　　　　31（菱ひし神がみ舞まい）




　とりあえず『草くさ薙なぎ』を操る老婆の最期を見届けた私は、駐ちゆう車しや場じように停とめてあった車のトランクを開けて、体の修復に使う『キット』を取り出していた。辺り一面は『草薙』のとばっちりで多くの自動車が爆ばく発はつ炎上し、まるでナパーム弾で爆ばく撃げきでもされたみたいな火の海になっていたけど、私の車にまで及んでなくて助かった。

「ほ、ホントに繋つながってしまうんですね、右腕……」

　すねこすりはホッと安あん堵どする……というより、何か不気味なものでも見るような目でそんな事を言ってきた。

「元々私が重宝される理由の半分はこっち方面だからね。並の人間より耐久度は高いし、死んだふり作戦もやりたい放題。『誤情報の誘導で巨大組織を叩たたく』忍者みたいなやり方にはうってつけって訳」

「そ、それにしても、まさか化粧道具で体を繋つなぎ合わせるなんて……」

「そういう風に『キット』を偽装しているだけよ。肌色の素材とか精密作業用の道具とか一式揃そろえておくのに便利だしね」

　あやうくブロック肉にされるところだった上半身をひとまず『仮縫ぬい』し、私は『キット』を化粧ポーチの中にしまいながら、

「……くっそー。それにしても人様のおっぱいばかり三回も四回もスパスパ斬りやがって。あの婆さん乳に恨みでもあったのか」

「見せなくて良いです。指でなぞらなくて良いです」

「あん？　何だー照れてんのかすねこすりちゃんよ。ていうかアンタ犬型妖怪だけど人間の裸でも欲情できるタイプなの」

「もろ出ししながらキョトンとしないでくださいよっ！　早く隠して隠して!!」

　いやまあ、こっちも裏稼か業ぎようの端くれなもんで。

　着替え中に襲しゆう撃げきされたからって戦えませんなんて、生ぬるい環かん境きように生きてはいないのだよ。

　体は修しゆう繕ぜんできても作業服はズタズタ。これもカバンの中に入れておいたタンクトップとホットパンツに替える。

「じゃ、一息ついたし、次は全滅村とかいう廃村の方を調べてみますか」

「えっ……？　だ、だって、今回の件の黒幕は、あの老婆だったんじゃないですか？」

「だろうね。でもまだ『異変』は全く止まってない。だって、ほら。企業監かん獄ごくって本来は囚人と看守合わせて八〇〇〇人の人間がいるはずなんだよ。彼らが戻ってくる様子がないじゃない」

　厳密には、消えたのは八〇〇〇人じゃなくて私達少数派の方なんだろうけどね。

「言われてみれば……」

「首しゆ謀ぼう者しやは死んだけど、凶器である『パッケージ』は絶賛稼か動どう中って事。これをどうにかしない限り、私達は元の場所には帰れない」

「た、大変じゃないですか！　犯人しか知らない事もあるのに。何で殺してしまったんですか!?」

「すねこすりちゃん？　欲をかける状況だったかどうか思い出してみろコラ」

　車の助手席に犬型妖怪を放り込み、私は運転席へ乗り込んで、キーを回す。

　誰だれも管理していない正門ゲートから敷しき地ちの外へと出て、一本しかない道を進んでいく……と、どこかで見たレンタカーが乗り捨てられていた。

　刑事さんと妹が乗っていたヤツ、って事は……。

「何だ何だぷんすか。行く先々でいちゃいちゃしやがって。ヤツら不幸体質でも身に付いているのかってーの」

　私もレンタカーの近くに車を停とめ、装備一式とすねこすりを抱えて外へ出る。タンクトップにホットパンツなんてイカれた露ろ出しゆつで森の中を歩くなんて自殺行為だけど、仮に体が壊こわれたって修しゆう繕ぜんできる。今は強行突破の一択かな。

「な、何でしょう？　自然の中なのに、あんまり居心地が良くありませんね……」

「結局、黒くろ山やま電子グループの監かん視し網が縦横無尽に張り巡らせてあるからね。基き盤ばん整備されたインテリビレッジと違って、機械臭の方が強く出ているんじゃない？」

　……にしても、全く虫や獣けものの気配がないのって、やっぱここが当とう廟びようや大蛇おろちのテリトリーっていうのが関係しているのかね。地下水の水質を保つためなら、農薬なんかを使おうとは考えないはずだけど。

　森を抜けて、ボロッボロの廃村へ入る。

「どこを調べるんですか」

「あの『草くさ薙なぎ』の婆さん、神社がどうのこうの言っていたじゃん。まずはそれっぽいトコを調べてみましょ。ヤツの技術のルーツが分かれば、この四よツ山やま一帯に何を仕掛けていたかも読めるはず」

　霧きりの中、あっちこっちを歩き回ってみると、富裕層が集まっていたであろう一角に、それっぽい廃はい墟きよを発見した。

　……ていうか。

「た、単に腐ってボロボロに崩れたって感じじゃなさそうですよ」

「壊こわされたって言っていたしねえ」

　この一帯の集落は全滅村なんて名前で揶や揄ゆされている。三〇年以上前に皆殺しにされたからだ。……でも、こいつはもっと古そう。『全滅』が起こる前から、グッシャグシャに壊されたまま放置されていたみたいね。

　さて。

　まだ『仮縫ぬい』だから体の強度がやや心配だけど、ここは力技で押すしかない。山のように折り重なった瓦が礫れき、廃材を、床に崩れた本の山を取り除くように、適当にどかしていく。

「外から強い力を加えて強引に打ち壊しただけだったみたいだね。ほら、中は割とそのまんまだ。多分文書なんかも……」

「サラッと今すごい事していません？　ねえってば!!」

　すねこすりの疑問を無視して、私は開いた穴から廃材の山の中へと身を潜もぐらせる。……予想通り、蛇を祭神としていたらしき像とか、古い文字がびっしりとのたくっている和紙の束とかが次々と見つかる見つかる。

　ふうん。

　こっちの文書を見る限り、あの婆さん、本名は河かわ端ばた愛めぐみで良いのかな。一〇〇年以上前から婆さんのままだったって言っていたし、子孫の名前とも思えない。

　古い和紙の束なら何でもかんでも意味ありげに見えるけど、ほとんどは経理関係の帳ちよう簿ぼみたい。ひとまずそれらは捨て置くとして……。

「こっちのは、村の足跡を記したもんか……。随分と私見の多い感じだけど」

　元々、霊れい的てき被害……つまり妖怪から受けた深刻なダメージを癒いやすって名目で、半ば隔かく離りを強要される形で始まったのが四ツ山集落のきっかけ。

　彼らが外の世界に対し危険行動を取らないように監かん視し、誘導する目的で送り込まれたのが、この神社の面々。

　神社の面々は集落のメンバーを有力二家の派閥に切り分け、互いに争わせる事で、いちいち外と戦うだけの余裕を意図的になくそうとしていた。

　が。

　神社の面々はあくまでも四よツ山やま集落の効率的な管理維持を目的としていたようで、彼らの死までは望んでいなかった。

　食しよく糧りよう難、砂金の減少などから不定期に浮上する社会不安と、それを引き金とした赤子の『間引き』に歯止めをかけようとしたが、失敗。

　さらに憑つき物ものの一種である当とう廟びようをよそから買い取ろうという動きが加速するのを食い止めるため、無理な介入をしようとしたところで……この文書は途切れている。

　ま、ここらでコントローラーとしての役割が露ろ見けんし、村人らから裏切り者の烙らく印いんを押されて神社も打ち壊こわされたって感じなんだろうけど。

　人間ってのは簡単に騙だませる生き物だけど、騙されて喜ぶ人間ってのは珍しいからね。

　間違いを正すため。

　企業監かん獄ごく、つまり四ツ山に留とどまり続けたあの婆さんが言っていたのは、この辺か。記述の密度は、赤子の間引き辺りが一番高い。子殺しの正当性を破棄し、名前も決められずに殺された子供達を改めて把握し、きちんと弔おうとでもしていたのかね。

　集落自体が消滅した今となっては、四ツ山の中で誰だれが誰を生んだかを把握するのは極めて難しい。が、『全滅』を引き起こした黒くろ山やま電子グループには、集落の人間をきちんと皆殺しにできたかどうか、その情報洩れなどがないかを確認するための部門や活動報告などが眠っている可能性もある。

　まったく。

　プロを殺す一番の原因は、やっぱり『優しいノイズ』か。

『パッケージ』同様に、あの『草くさ薙なぎ』を維持するためには数百人単位の人手でシステムを維持する必要があるでしょう。そういう意味でも、脱獄を餌えさにすれば好きに動かせる囚人達は利用価値があったのかな。

「……ただ、ここに書いてあるのは結局、大蛇おろちと当廟のいがみ合いって感じだな。それ以外に何かないもんかねー」

　あれこれ紙の束と格かく闘とうしている内に、ようやく神社の祭さい祀しにまつわる儀ぎ礼れいをまとめた文書に突き当たる。

　なになに。

　当廟を持ち込んだのは、有力二家の片割れ。元々もう片方は全く別の妖怪の研究をしていて、それに危機感を覚えて当廟へ手を出した、なんて経けい緯いがあった訳か。

　となると。

　この村には、蛇系以外の妖怪も根付いているはずなんだけど……書いてあるね。

　ふむ。

　ふむふむふむ……ふむってちょっと待て!?

「まずい、すねこすり!!　これが本当なら当とう廟びようとか大蛇おろちとかよりも、ある意味でもっとヤバい!!」

「え、え？　ど、どういう事なんですか？」

「どうもこうも……!!」

　言いかけた時だった。

　どこかから男の叫び声が聞こえてきた。

　神社の残ざん骸がいの山から外へ顔を出すものの、深い霧きりのせいで遠くまでは見通せない。ただ、今も喚わめき散らすような声には聞き覚えがある。

「刑事さん、か」

「何のんびりと観察しているんですか！　顔見知りに何かあったんでしょう！　だったら様子を見に行かないと……!!」

　ふむ。

　……正直、そこまでやってやる義理はないんだけど。

　私が神社の跡地で手に入れた『祭さい祀し』の情報が正しければ、これはプロだの素人だのは関係ない。必要なのは、この四よツ山やま一帯で何が起こっていたのかという正確なデータの収集だ。そのためには、刑事さんや妹から意見を聞いてみる必要もあるかもしれない。

「しゃーない。すねこすり、ちょっと公私混同しようか」
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「くそ、くそ！　どうなっているんだ、ちくしょう!!」

「駄目だよ刑事さん!!」

　目の前で、当廟とかいう妖怪を操っていた……はずの、ボロ布の男が数百匹の蛇の団子の中に呑のみ込まれていた。

　慌てて助け出そうとしたところで、後ろから推理マニアに羽交い絞めにされる。

「離はなせ馬鹿！　このままじゃ……!!」

「もう間に合わない!!　憑つき物ものの管理者権限持っていたおじさんだってやられたんだ。赤の他人の『よそ者』に、当廟っていう蛇の憑物が甘い顔をする訳ないっ!!　近づいたら刑事さんもそのまま呑まれる!!」

「だけど……!!」

　警察官って仕事にそれほど夢を持っている訳じゃない。相手には怪しいところもあり、証言が全て信じられる訳でもない。でも、ここで見殺しにして良いのか。そんなの何度も俺は許せるのか！

　悲鳴は聞こえなかった。

　こうしている今も、あれだけ大きかったはずの蛇の団子が、みるみる小さくなっていく。それはつまり、中心にあるボロ布の男の体積自体が減っていっている事を示していた。

「元々、当とう廟びようの『パッケージ』はアセンブルが不完全だった！　今日まで機能していた方がおかしかったぐらいに！　もうエンジンは煙を上げているんだよ。こんな車に乗ろうとしたら爆ばく発はつに巻き込まれる！　安全地帯なんてどこにもない!!」

　やがて。

　俺達の見ている前で、霧きりに溶けていくように蛇は次々と消えていく。これまでと同じように、その奥に、もはや男は欠片かけらも残っていなかった。奇き麗れいになくなってしまっている。

　なまじ出血も死体も残っていないからこそ、逆に薄うすら寒い感覚が全身を襲おそう。

　ここには尊厳っていうものがない。

　墓の下に埋めるものすら残してくれない。死者が死んだという事実すらも覆おおい隠してしまうような……。

　ガサリ、という枯草を踏ふむ音が聞こえたのはその時だった。

「叔父……さん……？」

　聞き覚えのある声。

　振り返ると、そこには何な故ぜか甥おいの忍しのぶと……誰だれだったか。インテリビレッジ風化村のホテルの一件で共に巻き込まれた女の子が立っていた。

　傍らにいた推理マニアが、驚おどろいた声を上げる。

「おやまあ惑まど歌かじゃないかね」

「そういうあなたは艶えん美びじゃないかね」

　彼女達が黄色い声を上げている最中に、また別の方向から足音が響ひびいてくる。

　そちらからやってきたのは、

「ありゃ？　刑事さんと妹だけじゃないじゃん」

「……こ、この布陣。何か嫌な予感がするメンツが集まっているんですけど……」

　推理マニアの姉の菱ひし神がみ舞まいに……あの妖怪は、すねこすりだったか？　妖怪については一律で嫌われるから俺にはあんまり関係ない話だろうが。

　一体どこで手に入れたのか、古文書らしき和紙の束を片手で持ったまま、舞は心底面倒臭そうな調子で何か呟つぶやいている。

「まだ残ってるメンツはこれで全部かね。他にもいるとしたら厄介だぞ。こっちには時間がないってのに」

　……いや、確か料金所のおっさんがいたような気はするけど。

「おいちょっと待て。四よツ山やま一帯で何が起きているか知っているのか。時間がないってのはどういう事だ？」

「逆にそっちはどこまで掴つかんでる。当とう廟びようくらいは押さえてないと流石さすがに説教ね。大蛇おろちまで掴んでいたらなかなかのもの。その先の妖怪まで分かっているとしたら抱き締しめて顔をおっぱいに埋うずめてやろう」

「その、先……？」

　訝いぶかしげな声をあげたのは、甥おいの忍しのぶだ。

「当廟の他に大蛇が噛かんでいたのだって初耳だぞ。さらに別の妖怪まで四よツ山やまの騒さわぎに関わっているってのか!?　だとすりゃそれは一体何だ!?」

「当廟なんてのは使い勝手の良いギミックに過ぎないよ。手段であって目的じゃない。ド本命の妖怪を使ったアセンブルを果たすためのね」

「アセンブル？　お姉ちゃん、つまりそれって今ここで、誰だれかが妖怪の力を組み込んだ『パッケージ』を作ろうとしているって事？」

「その側面もあったんだけどね」

　やや歯切れ悪く、舞まいは答える。

「今回の件の裏にいる妖怪は、ちょっと例外的なんだよ。人間の悪意によって醸じよう成せいされる『パッケージ』なんて関係なくて、そもそも根本的に人の手で組み立ててもらう必要のある妖怪。アセンブルしてもらうのが、存在として当然って顔をしている妖怪なの」

「な、何なんですかそれ」

　舞と一緒にいたはずの、すねこすりさえ首を傾かしげていた。

　……こいつ、相変わらず味方に作戦の詳細を話さないで綱渡りを続けていたのか。

「妖怪自体だって『言い伝え』っていうのは重要な意味を持つはずだけど、あの妖怪だけは性質が違う。そもそも、妖怪自体よりもアセンブルの方が本体になっちゃっているようなヤツだからね」

　舞は手で持っていた和紙の束をひらひらと振りながら、核心を告げた。




「青あお行灯あんどん。……百物語を最後までやり遂げると現れる謎なぞの存在って、聞いた事ない？」
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　さて。

　さてさてさて。

　どうせ和紙の束に書いてある古臭い文字は、刑事さんや妹達には読めないでしょうから、全部私が説明するしかないんだけどさ。

「百物語って……あれだよな」

　陣じん内ない忍しのぶが眉をひそめて言う。

「蝋ろう燭そくを一〇〇本用意して、怪談を一つ話し終えるごとに一つずつ吹き消していくって」

「一つの行灯あんどんに一〇〇本の芯をつける方式もあるな。……あれ？　でも最後に出てくるのって妖怪だっけ。真っ暗になった部屋に幽ゆう霊れいが現れるって話じゃなかったか」

「厳密には決まっていないのよ」

　あっさりと私は答える。

「ポルターガイストとかラップ音みたいな怪奇現象が起こるとも、死んだ人間の幽霊が出てくるとも、妖怪が出てくるとも言われる。何事もなく終わるのか、呪われるのかも不明。……ただ、とある有名な妖怪画家がその辺を『青行灯』って単一の存在でくくっちゃったおかげでね。今では百物語を統括する、蒼ざめた肌の鬼女って妖怪の骨子が象かたどられるようになった訳」

「……その、良く分からないんだけど」

　こっちのは……小こ手て蜜みつ惑まど歌かだったかな。

　確か金きん融ゆう関係の化け物だ。オカルト関係へのコネがないのが残念だけど、財力だけなら私みたいなのを束で雇えるほどの『力』があったはず。

「妖怪って、そんな大雑把な訳？　誰だれかがイラストにしちゃったからそんな妖怪になっちゃいましたっていう……」

「ものにもよるね。座ざ敷しき童わらしや雪女みたいなのは簡単には揺らがない。でも、ぬらりひょんみたいに役割を『後付け』された妖怪もいる訳だし」

　私は肩をすくめて、

「『青行灯』っていうのは、そもそも人の手で、人の口で語られる怪談によって出現条件を満たす特殊な妖怪。物が長い年月で妖怪になる付喪神は周辺環かん境きように影えい響きようされて育つ性質があるけど、『青行灯』はそれを『一〇〇個の怪談』に置換してる。ワインやチーズの貯蔵庫みたいに環境を整えれば良い付喪神ができるのと同じように、良質の怪談をまとめる事で『青行灯』の性質をチューンアップできる可能性もある。……平たく言えば、人の手で何とかしやすいヤツって事よ」

「それが、今回の四よツ山やまとどう関係しているっていうんだ？」

　刑事さんが、やや警戒しながら尋ねてくる。

「護送車から囚人が突然消えたり、蛇の妖怪の群れが人を襲おそったり……。そういった事件とどう関係しているっていうんだ」

「根っこだよ」

　バサリ、と古い和紙の束を軽く振ってみる。

「今回の件を起こした張本人……『犯人』とでも呼ぶべきかね。とにかくその婆さんは、ある望みを叶かなえるために行動を起こしていた。でも、それはまともな方法じゃ難しかった。だから、粘土みたいに性質を自由に作り変えられる妖怪に手を加えて、望み通りのオカルトの力を獲かく得とくしようとした」

「それが……？」

「さっきも言った通り、『青あお行灯あんどん』は『一〇〇個の怪談』の質によって形や能力を変える。婆さんが必要だと思う力を持った『青行灯』が出てくるように調整すれば良い」

　ただ妖怪の力を組み込んだ『パッケージ』を作るのとはちょっと違う。

　そもそも妖怪自体を都合の良い方向へ捻ねじ曲げる。

　以前、唐傘お化けや提灯ちようちんお化けを改造して、ぬらりひょんみたいな日本全国の妖怪を操るコントローラーにしようとした連中がいたけど……こいつも改造型だ。

「待ってお姉ちゃん。でも、そのためには一〇〇個の怪談が必要でしょ？　そんなの私達は知らないよ。怖い話なんてしてたっけ？　それとも、私達以外の誰だれかが……」

「そこらへんは調整しているさ。おどろおどろしい怪談はかなり簡略化されているといっても良い。ま、こいつに全部書いてあるんだけどね」

「？」

「のたくってる文字が古臭いから、何百年も前のものに見えるかな？　でも、こいつが書かれたのはつい最近だ。誰かが書いたっていうよりは自動筆記とか念写の類たぐいだと思うけど」

「……一体、何が書いてあるんだ」

「問題一、何で忍しのぶクンって居眠りすると隣となりに座っている子に抱き着く訳？　問題二、馬ば鹿かデカい半導体工場のためにジャンクションが作られたって噂うわさもあるがね。真相はどうなんだろ？」

「え……？」

　絶句したのは、陣じん内ない忍だ。

　隣にいる小こ手て蜜みつ惑まど歌かも意外そうな顔をしているとなると、この二人の近辺であった『謎なぞかけ』かな。

「謎かけ、問答、Ｑ＆Ａ。……それを『物語』の最小単位として計上しているようだね。つまり四よツ山やま一帯で一〇〇個の謎が解けた時、妖怪『青行灯』はこの現実世界に肉体を持って現れる。ここはそのための胎内って事よ」

「そ、そうか」

　呻うめくような声を発したのは、刑事さんだ。

「四ツ山一帯は元々全滅村や黒くろ山やま電子グループなんていう凄惨な歴史の染みついた場所だ。そして妖怪もうろついている。この一帯で世間話をしようとすれば、自然と不気味で怖い話のエッセンスが混じってしまう。一定数の人間を放り込むだけで、勝手に不気味な謎を作って勝手に不気味な謎を解いてしまう仕組みができあがるんだ」

　……実際には、全滅村の他にも企業監かん獄ごくなんてのもあった訳だけどね。

　私は上に向けた人差し指をくるくると回しながら、

「当とう廟びようってのは謎解きストーリーを作るための、都合の良いギミックね。舞ぶ台たい演劇で言うところの黒子ってヤツかしら。『必要な物を他人の家から盗んでくる』性質を持つ蛇の憑つき物ものは、細々としたいろんな作業を担当していた。例えば」

　謎なぞ解きに必要な人間だけを、別の空間である『ここ』へ送り込んだり。

　誰だれかが謎解きに詰まったら、それとなく回答へのヒントとなる物品を人物の近くに置いたり。

　当とう廟びよう自身が不自然な顔出しをする事によって、定期的に緊きん張ちよう感を上げて『謎を解かなくては生き残れない雰囲気』を演出したり。

　……そもそも、当廟は誰かに望まれて行動を起こす憑物だ。それ単体が意思を持った『黒幕』として機能するとは言い難い。ラスボスは心を持ったパソコンでした、よりも不釣り合いなポジションよ。

　説明すると、陣じん内ない忍しのぶが唖あ然ぜんとしたように呟つぶやいた。

「……つまり、クラスメイト達とはぐれたんじゃない。クラスメイト達もバラバラになって森の中をさまよっているんじゃない。百物語に必要だった俺と惑まど歌かだけが、別の空間みたいな場所へ放り込まれたっていうのか？」

「くそ、長は谷せ部べ道みち夫おだけが森の中で見つかって、護衛の警官なんかが全く見つからないのもそのためか。それに……謎を解くのに必要がなくなった人物が、蛇の塊に喰くわれるように消えていくのだって……」

　全ては迅速に百物語を終わらせるため。

　妖怪『青あお行灯あんどん』を出現させるため。当廟は使いっ走りに過ぎない。

　余計な人物はいらないから舞ぶ台たいに呼ばない。

　虫や獣けものが一切いないのも、謎解き役以外はそもそも生き物なんて必要なかったから。

　百物語を語らせるため、当廟は四よツ山やまに差しかかった者の内、使えそうな人間だけを自動識別して『別の場所』へと連れ去った。

「じゃあ、結局、今回の問題っていうのはどうやったら止まるんだ。百物語を途中で投げて四ツ山を出れば良いのか。それとも『青行灯』を求める犯人とやらを倒せば良いのか」

　そこが難しいところなんだよね。

　私はため息をついて、

「犯人ってのはすでに私が倒してる。でも、百物語ベースのアセンブルは依然稼か働どう中。っていう事は、操縦士のいなくなった旅客機みたいに、今の状況はオートパイロットである程度前進し続けている訳」

　オートパイロットだけで奇き麗れいに着陸できるとは限らないけど。

　あの婆さんの最期の言葉が、今になって呪いとして動き始めたって事かね。

　当廟、大蛇おろち、そして青行灯、か。

「そして何としても百物語の完成を望んでいた犯人が、謎解きの参加者を黙だまって見逃すような舞台を調整するとは思えない。そもそも当廟は、私達を現実とは違う別の場所へ引っ張り込むほどの力を持っている。それが夢か幻か別座標か別位相か過去か未来かはさておいてね。……『必要な物を盗んでくる』あの蛇の憑つき物ものなら、敷しき地ち外へ出た途端に自動反応して四よツ山やま中心へワープさせる、くらいやりかねない」

「なら、どうするんだ……？」

　陣じん内ない忍しのぶは、息を呑のみ、そして言う。

「百物語を完成させるまで出られないっていうのか。でも、それじゃ『青あお行灯あんどん』ってヤツが出てきちまうんだろ！」

「ああそうだ。こうなった以上は出てきた上で叩たたくしかない。とにもかくにも最優先は百物語の舞ぶ台たいから出られない、って均きん衡こうを破は壊かいする事よ。そのためには……」

　言いかけた時だった。

　言葉が止まった。

　気づいたからだ。

　くそ、気づいてしまったからよ!!　ちくしょう!!

　そうか、そうか、そうだよ！　企業監かん獄ごくで『草くさ薙なぎ』の婆さんと戦った時に私の手首や足がアスファルトに埋まったり、神社の残ざん骸がいを素手でどかしたりしていたけど……あの時、妙に脆もろい、軽いと疑問を持つべきだった!!　私の体は改造されているとはいえ、それは対妖怪『だけ』に特化していたはずだったのに!!

「……お姉ちゃん、どうしたの？」

　妹の声は、ガサリという音に遮られた。

　枯草が揺れる音。それでいて、足音とはまた違うもの。

　……小さな蛇がのたくる音。

「まずったな。予想通り……百物語の完成には、タイムリミットみたいなものがあったのかね」

「何だ。何を言っている？」

「周りを見て御覧よ」

　私の声に、刑事さんよりも先にすねこすりの方が短い悲鳴を発した。




　蛇。

　蛇の山。




　気がつけば、四方八方、三六〇度、くまなくくまなくくまなく膨ぼう大だいな蛇が私達を取り囲んでいた。それは蛇の大群が押し寄せてきて全てを塗り潰つぶす、というよりは、影かげ絵えのように巨大な蛇の塊が地形を作っているようにも見えた。

　……いいや。

　あながち、間違ってもいないのか。

「うっ!?　何だこれ、地面がぶよぶよする!!」

「ねえ刑事さん、あのおじさんは四よツ山やまの盆地全体を当とう廟びようの壺つぼとして対応させているって言っていたよね。これってまさか……!!」

「俺達が見てきたもの……。地面とか山とか森とか廃屋とか……みんながみんな」

　刑事さんは、目線を下にやった。

　おそらく後悔したでしょうね。

　地面は大量の蛇が互いの体を編み込ませて作った、広大な黒い絨じゆう毯たんに変わっていた。枯草も、糸ミミズみたいに細く小さな蛇の集合体に切り替わっている。おそらく集落の方へ行けば、同じように大量の蛇が建物のシルエットを形作っていたはずだ。

「ここにあるのは、全部、当廟だったのか!?　謎なぞ解き役以外の全部が噓うそ!!」

「一定時間以内に、百物語を完成させなければ舞ぶ台たいが崩ほう壊かいするようにできていたようね。それも『青あお行灯あんどん』を作る条件の一つなのか。犯人が欲しいと思った能力を持つ『青行灯』が生まれなかった時も、こういうリセットが発生するようになっていたんだろうけど」

「リセット……？」

　陣じん内ない忍しのぶが眉をひそめた。

「リセットって言ったのか？　単にぶつ切りの後始末って訳じゃなくて!!」

「私の予想が正しければ」

　ゆっくりと息を吐き、私は答える。

　考えられる中で、最悪の可能性を。

「私達が百物語に挑戦するのは、多分今回が初めてじゃない」

「な、ん……」

「『別の場所』へ私達が引き込まれた時点で、当廟は相当便利な形でアセンブルされているのが窺うかがえるからね。ヤツの『必要な物を盗んでくる』能力が、もしも単なる距きよ離りや座標を超越したものだとしたら……過去や未来の時間軸からさえ引っ張り出す力があるとしたら」

『青行灯』が完成しなかった時点で。

　全てぶっ壊こわして、最初の地点からやり直す事さえできる。

　つまり、目的を達成するまで終わらない、永遠のループ構造よ。

「またあの生き死にを繰くり返せだって……？　何とかならないのか！　このまま崩壊を見ている以外に!!」

「知っている事を全部話せ!!　お互いに情報共有するの。私達がここにいるのは、私達全員が解くべき謎を残しているからよ。だから全てを解くには情報共有は必須。何にせよ、一〇〇個の謎を見つけて全て解かない限り、私達は四ツ山から永遠に抜け出せない！　最大の武器は、私達の頭の中にしかないんだから!!」

　いつの間にか、あれだけ深かった霧きりはなくなっていた。

　抜けるような青空へ目をやった私は、そこで顔をしかめる。

　天空に。

　真っ黒な口が開いていた。

　いいや違う。あれも全部当とう廟びよう。数十数百なんて次元じゃない。この、架空の四よツ山やま一帯をドーム状に覆おおい尽くすように、蛇の妖怪は数億数十億の数で私達を監かん視ししていたって訳!?

　同じように空へ目をやった陣じん内ない忍しのぶや刑事さん達もまた、絶句する。

　そうしている間にも天空は青から黒へとどんどん侵食されていき、すでに半分以上が蛇に埋め尽くされていた。

「……こりゃあ」

　思わず、呟つぶやく。

　コップの表面張力の限界を超えるように、黒い空の一部がボロッと崩れた。




「今回の章チヤプターＸＸは、失敗だ……」




　回かい避ひや防御なんて、考えるだけ無駄。

　それこそ、比ひ喩ゆ表現なしで滝のように降り注ぐ膨ぼう大だいな蛇を、私達は頭から被かぶる羽目になっ










　　　　34（陣じん内ない忍しのぶ）




　ハッ!?　と俺は目を覚ました。

　全身から嫌な汗が噴ふき出しているのが分かる。心臓の鼓動が危険な域まで跳ね上がっていた。しばらく自分がどこにいるかも分からず、前後左右の感覚を掴つかむのにも時間を必要とする。

　……バス、だ。

　どうやら、ここは走行中の観光バスの中のようだ。

「ねえねえ、忍クン」

　傍らから、惑まど歌かの声が聞こえてきた。

　彼女も彼女で、状況の変化に追い着けずに不安なのか、と思っていたが。

「ここってさ、何で忍クンって、居眠りすると隣となりに座っている子に抱き着く訳？　……とかって言った方が良い場面？」

　待、て。

　ちょっと待て!!

　この会話には聞き覚えがある。

　これは、俺達が、四よツ山やまに入る直前のヤツじゃないのか!?

「陣内、そういやそろそろ見せ場だぞ」

　こっちはクラスメイトの恋こい王おう。

　前の座席から顔だけをこっちに覗のぞかせて、いつかも聞いた、全く同じ文言を並べてきやがる。

「間もなく四ツ山だぜ。トンネルを抜けたら景色が変わるのだ」

　恋王と違って、惑歌はおそらく『分かってる』。

　彼女と顔を見合わせ、二人だけが緊きん張ちよう感に包まれているのを理解する。

　という事は。

　ああ、またなのか。

　四ツ山のトンネルを越えたらバスの運転手もガイドもクラスメイトも担任教師も忽こつ然ぜんと消えていて、無数の当とう廟びようが蠢うごめく廃村で百物語の謎なぞ解きをやらなくちゃならねえのか。

　おそらく今回が初めてじゃない、と舞まいのヤツは言っていた。多分、今回『覚えている』のはあの終わりまで辿たどり着いたからか。

　謎が一〇〇個。

　答えも一〇〇個。

　全て揃そろえて『青あお行灯あんどん』が生じるまで、何度でも何度でも繰くり返さなくちゃならないのか。

　焦る俺だが、状況を打開するための方法が見つからない。

　そうこうしている内に、巨大な化け物の口みたいなトンネルが迫りくる。

　観光バスが、呑のまれる。




　何度でも。

　永遠に。

　百物語を完かん璧ぺきに終わらせるその時まで、四よツ山やまの全滅村は俺を待っている……。










　　　あとがき







　はい三冊目!!

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　目次を思い浮かべて、おや？　と思った方もいらっしゃるのではないでしょうか。その通り、本来であればここにあとがきがあるのはおかしいのです。ただ、物語の構成上、ここで一度切っておくのが最善かなと思いましたので、『あとがき』という単語の意味をぶっ飛ばしてでも置き位置を変えてみました。

　今回ずーっと一つの章で話が進んでいるのも、あるギミックのためだったりする訳ですが……実は、やっている事自体はこれまでの四章立てとあんまり変わっていません。当とう廟びよう、大蛇おろち、そして青あお行灯あんどんと、敵側メイン枠の妖怪自体の数もそれほど変化していませんし。

　妖怪ものをやるなら是非百物語は押さえておきたいなと思っていたのですが、流石さすがに一冊で一〇〇個怪談を詰め込んでさらに本線用意してラスボス出して……ではまとめきれないと思いましたので、多少アレンジしております。舞ぶ台たいは廃村、ジャンクション、高速道路沿いの巨大工場とこれまた趣しゆ味み丸出し。特に工場の方は、何気に今の日本の田舎の景色を語る上で重要なピースなのかな、と取材旅行の最中モヤモヤ考えていました。どこまでも平べったい水田に巨大建造物がドカンとそびえている情景はなかなかに異質で、いろんな想像をさせてくれる面白い素材だなあ、と。




　それと、今回は終始一貫して小こ手て蜜みつ惑まど歌かが登場しているのが特徴的でしょうか。

　彼女については『大人には制御できない、安易に思考を読めない「女子高生」という生き物』を強調したキャラクターを設定しています。例えば、不気味な廃村で遭遇した謎なぞの襲しゆう撃げき者しやから自分の身を守ってくれた陣じん内ない忍しのぶへ率直な感謝や好意を抱かず、武器を持った途端に気が大きくなる彼を冷ややかな目で警戒する……という場面などが分かりやすい所でしょうか。

　最大の特徴である『お金』が全く通用しない舞台に放り込まれた惑歌ですが、だからこそ、普段は街のネオンに隠れて見えない夜空の星のような、彼女の人間性の一端を描写する事ができたかな、と考えています。いかがでしたでしょうか？







　イラストの真ま早はやさんと編集の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。今回の場合、妖怪……というより、和風ホラーな廃村の方が大変だったのでは、と思います。お付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。学校行事の旅行なんていかにもラブコメなイベントをすっぽかして申し訳ありません。次回もお付き合いいただけると助かります。




　それでは、今回はこの辺りで。

　……ちなみに、この先にもちょっとした『続き』を用意しています。

　謎なぞを一〇〇個発見し、答えも一〇〇個見つけたあなたはどうぞ先にお進みください。

　もちろん楽しみ方は人それぞれですが、条件を満たせなかったあなたは、お暇でしたら、今一度前へ戻って、メモとペンを手に再挑戦してみるのも良いかもしれません。




　この作品がホラーメインなら、ここで終わるのもありかも


鎌かま池ち和かず馬ま　　









　　　終　章







「……解け、た」

　観光バスの中で、俺は静かに目を開けた。

　全身は汗びっしょりで、口からは荒い息が漏れている。

　学校行事とはいえ旅行という大きなイベントの最中で浮き足立っている他のクラスメイトと違って、俺は明らかに憔しよう悴すいしていた。

　無理もない、と誰だれかに言ってほしい。

　結局、何度目のトライだったのか、もう思い出せないくらい繰くり返した。

　全部が全部、『最後のタイムリミット』まで使い切れた訳でもない。オレンジ色の囚人服を着たおっさんに首を絞められた事もあった。精神的な限界に達した惑まど歌かに重たい石で頭をどつかれた事もあった。

『最後のタイムリミット』まで誰か一人でも辿たどり着けば、次のトライ時に記き憶おくを引き継げるんだろう。……となると、誰も辿り着けずに忘れてしまった回だっていくつもあったはずだ。

　それでも、解いた。

　全滅村や半導体工場、いいや企業監かん獄ごくをも内包する、四よツ山やま一帯に散りばめられた、総勢一〇〇個の謎なぞの発見と、その解答を。

「忍しのぶクン……？」

　隣となりの席に収まっている惑歌は、どこか不安そうな顔でこっちを見ている。叔父さんや菱ひし神がみ舞まい達と同様、惑歌も同じ数だけ謎解きに挑戦してきたはずだ。

　笑顔で何かを返す余裕はなかった。

　まだ何も終わっていない。

　一〇〇個の謎を見つけ出し、その全てを解いた時点で、俺はまた観光バスへと戻された。四ツ山へ繋つながるトンネルに入る直前の場面だ。

　一いつ瞬しゆん、全問解いたと思ったのは単なる勘違いで、何かしらの『洩もれ』があったのかとも思ったが、そうじゃねえ。

　きちんと解いた。

　終わらせた。

　……だとすれば、むしろここからが本番。百物語の真骨頂は、無数の怪談を語っている時じゃねえ。全ての怪談が終わり、行灯あんどんから伸びていた一〇〇本の芯の火を、あるいは一〇〇本あった蝋ろう燭そくを、一つ残らず吹き消した、その後だ。

「惑まど歌か……」

　注意を促すため、俺は隣となりの惑歌に声を掛けようとした。

　遅かった。

　その一歩手前で、観光バスは大きな化け物の口のようなトンネルへと吸い込まれた。

　観光バスの雰囲気がガラリと変わる。

　これまでさんざん繰くり返してきた中では、このトンネルを抜けた瞬しゆん間かんに異変が始まっていた。だが今回は違う。何かのレールが切り替わるように、すでに車内を異変が蝕むしばんでいた。観光バスの中から、俺以外の全員が消えていた。クラスメイト達も、担任教師も、バスガイドも、運転手も、そして惑歌も。

「……、」

　その異変は、トンネル内の照明に照らし出される形で俺の目に飛び込んでくる。

　だが、そのライトの光からしてすでにおかしい。

　……そもそも、このトンネルには照明なんてなかったはずだ。真っ暗だった。だから観光バスから四よツ山やまの森へ『飛ばされた』時も、恐怖より混乱が先立ったんだ。

　しかし。

　今は。

　まるで水族館のような、蒼あおざめた明かりがトンネルを満たし、観光バスの車内を不気味に照らし出している。

　そして、クラスメイトも、担任教師も、バスガイドも運転手さえもいなくなった広い車内に、俺とは違う影かげがもう一つだけ現れていた。

　スイッチを切り替えるように。

　消えた人と入れ替わるように。

　左右の座席に挟まれる形で中央に存在する、細い細い通路。その中心。中央の中心に、それこそ舞ぶ台たい演劇の主役のような格好で、誰だれか女が立っている。

　白い着物。

　黒の長髪。

　透けるようなその肌が蒼ざめたように見えるのは、果たしてトンネル内の照明のせいだけか。

　極めつけは、その額。

　一本。中央から、角というより、まるで薄うすく鋭するどい刃物のようなものが突き出ている。




　青あお行灯あんどん。

　百物語の最後に現れる、怪奇現象を統括する青い鬼女。




「ここは産道だ」

　青一色のトンネルの中、その鬼女は緩ゆるやかに笑いながら話しかけてくる。

「本来ならもう少し待つべきだろうが、キミは特別だからね。世界よりも一足先に、ボクと向き合うべきなんじゃないかと思った」

「何な故ぜ俺なんだ」
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　ゆっくりと、俺は座席から立ち上がる。

　俺はただの高校生だ。カードバトル陰おん陽みよう師じでもスピリチュアルな力をぶん回す退たい魔ま師しでもない。本来であれば、青あお行灯あんどんなんて怪物と正面切って対たい峙じするほどの器はねえ。

　だけど、ここまでこぎ着けたのもまた、俺の力。

　だったら最後の舞ぶ台たいに上がるくらいの資格はあるかもしれねえ。だけど、どうしても、こう考えちまう。何か都合が良過ぎるって。

「全滅村、いや四よツ山やま一帯には俺以外の謎なぞ解き役もいたはずだ。叔父さんや、菱ひし神がみ舞まい。どうして連中を排除した。てっきり、最後は全員集合だと思ったんだけどな」

「いやいや」

　青行灯の態度は変わらない。

「百物語に必要なのは怪談の積み重ねさ。語る人間の素養や技術、経歴なんかはあまり関係ない。そういう意味では、キミの特別性だって実は危ういものだった。一〇〇個目、最後の謎を解いたのがキミだったから、って理由しかないんだからね」

　誰だれでも良かった。

　たまたま引き当てたのが俺だった。

　条件が少し違っていれば、ここに立っていたのは惑まど歌かだったかもしれないし、すねこすりとかいう犬型の妖怪だったかもしれない。

　その程度。

　青あお行灯あんどん。多くの恐怖や悲劇を土ど壌じようとしてこの世界に出現する青い鬼女にとって、『参加者』や『当事者』の価値などその程度しか存在しない。

　いつまでも抜けない、永遠に続くような青一色のトンネルの中、俺は目を細めて、

「……これからどうするつもりだ」

「どうしようかね」

「お前は他の致命誘発体とは違う。というより、そもそも青行灯としても異質だ。『草くさ薙なぎ』を握る老婆が自分の目的を果たすために特別なチューンアップを施して生じた人工的な妖怪。でも、こうして微笑ほほえんでいるお前が、老婆の道具で終わるとは思えない。何な故ぜなら……」

「どうでも良いんだよ」

　遮るように、青行灯は即答した。

　確たる答えを持っているからじゃない。こいつは単に、深く考えようとしていない。

「あの老婆が仕組みを整え、キミ達の手で具体的に組み上げられた訳だが、別にボクがキミ達に従う義理はない。恩義は感じても、返す必要性までは感じない」

　ざらり、と。

　青行灯の長い髪が揺れる。

「ただ、楽しみではある。これは噓うそじゃない。そうだ、ボクは楽しみなんだよ。この青い産道を抜けた先にある、広い広い世界ってヤツがさ」

「答えになってねえぞ」

「正直に言っているのに？」

「広い世界で何をしようとしてやがる。単に、観光旅行がしたいって訳じゃねえだろう」

「これでもボクは致命誘発体だよ。心しん霊れいや妖怪、怪奇現象を軽視し愚弄する者の前に現れる致命誘発体。つまりは禁忌的行為に対する罰ばちの象徴なのさ。日本全国の犯罪者を自動検出してその前に現れる妖怪……なんて、なかなかにヒロイックで面白そうじゃないかい？」

「お前はそんな都合の良いヤツじゃねえ」

「決めつけは良くないよ。ボクが致命誘発体だからって妖怪差別だ」

「……あれだけさんざん悲劇を繰くり返した。お前が人間に気を遣うような妖怪なら、そもそもその出自を呪うはずだ。なのにお前からはそんな素振りは全く見えねえ」

　こいつはきっと、善悪抜きでシステマティックに人を『死なせてしまう』妖怪じゃない。

　条件にさえ気を配れば、共存できる妖怪じゃない。

　……どう表現して良いのか難しいが、こいつは座ざ敷しき童わらしとか雪女とは決定的に何かが違う。世の中には『出会った』という事実があるだけで人を病気にしたり死なせてしまったりする妖怪もいるけど、そういうのともまた違った怖さがある。

　言ってみれば、自己主張か。

　あくまでも機能的に人を『死なせてしまう』力を持っていても、うちにいる雪女や猫又の個性は切り離はなされている。

　ところが、目の前の青あお行灯あんどんにはその辺りの区別がないように見える。髪が奇き麗れいとか胸が大きいとか、そういうのと同列で『死なせてしまう』力をサラッと並べられてしまう。ちょっとした自己紹介や場を和ませる隠し芸で死者が出る。そういう、『単純で分かりやすい野望を軸に動く大だい魔ま王おう』とは違う怖さがある。

「だよねえ」

　青行灯は笑っていた。

　肩を震ふるわせ、自分の歯を手にした扇で隠すようにして。

「ボクは百物語の最後に現れる怪奇現象の総称なんだから。ターゲットなんて誰だれでも良い。人の決めた善悪も問わない。五〇個目を話したのがどこぞの大統領であっても、ボクは何の変哲もない一〇〇個目の誰かへ襲おそいかかる」

　でも、と青行灯は続ける。

　否定の前提としての言葉を。

「それがどうしたっていうんだい。致命誘発体なんてそんなものだ。キミは見たところ、妖怪には接し慣れているようじゃないか。ボク達のもたらす死なんていうのは、落石事故と同じようなものだ。誰が悪いって訳じゃない。それが今の社会制度だろう」

「だとしたら？」

「この対たい峙じはボクが演出したものだけど、実は意味なんてない。だって、キミは知っているはずだ。妖怪はそういうものだって。その上で、共存していくものだって。ボクがここで解き放たれるのを、キミの方に止める理由は特にない」

　そういう面もあるかもしれない。

　俺がインテリビレッジで当たり前のように妖怪と接しているからかもしれねえけど。

『死なせてしまう』力がある。それだけで妖怪を罰し、皆殺しにしようなんて極論を唱えるつもりはねえ。だとしたら、子供を噛かみ殺すくらいの力がある犬は絶滅させなきゃいけないし、人の首を絞める事ができる人間は、全て両腕を切り落とさなくちゃならなくなる。

　それと同じ。

『死なせてしまう』力がある。それ自体では裁けない。

　だけど。

「見逃せねえ理由なら単純だ」

「？」

「法には興味ねえ。青あお行灯あんどんって種族全体も。用があるのは『今回の件』についてだ」

「へえ……？」

「アンタは四よツ山やまで織り上げられた百物語によって生じた青行灯って事らしいな。でも、本当に完成するまで何もできなかったのか。本当に、何一つ？　もしも微弱ながら何かができたかもしれなかったとして、もうちょっとだけでも救いのある終わらせ方があったとして。百物語完成のために、四ツ山でもがき苦しむ横よこ枝えだとか長は谷せ部べとか、『草くさ薙なぎ』の婆さんとか……そういう人達が死ぬのを黙だまって見ていたとしたら」

「ふむ。イエスかノーかを答えるのは簡単だけど、キミに信じてもらうのは難しそうだなあ」

「……だったら、こんなサービスなんかしていねえで、さっさと用済みの謎なぞ解き役を殺していれば良かったんだ。わざわざ反はん撃げきの機会なんて与えやがって」

「ははっ」

　青行灯は、一度は扇で隠した歯を見せて笑った。

「言っている事がバラバラの正反対だよ。そういう、機能的に徹てつする事ができないところが人間ってヤツなのかな。そんなのを見せられると、ますますそそられてしまう」

「俺が、敵に回ったってのは理解しているよな」

「でもどうする。ボクは百物語の象徴だ。手札として、人を害する怪奇現象はあらかた網もう羅らしていると言っても良い。正体不明の熱病、失明、食中毒、参加者宅の連続不ふ審しん火び、果ては地域一帯を巻き込む災害まで何でもござれ。さて護ご摩ま壇だんや式神の一つも使えない平凡な高校生は、この青行灯にどう立ち向かうつもりだい？」

　その時だった。

　新たな光があった。

　トンネルの出口だ。青行灯の言うところの『産道』の出口が迫っている。きっと、このバスがトンネルを抜けてしまえば、存在の不安定だった青行灯は今度こそ広い世界へ解き放たれる。

　おそらく。

　青行灯の言う通り、この蒼あおざめた鬼女を力技で屈服させるのは不可能だろう。坊さん一人待機させておけば百物語もへっちゃら、ぐらいの恐怖では、あのしち面倒臭い儀ぎ式しきが広く伝わっていくはずがない。それぐらいの力が、並の致命誘発体とは一線を画した力が、あの青行灯には蓄えられている。

　でも。

　俺は、今回の百物語の参加者だ。

　だからこそ、無関係なプロにはできねえ事だってできるはずだ!!




「問題一〇一、当とう廟びようを本当に操っていたのは何者か？」




　は……？　と、青あお行灯あんどんが疑問の声を発した。

　構わずに俺は続ける。

「解答一〇一、青行灯。彼女は百物語が完結するまで実存の世界に影えい響きようを及ぼせないが、一方で百物語を完結させるためのガイドはしたかった。そこで当とう廟びようという別の妖怪を駆使してお膳ぜん立てを進めていた」

「何を……」

「問題一〇二、トンネル内が青い光で満たされているオカルト的な意味は？　解答一〇二、元々百物語では青い和紙を張った行灯で部屋を照らす風習があったため、それを模したものと思われる。問題一〇三、青行灯が白い着物の蒼あおざめた鬼女として出現した理由は？　解答一〇三、江戸時代の妖怪画家が怪奇現象を視覚化した際、そのように描かれていたものが広く普及したため。本来の青行灯は形も性質もあやふやな怪奇現象一般を指していたと推測される」

「何をブツブツ……、いや、待てよ。百物語は九八でも九九でもなく一〇〇個揃そろうからこそ意味が生じる。だとすれば、ひょっとして、それ以上に積み重ねた場合にもバグが……!?」

「そして生あい憎にく、ここはまだ『産道』の中だったな。一〇〇個の怪談は収集したが、お前はまだ完全に現れていない。つまり青行灯が現実世界に出現する事で完結する百物語の舞ぶ台たいはまだ継続している!!　ちなみに俺は今回の百物語の参加者で、語り終えた怪談はそのまま百物語にカウントされちまうはずだ!!」

「……!?」

　べだんっ!!　と。

　青一色の光で埋められた観光バスの窓ガラスに、何かが張り付くような音が響ひびく。

　それは達筆な文字で書き殴られた、経文のような一文だった。

　俺が質問と答えを繰くり返すたびに、青一色の世界には不釣り合いな、純白に光る文字が窓を埋めていく。

「九八でも九九でもなく、一〇〇個ちょうどだから意味があった。なら、一一〇は？　一二〇ならどうだ。ちょうどぴったりの枠から外れていくごとに、お前の体を構成している黄金比のバランスは崩れていく。トンネルを抜けた時、お前は自分の体を維持できんのかな？　致命的なエラーが生じれば、お前は生まれ落ちた瞬しゆん間かんに実存できなくなるはずだ!!」

　それ以上、青行灯は何も言わなかった。

　表情から一切の余裕が消える。ただの無表情になる。額の角の先端に、青白い燐りん光こうが生じる。青行灯。本来、形を持たないはずのその鬼女が、名前の通りの記号性を得る事で、妖怪としての超常の力を高めるように。

　そう思った時には、すでに俺の視界から消えていた。

　さっきまで、目の前にいたはずなのに。

　何か恐ろしいものが迫りくる、圧倒的な暴風だけがあった。

　これ以上の『物語の数の誤差』が広がるのを阻止するためか、未いまだに百物語の中にいるのなら、俺を殺せばリセットできるのか、単なる腹いせか、それとも『そういうもの』だからか。

　ただし。

　青あお行灯あんどんの鋭するどい爪は、牙は、俺の喉にまでは届かなかった。




　白い光が、一面を埋め尽くした。

　観光バスが、トンネルを抜けたのだ。




「……あ」

　狭い通路には俺だけが立っていた。青行灯はどこにもいない。多くの座席はクラスメイト達で埋められていて、バスガイドや運転手もきちんと揃そろっていた。前の方の席にいたオドオド系の女性担任教師が、たった一人で立ち尽くしている俺を見て、恐る恐るといった口振りで声をかけてくる。

「あ、あのう、陣じん内ない君？　テンションが上がっちゃっているのは汲くみますけど、危ないから席に戻ってくださいね。その、ズビシィ!!　と前方へ人差し指を差す思春期丸出しな決めポーズは解除して」

　ちょっとした笑いがバスを包む。

　赤面した俺は、元あった惑まど歌かの隣となりの座席へと向かう。

「……忍しのぶクン」

「言わないでえー。これ以上つつかれたらクリスタルより脆もろいハートが粉々になっちゃう……」

「ラスボスどうなった？　その調子だと、私は蚊帳の外だったみたいだけど」

　ようやく肩の力を抜いて、俺は座席のシートに背中を預ける。

「……何とか終わったよ。青行灯って、百物語って儀ぎ式しき自体が妖怪の一部なんだろうけど、とりあえず最後に出てきたのはバグって自滅した。致命的なエラーってヤツを誘発させたんだ」

「そう……」

　事情を呑のめないのか、惑歌の顔は曇くもったままだ。

　彼女は小さな顎あごに手をやり、しばらく何かを考えて。

　やがて、意を決したように口を開く。

「あの、忍クン」

「何だよ」

「つかぬ事をお尋ねするんだけど」

「だから何？」

「全滅村、っていうか四よツ山やま一帯に散りばめられた一〇〇個の謎なぞを解くっていうけどさ。本当に謎なぞ解き役っていうのは私達の事だったのかな」

「……はい？」

「私達が考えている謎解き役には妖怪のすねこすりだっていたんだよ。あれがカウントできるんだったら、別の可能性だってある訳じゃない。だって、私達がいたあの舞ぶ台たい自体……」

　数千数万数億の……大量の蛇の妖怪、当とう廟びようによって形作られた場所だった。

　そう、百物語を成就させるために活動を続けていた。

「待て、待てよ！」

「もしも、出題役と解答役が正反対だとしたら？」

　惑まど歌か自身、信じたくないのだろう。

　不安を口に出して、俺に否定してほしかったのかもしれねえ。

「私達が四よツ山やまに隠してある謎を解くんじゃない。ここへ来た私達が問題ぎもんを作って、それを自動的に解いていくのが四ツ山一帯……つまり大量の蛇だとしたら？　きちんと一〇〇問を作れなかったり、蛇達が答えられなかったりするたびに、巻き戻っていたとしたら？」

　でも、と俺は反論しかけて、気づいた。

　本当に、俺なんかの反はん撃げきで青あお行灯あんどんは倒せたのか。あの妖怪は言っていたじゃねえか。俺を青い産道に呼んだのは、ほんの気紛れだったって。

　やられたふり。

　それが一〇〇問を用意してくれた俺達に対して、ごっこ遊びをしてくれた礼か。あるいは、俺より危険な菱ひし神がみ舞まいなどを油断させ、その間に安全に逃走するための演技なのかは知らない。

　とにかく、今気になるのは……、

「本当に、倒せたのか？」

　茫ぼう然ぜんと、呟つぶやく。

　答えてくれる者などいないのに、疑問を重ねる事しかできない。

「俺には、そもそも倒す資格なんかあったのか？」







　すっかり霧きりは晴れていた。

　ボクは十字に交差する大規模なジャンクションの路肩で、陣じん内ない忍しのぶと小こ手て蜜みつ惑歌を乗せた観光バスを軽く見送る。

　率直に言って、陣内忍君は結構冴えてた。実際の解答役の中に……車座になって話し合う輪ヘビの中に、彼が入っていなかったおかげでカウントは無効だったけど、有効扱いだったらあそこでやられていたはずだ。

　さて。

　お膳ぜん立てをしてくれた老婆は、ボクの実存にそろそろ気づいたかな。式神として使役するため、えげつない仕掛けを用意しているかもしれないけど……。

　甘いよね。

　そう都合良くはいかない。

　百物語の結末は、その準備を進めた者にさえ制御不能じゃなくちゃあね。

「……、」

　観光バスはこのまま無事に四よツ山やまを通過するようだ。

　でも、そんなのとはお構いなしに内うち幕まく隼はやぶさと菱ひし神がみ艶えん美びは長は谷せ部べ道みち夫おの真実を突き止め、菱神舞まいとすねこすりは企業監かん獄ごくを壊かい滅めつさせるだろう。その過程で、ボクを強制的に使役する可能性のある、あの老婆も始末されれば問題はない。

「……それじゃ、これからどうしようかね」

　辺りを見回す。

　ジャンクションから高速道路は東西南北へと伸びていき、それは日本全国へと繋つながっている。ボクはどこへだって行けるし、何だってできるはずだ。

　とりあえずは……。

「へーい」

　路肩に留とどまったまま、親指を上げてヒッチハイクに挑戦してみた。

　タンクローリーは目の前を通り過ぎ、小さなファミリーカーは威い嚇かくするようにクラクションを返してきた。排ガスまみれの風を顔面に頂ちよう戴だいする以外に成果はない。

　世の中は冷たい。

　妖怪は頑丈なんだし、次は正面からの体当たりで食い止めてやろうかと思ったところで、中型トラックがウィンカーを点滅させた。一度ボクの横を抜けたものの、少し離はなれた場所の路肩に車を寄せてくれる。

　歩いてそちらへ近づいていくと、向こうの運転席からも中年のおじさんが出てきた。

「何だ何だ、おっかねえなあ。高速道路で遊んでんじゃねえよ嬢じようちゃん」

「へるぷみー」

「あん？　……その角、ひょっとして嬢ちゃん妖怪ってヤツか」

「置いてきぼりなんで乗せてって」

　ふーむ、と唸うなるおじさん。

　ぶっ殺して車を奪ってみるのも面白そうかな、免許ないけど。とか、のほほんと考えていると、やがておじさんは決断してくれた。

　ちえ。

　ちょっぴり残念。

「まあ良いか。で、嬢ちゃん。どこまで乗せていけば良いんだ」

「そうね」

　ボクは改めてジャンクションの中央から、周囲一帯を見回す。

　道はどこまでも伸びていて、東西南北どこにでも広がっている。

　しばし考え。

　そしてやっぱり、あくまでも。ボクは適当な調子でこう答えた。




「ちょっとそこまで」




　さあ、渡り歩こうか。

　多くの怪談を取りまとめる役として、新たな恐怖を撒まくために。
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鎌かま池ち和かず馬ま

ライトアップ用なのか、それ以外の理由でもあるのか、街路樹の根っこのところにメカっぽいケーブルが。都会で土地不足に悩んでいるのは人間だけではないようです。
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真ま早はや

３冊目です。ちょいちょいキャラクターが増えてますが相変わらず縁さんがダントツで好きです。
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